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※ 完成図 ( ※ 設計図書で示したもの全て・ 標仕表1.7.1による・ 監督員の指示による)

(100%画質)とし、CD-Rにて提出とする。

電子データは、フィルムスキャンのうえRGB各8ビット(フルカラー)、JPEG形式最高画質

足場方式」により行うこと。

2 1.　足場その他 (2.2.4)

2.　監督員事務所 (2.3.1)

3.　工事用水 構内既存の施設　 ・ 利用できる ( ※ 有償　　 ・ 無償 )　 ※ 利用できない (2.3.1)

4.　工事用電力 構内既存の施設　 ・ 利用できる ( ※ 有償　　 ・ 無償 )　 ※ 利用できない (2.3.1)

規模　 ・ 10㎡程度　　 ・ 20㎡程度　　 ・ (　　　)㎡程度

※ 設けない　 ・ 設ける

足場を設ける場合、「標仕」2.2.4(2)によるほか、設置においては、「手すり先行方法による

※ 保全に関する資料(2部)

8.　建築材料等 建築材料等 (1.4.2) 3 1.　埋戻し及び盛土 種別　　 ・ A種　※ B種　・ C種　・ D種 (3.2.3)(表3.2.1)

土
工
事

2.　建設発生土の処理 ※ 構外搬出適切処理

・ 構内の造成に利用　 ・ 構内の指定場所にたい積　 ・ 構内の指定範囲に敷きならし

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

(3) 安定的な供給が可能であること

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること

9.　特別な材料の工法 標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品所の指定する工法による。

10. 技 能 士 ※ 適用する(一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。) (1.5.2)

・ 適用しない　　 ・ 以下の表による他監督員の指示による

適用工事種別 技能検定作業

仮設工事 ・ とび作業

鉄筋工事 ・ 鉄筋組立作業

コンクリート工事 ・ 型枠工事作業　　 ・ コンクリート圧送工事作業

鉄骨工事 ・ 構造物鉄工作業　 ・ とび作業

コンクリートブロック・
・ コンクリートブロック工事作業

ALCパネル・押出成形
・ エーエルシーパネル工事作業

セメント板工事

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業
防水工事

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業

・ セメント系防水工事作業　 ・ シーリング防水工事作業

石工事 ・ 石張り作業

タイル工事 ・ タイル張り作業

木工事 ・ 大工工事作業

屋根及びとい工事

金属工事 ・ 鋼製下地工事作業　 ・ 内外装板金作業

左官工事 ・ 左官作業

・ 木製建具(手・機械)加工作業　 ・ ビル用サッシ施工作業
建具工事

・ ガラス工事作業　 ・ 自動ドア施工作業

カーテンウォール工事 ・ 金属製カーテンウォール工事作業

・ ビル用サッシ施工作業　　 ・ ガラス工事作業

塗装工事 ・ 建築塗装作業

内装工事 ・ カーペット系床仕上げ工事作業　　 ・ 鋼製下地工事作業

・ ボード仕上げ工事作業　　 ・ 壁装作業

排水工事 ・ 建築配管作業

・ 溶融ペイントハンドマーカー工事作業
舗装工事

・ 加熱ペイントマシンマーカー工事作業

植栽工事 ・ 造園工事作業

その他
・ カーテン工事作業

11. 化学物質の濃度測定測定方法　　 ※ パッシブ法(拡散法)　 ・ アクティブ法(吸引法) (1.5.9)

検査機関

※ 環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

測定物質

※ ホルムアルデヒド　　 ※ トルエン　　 ※ キシレン　　 ※ エチルベンゼン

※ パラジクロロベンゼン　　 ※ スチレン　　 ・

測定個所(室)

※ 試料採取に当たっては、監督員又は監督員が指定する者が立ち会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値(厚労省指針)

ホルム エチル パラジクロロ
トルエン キシレン スチレン 備　考

アルデヒド ベンゼン ベンゼン

0.08ppm 0.07ppm 0.88ppm 0.04ppm 0.05ppm

12.完成図等 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

(3.2.5)

アスファルト防水

(続き)

13. 完成写真 下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

分類・規格 撮影箇所数 部数 写真のサイズ(㎜)

※ 1　・　 ※ キャビネ版　　 ・ サービス版

・ パネル(木製枠) 外部(　　) 内部(　　)※ 1　・　 240×360以上

※ 428万画素以上　・ 800万画素以上
※ 電子データ ※ 2　・　

※ 350dpi以上

撮影業者　　 ※ 建築完成写真撮影の実績のある業者で監督職員の承諾する撮影業者

・

14. 設備工事との取合い設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

15. 設計GL ※ 図示　　 ・ 設計GL=現状GL　　 ・ 監督員の指示による

・ 内外装板金作業　　 ・ かわらぶき　　　

・ カラー写真(製本)

・ 見開きA1版 1部（ビニール製本）　 ・　　　　　　　　　　　　　

作成方法　　 ※ 製本　　　　 ※ 見開きA3縮小版2～3部（黒表紙金文字製本）

※ CADデータ ( ※ CD-R (1部)　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　)

※ 作成する

4　地業工事

6　コンクリート工事

7　鉄骨工事

8 1.　補強コンクリート

モデュール
断面形状及び圧縮 正味厚さ

呼び寸法(mm) 化粧の有無 適用箇所 備考
強さによる区分 (mm)

長さ 高さ

※ 空洞ブロック-16 ・ 無　 ・ 有

・ 型枠状ブロック-20 ・ 無　 ・ 有

・ ・ 無　 ・ 有

5　鉄筋工事
特記仕様書(構造関係)による

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

4. 押出成形セメント板 (8.5.2～5)

パネルの種類 表面形状 厚さ(mm) 幅(mm) 工法の種別備考

・ F(フラットパネル) ・ 50 ・ 60 ・
・ A種

・ 外壁パネル ・ D(デザインパネル) ・ 50 ・ 60 600
・ B種

・ T(タイルベースパネル) 60

・ F(フラットパネル) ・ 50 ・ 60 ・
・ B種

・ 間仕切壁パネル・ D(デザインパネル) ・ 50 ・ 60
・ C種

・ T(タイルベースパネル) 60

1.　アスファルト防水 屋根保護防水 (9.2.2～5)(表 9.2.3～9)9

防
水
工
事

モデュール
断面形状及び圧縮 正味厚さ (表8.3.1)以外の

呼び寸法(mm) 化粧の有無 備考
強さによる区分 (mm) 適用箇所

長さ 高さ

※ 空洞ブロック-08 ・ 無　 ・ 有

※ 空洞ブロック-16 ・ 無　 ・ 有

・ ・ 無　 ・ 有

コンクリートブロック帳壁及び塀ブロックの種類・適用

補強コンクリートブロック造のブロックの種類

ブロック帳壁及び塀

　　コンクリート

ブロック造及び

モルタルの調合　　 ※ 標仕表8.2.1による　　 ・

各部の配筋　　　　 ※ 図示　　 ・

目地仕上げ　　　　 ※ 押し目地仕上げ　　 ・化粧目地仕上げ

モルタル又はコンクリートの充填　　　　 ※ 図示　　 ・

(8.4.2～5)

厚さ 長さ 単位荷重(N/㎡) 耐火性能 表面
パネルの種類 構法の種別

(mm) (mm) 正荷重 負荷重 （時間） 加工

・ 平 ・ A種
・ 外壁パネル

・ 意匠 ・ B種

・ 平 ・ C種　・ D種
・ 間仕切壁パネル

・ 意匠 ・ E種

・ 屋根パネル

平 F種

・ 床パネル

各パネル使用箇所　 　　※ 図示　　 ・

2.　ALCパネル

外壁パネル構法

耐火目地材　 　　　　　※ 図示　　 ・

パネル幅の最小限度　　 ※ 300mm　　・

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取り合い部の目地幅(mm)

※ 10～20　 ・ 図示　 ・

伸縮目地への耐火目地材の充填　・ 適用する　・ 適用しない

※図示　　　　　・　　

間仕切りパネル構法の耐震性能　　

Ⅰ 工事概要

1. 工事場所

2. 敷地面積(㎡)

3. 工事種目

建物別 種別 構造 階数 梁間(m) 桁行(m) 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

2.特記仕様

(1) 項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(3) 特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(4) 特記事項に記載の(別 . . )は(5.3.7)による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

(5) 製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強度を

確認のうえ、施工計画書を提出する。

耐火構造以外の部分の目地及び隙間の処理　　 ※ パネル製造所の仕様による　 　・ 図示

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)　 ※ 15　 ・ 図示　 ・

パネル幅の最小限度　　※300mm　　　　　　・図示　

パネルの相互の目地幅　 ※ 長辺10mm以上、短辺15mm以上　 ・ 図示

開口の大きさ 切断後のパネルの残り部分の幅

パネルに開口を 短辺 ・　　　　　・ 図示 ・　　　　　・ 図示

設ける場合 長辺 ・　　　　　・ 図示 ・　　　　　・ 図示

パネルを切り 短辺 ・　　　　　・ 図示 ・　　　　　・ 図示

欠く場合 長辺 ・　　　　　・ 図示 ・　　　　　・ 図示

防水層の種別

種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

・ A-1

・ A-2 ※ ポリエチレン

・ A-3 フィルム
・ 乾式保護材

・ B-1 厚さ0.15mm以上

・ B-2 ・

・ B-3 ・ 保護れんが

・ AI-1 （JIS R 1250による）
※ フラットヤーン

・ AI-2
クロス

・ AI-3 ・
(70g/㎡程度) ・ コンクリート押え

・ BI-1 (厚さ) ・ 25mm
・

・ BI-2 ・ 50mm

・ BI-3

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 標仕表9.2.3から標仕表9.2.8による　 ・

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 標仕表9.2.5から標仕表9.2.8による　 ・

立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置

※ 製造所の指定による　 ・ 図示　　・　

仮
設
工
事

4.　電気保安技術者 ※ 適用する　　　 ・ 適用しない (1.3.3)

5.　施工条件明示項目 (1.3.5)

6.　発生材の処理等 (1.3.11)

また、収集・運搬・中間処理・最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

・ 引渡しを要するもの

・ 再生資源の利用を図るもの

7.　環境への配慮 化学物質を放散させる建築材料等 (1.4.1)

■　規　制　対　象　外

① JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のあるJAS規格品

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b. 接着剤等不使用

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

d. ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

■　第　三　種

① JIS及びJASの F☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

③ 旧JISのEo規格品

④ 旧JASのFco規格品

※ 構外搬出適正処理　 ・ 別紙解体工事仕様書による　 ・ 現場説明書による

断熱A：JIS A 9521（建築用断熱材）による押出法ポリスチレンフォーム断熱材3種bA（スキン層付き）

断熱C：JIS A 9521による押出法ポリスチレンフォーム断熱材の1種b、2種b又は3種b

断熱B：JIS A 9521による硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

断熱D：JIS A 9521によるポリエチレンフォーム保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

■　9章 防水工事内で適用する断熱材は以下の略号で表す。
立上り部の乾式保護材

・ 金属複合板: 金属板と樹脂を積層一体化したもの。

・ 窯業系パネル: 無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生したもの。

屋根露出防水

防水層の種別

仕上塗料 高日射反射率
種別 施工箇所 断熱材

種類 使用量 防水の適用

・ D-1 ・

・ D-2 ・

・ D-3 ・

・・ D-4

・ DI-1 ・
・

・ DI-2 ・
・

※ 図示　　　 ・

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

種別 施工個所

・ E-1

・ E-2

屋根防水密着加工

立上りコンクリート打放し仕上げ

※ 標仕表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種　　 ・

押え金物の材質及び形状

※ アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　　・ 図示　 ・

保護層　　 ・ 設ける(※ 図示　 ・　　　　 )　　・ 設けない

防水層の下地のモルタル塗り　　 ・ 適用する(施工範囲　・ 図示　 ・　　　　　 )

平場の保護コンクリートの厚さ　　こて仕上げ　 ※ 水下　80mm以上　 ・ 図示　 ・

・ 適用しない

床タイル張り　 ※ 水下　60mm以上　 ・ 図示　 ・

屋根排水溝　 　※ 図示　　 ・

2.　改質アスファルト 防水層の種別 (9.3.2、3) (表 9.3.1～3)

シート防水 仕上塗料 高日射反射率
種 別 施工箇所

種類 使用量 防水の適用

・ AS-T1 ・

・ AS-T2 ・

・ AS-J1 ・

・ AS-T3 ・

・ AS-T4 ・

・ AS-J2 ・

断熱材

(材質)　・ 断熱B　　・ 図示

(厚さ)　・ 25mm　 　・ 図示

(防湿シート)　・ 設ける

　　　　　　　・ 設けない

(材質) ・ 断熱B　・ 図示

(厚さ) ・ 25mm　 ・ 図示

・ 図示

・ 図示

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

耐震性能　　※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

外壁パネルの工法

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

耐震性能　　※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

※ 現場説明書・施工条件明示事項による

(8.2.2～8)（8.3.2～7）

各基準等は最新年度版を使用する。

章 項　　　目 特記事項

1 1.　適用基準等

一
般
共
通
事
項

・ 敷地調査共通仕様書　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

・ 公共建築改修工事標準仕様書　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 公共木造建築工事標準仕様書　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 建築改修工事監理指針　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 建築工事監理指針　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 工事写真の撮り方 建築編　　　　　　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

2.　工事実績情報の登録※ 適用する　　　 ・ 適用しない (1.1.4)

3.　品質計画 建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による (1.2.2)

※ 風速 (V0=　30　　) ※ 地表面粗度区分 ( ・ Ⅰ　 ・ Ⅱ　 ・ Ⅲ　 ・ Ⅳ )

※ 積雪区分　建告示第1455号　別表(　27　)

建築非構造部材の耐風及び耐震設計

設計用鉛直震度（※0.5　　　　　・　　　　　）

設計用水平震度（※1.0　　　　　・　　　　　）

検討に用いる層間変形角（※1/100（S造）1/200（RC造、SRC造）　　・　　　　　　　　）

外壁、屋根等の非構造部材の耐震設計は次による

建築基準法に基づき定まる風圧力の ( ・ 1　・ 1.15　 ・ 1.3 )倍の風圧力に対応した工法

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

(材質) ※ 断熱A

による による

※ 製造所 ※ 製造所

・　 ・

・ ASI-J1

・ ASI-T1 ・

・

の仕様 の仕様

※ 標仕表9.3.1から表9.3.3による　 ・ 図示　 ・

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

押え金物

※ 標仕表9.3.1から表9.3.3による　 ・ 図示　 ・

※ 標仕表9.3.2から表9.3.3による　 ・ 図示　 ・

※ 改質アスファルト製造所の仕様による　 ・ アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　　・ 図示　

※ 改質アスファルトシートの製造所の指定による

防水層の種別 (9.4.2～4)(表 9.4.1～3)

高日射反射率
種　別 施工箇所

防水の適用

・ S-F1 ・

・ S-F2 ・

・ S-M1 ・

・ S-M2 ・

3.　合成高分子系

ルーフィングシート

防水

4.　塗膜防水 防水層の種別 (9.5.3)(表 9.5.1、2)

仕上塗料 高日射反射率
保護層種 別 施工個所

種類 使用量 防水の適用

・

による による

※ 製造所 ※ 製造所

の仕様 の仕様

※ 地下外壁防水
・ Y-1

・

※ 屋内防水
・ Y-2

・

※ 図示

・

・ X-2

・ X-1

・

・ SI-F1

・ SI-F2

・ SI-M1

・ SI-M2

・ S-CI

(材質)

(厚さ)

・ 25mm ・

・ 断熱B　・ 断熱C　・ 図示

・ 断熱B　・ 断熱C　・ 断熱D　・ 図示

(材質)

・ 25mm ・

(厚さ) (防湿シート)

※ 設ける ・設けない

・

・

・

・
※ 発泡ポリエチ

レンシート

シートの材質

可塑剤移行防止用
断熱材

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

による

※ 製造所

の仕様

による

※ 製造所

の仕様

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

仕上塗料の種類と使用量

ルーフィングシートの種類及び厚さ

接着工法の脱気装置の種類及び設置数量※ ルーフィングシートの製造所の指定による

目地処理(S-C1の場合)　 ※ 図示　　 ・

入隅部の増張り(S-F1、SI-F1、S-C1の場合)　　※ 図示　　 ・

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・ 適用しない

屋内保護密着工法の保護層

防水下地がPCコンクリート部材の処理

保護モルタルの塗厚さ　※図示　　・　

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　

立上り部の保護モルタル塗厚　 ※ 7㎜以下　　・ 図示　 ・

固定金具の材質及び寸法形状 ※ 9.4.2(3)(イ)による　　・ 図示　 ・

※ 標仕表9.4.1から表9.4.3による　・ 図示　 ・

※ ルーフィングシートの製造所の仕様による

・ 非歩行仕様　　・ 軽歩行仕様

・

0.05ppm

新築工事

新築

計　　　2個所

外部( 5 ) 内部( 15 )

外部( 5 ) 内部( 15 )

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

建築工事　特記仕様書（1） A-01

上田市下之条

----.--㎡

クラブハウス棟 1 113.28 100.26

新築 1

W

S

7.28 14.56

6.44 14.58 101.19

新築 1W 1.50 33.14

新築 1 9.42 9.42

ロッカー室棟

テラス棟

倉庫棟 S 2.63 3.58

56.34 49.71

・ プラスチック系床仕上げ工事作業　 ・ 木質系床仕上げ工事作業

クラブハウス 建設工事

93.90

2025.06改訂

上田古戦場公園多目的グラウンド

Ⅱ 建築工事仕様(構造関係を除く)

1. 共通仕様

(1) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準

仕様書(建築工事編)」（最新年度版）(以下「標仕」という)による。

(2) 標準仕様書で、「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、

それらが関係法令等(条例を含む)と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

(3) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの標準仕様書

　　を適用する。

※ 建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事編)　　建設省建設経済局建設業課

・ 住宅局建築指導課監修・ 長野県建設リサイクル推進指針

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

と共に、次の(1)から(6)を満たすものとする。

放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙はホルムアルデヒドを

(2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が

極めて少ないものとする。

(3) 接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、

エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

(4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、

放散が極めて少ないものとする。

(5) 上記(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

(6) 建築材料等は、クロルピリホスを成分として含有せず、施工においても添加しないものとす

る。なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量がF☆☆☆☆のものを、ホルムアル

デヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則としてF☆☆☆☆のもの

を使用するものとするが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

足場の組立て等に関する基準」における2の(2)「手すり据置方式」、又は(3)「手すり先行専用

・ 畳製作　 ・ 家具(手・機械)加工作業　・ 樹脂接着剤注入工事作業

これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資

料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

なお、(一社)公共建築協会で発行する「建築材料・ 設備材料等品質性能評価事業建築材料等

評価名簿(最新版)」に指定された材料については上記(1)～(6)に該当するものとする。

また、備考欄に商品名が記載された材料については、当該商品同等の性能を有するものとし、

監督職員の承諾を受けた材料とする。

・ 改質アスファルトシートトーチ防水工事作業・ FRP防水工事作業

・ アスファルト防水工事作業・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上のものを使用する。

ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を

受ける。なお、JIS及びJASの表示のない材料及び製造業者等は、次の(1)～(6)の事項を満たすものとする。

上田古戦場公園多目的グランウド クラブハウス建設工事 建築工事特記仕様書



木材の品質

(12.2.2、3)

　 処理の方法　※製造所の仕様による　　・　図示

・ MDF

・ パーティクルボード

厚さ 表裏面の状態に 曲げ強さに 接着剤に 難燃性による
施工箇所

(mm) よる区分 よる区分 よる区分 区分

※ 15 ※ 13タイプ ※ P又はM

・ ・ ・

テラゾブロック

施工箇所 シーリング材の種類(記号)

試験の実施　　 ※ する（ ※ 簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験）　 ・ しない

8.　保証

・ C-SUI

・ C-SUP

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

6.　ケイ酸質系塗布防水

5.　脱気装置

施工箇所種 別

防水層の種別

・

仕様による仕様によるX-1

・ 防水層の主材料の製造所の・ 防水層の主材料の製造所の

・AS-J2　ASI-T1　ASI-J1

製造所の仕様による製造所の仕様によるDI-1　DI-2　AS-T3　AS-T4

※ アスファルトルーフィング類※ アスファルトルーフィング類D-1　D-2　D-3　D-4

設置数量種類種別

(9.2.3)(9.3.3)(9.5.3) 12 1.　表面仕上げ

木
工
事

防
水
工
事（

続
き）

防水層の下地

下地処理

壁及び天井部　・ コンクリート打放し仕上げ（標仕表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種）　　・ 図示

7.　シーリング

(9.6.3、4)(表9.6.1)

下表以外は、標仕表 9.7.1による（仕上げを行わない部分　※ 図示）

10 1.　施工

石
工
事

天然石2.　石材等 (10.2.1、3)(表 10.2.1、2)

施工箇所 品質 石材の種類 形状 寸法(mm) 厚さ(mm) 表面仕上げ 備考

・ 1等品 ※ 正方形に近い矩形

・ 2等品 ・

・ 1等品 ※ 正方形に近い矩形

・ 2等品 ・

施工箇所 種石の種類 種石の大きさ(mm) 形状 仕上げ面 寸法(mm) 表面仕上げ 備考

※ 大理石 ※ 1.5～12 ・ 平もの ・ 片面

・ 花こう岩 ・ ・ 役もの ・ 両面

※ 大理石 ※ 1.5～12 ・ 平もの ・ 片面

・ 花こう岩 ・ ・ 役もの ・ 両面

テラゾタイル

施工箇所 種石の種類 種石の大きさ(mm)寸法による区分 表面仕上げ 備考

※ 大理石 ※ 1.5～12 ・ 300型

・ 花こう岩 ・ ・ 400型

※ 大理石 ※ 1.5～12 ・ 300型

・ 花こう岩 ・ ・ 400型

※ 石材施工業者の指定する製品　 ・

3.　外壁湿式工法 石裏面処理　 ・ 適用する　　　 ・ 適用しない (10.2.2、3)(10.3.2、3)

裏打ち処理　 ・ 適用する　　　 ・ 適用しない

ドレインパイプの材質　　 ・ 樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

シーリング材　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

4.　内壁空積工法 (10.2.2)(10.4.2、3)

・ 図示　 ・

アンカーの材質及び寸法　 ※ SS400　M12　 ・ 図示　 ・

あと施工アンカーの材質及び寸法　 ・ 図示　 ・

石材の割付け　　 ※ 図示　　　・　　 (10.1.3)

受金物　材質　　 ※ SUS304　　・ 図示　 ・

形状及び寸法(mm) ・ L-75×75×6 L=100　 ・ L-75×75×6 　L=150　　・ 図示

特殊部位用の金物　　※ 標仕10.2.2(c)による　・ 図示

取付用モルタル、既調合の目地モルタル、浸透性吸水防止剤、石裏面処理材、裏打ち処理材

受金物　材質　　 ※ SUS304　　・ 図示　 ・

形状及び寸法(mm) ・ L-75×75×6　L=100　 ・ L-75×75×6　L=150　・ 図示

特殊部位用の金物　　※ 標仕10.2.2(c)による　・ 図示

下地ごしらえ　 ・ 流し筋工法　 ・ あと施工アンカー工法　 ※ あと施工アンカー・横筋横流し工法

伸縮調整目地　位置　　 ※ 標仕表11.1.1による　　　 ・ 図示

シーリング材の目地寸法　 ※ 標仕9.7.3(1)(ウ)による　・ 図示

アンカーの材質　　　 ※ SS400 ・ 図示　 ・

シーリング材　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

伸縮調整目地　位置　　 ※ 6mごと　 ・ 図示

あと施工アンカーの材質及び寸法　　 ・ 図示　 ・

アンカーの寸法　　　 ※ 図示 　・ M12 　 ・ M10　・　

下地ごしらえ　　 ※ あと施工アンカー・横筋横流し工法　　 ・ あと施工アンカー工法

シーリング材の目地寸法　 ※ 標仕9.7.3(1)(ウ)による　　・ 図示

(10.2.2)(10.5.2、3)(表10.2.4)金物の種類　　※ 標仕表10.2.4による　　・ 図示

取付け方式　 ・ スライド方式　　 ・ ロッキング方式

裏打ち処理　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

特殊部位用の金物　　※ 標仕10.2.2(c)による　・ 図示

5.　外壁乾式工法

だぼ用の穴の位置　　 ※ 標仕10.5.2(2)(ア)による　　 ・ 図示

外壁の工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 適用する　(1一般共通事項による)　　・適用しない

あと施工アンカーの材質及び寸法　 ・ 図示　 ・

シーリング材　 ・ 適用する ( ※ 標仕9章7節による　 ・ 図示 )　 ・ 適用しない

アンカーの寸法　 ※ 図示　・ M12　 ・ M10　・　

アンカーの材質　 ※ ステンレス(SUS304)　　　・ 図示　 ・

目地　一般目地　目地幅　 ※ 6mm以上　　　 ・ 図示　 ・

目地　一般目地　目地幅　　 ※ 6㎜以上　　・ 図示　 ・

目地　目地幅　　 ※ 8mm以上　　・ 図示　 ・

6.　床及び階段の石張り

目地　一般目地　目地幅(mm)　　　 ※ 図示　　 ・

及び他部材との取り合い部

伸縮調整目地　位置　　 ※ 床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと

シーリング材　　 ・ 適用する　　　　 ・ 適用しない

床石張りの浸透性吸水防止剤　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

床石張りの裏打ち処理　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

床石張りの裏面処理　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

階段張りの裏面処理　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

石張り

石裏面処理　・ 適用する　　　・ 適用しない

石裏の補強用モルタル　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

取付け工法　・ 湿式工法　・ 乾式工法7.　笠木、甲板等の

乾式工法の場合の取付け代　　 ※ 標仕10.5.3(2)による　　・ 図示　 ・

取付け金物　※ 標仕10.2.2(3)による　 ・ 図示　 ・

引金物、だぼ、かすがい及び受金物　 ※ 標仕10.2.2(1)による　・ 図示　 ・

・ 図示

アンカーの材質　 ・ SS400　 ・ ステンレス(SUS304)　 ・ 図示　 ・

あと施工アンカーの材質及び寸法 ・ 図示　 ・

アンカーの寸法　 ※ 図示　・ M12　 ・ M10　・　

タ
イ
ル
工
事
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見本焼き　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

試験張り　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

1.　伸縮調整目地及び 位置　　 ※ 標仕表11.1.1による　　 ・ 図示 (11.1.3)(表11.1.1)

ひび割れ誘発目地

2.　材料

タイルの形状、寸法等

モルタルによる 吸水率に うわ 耐凍
形状/ 役物 色

よる区分 ぐすり 再生材の 害性

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

寸法 備考
施 無 適用

(mm) 有 無 有 無
ゆう ゆう

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

外装タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材

打継ぎ目地　　　　 ※ ポリウレタン系シーリング材　 ・

ひび割れ誘発目地　 ※ ポリウレタン系シーリング材　 ・

伸縮調整目地　　　 ※ 変成シリコーン系シーリング材　　 ・

その他の目地　　　 ※ 変成シリコーン系シーリング材　　 ・

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　 ・ MCR工法　・ 目荒し工法(高圧洗浄) ・

タイルの形状、寸法等

吸水率に うわ 耐凍
形状/ 役物 色

よる区分 ぐすり 再生材の 害性

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

寸法 備考
施 無 適用

(mm) 有 無 有 無
ゆう ゆう

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　 ・ MCR工法　・ 目荒し工法(高圧洗浄) ・

壁タイル張りの工法

内装タイル以外のユニットタイル　　 ・ マスク張り　 ・ モザイクタイル張り

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

3.　セメント

(11.1.4)

施工箇所
耐滑り

性

・ 既調合モルタル

・ 既調合目地材

内外装タイル　　 ・ 密着張り　　 ・ 改良圧着張り

タイル張り

施工箇所
耐滑り

性

有機系接着剤のホルムアルデヒド放散量　 ※ F☆☆☆☆　　　　・

4.　有機系接着剤による

タイル張り

目地詰め　　・ 行う　　　・ 行わない

(12.2.1) 6.　合板等のつづき

厚さ 間伐材
施工箇所 防虫処理

(mm) 等の適用

・ 適用する
・

・ 天然木化粧合板

間伐材
施工箇所

等の適用

・

・ 特殊加工化粧合板

厚さ

(mm)
品目

接着の

程度

接着の

程度
化粧板に使用する単板の樹種

・ 適用する

・ 適用しない

防虫処理化粧加工の方法

・ オーバーレイ

・ プリント ・ 塗装

単板の樹種名

・ 構造用パネル

施工箇所 厚さ(mm) 等級

・ 1級　　・ 2級　　・ 3級　　・ 4級

厚さ 表裏面の状態に 曲げ強さに 接着剤に 難燃性による
施工箇所

(mm) よる区分 よる区分 よる区分 区分

適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

造作材の化粧面の釘打ち　　※隠し釘打ち　・ 釘頭埋め木　・ つぶし頭釘打ち　・ 釘頭表し

諸金物の材質　　 ※ 標仕表14.2.2のF種程度　　・　図示

諸金物の形状、寸法　　 ※ 標仕表12.2.3～5による　　・　図示

接着剤　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒドの放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・

・ 防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材 (12.3.1、2)

適用部位:(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

・ K2　 ・ K3　 ・ K4

適用部位 薬剤の種類

※ 図示　・

※ 図示　・

・ 接着材への薬剤混入による防腐・防蟻処理

・ 合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

(12.4.1)

窓、出入口その他 (12.5.1)

(12.6.1)

(12.7.1)

鉄筋コンクリート造等の内部間仕切軸組及び床組

1.　長尺金属板葺

板及び
施工箇所

コイルの種類

※ JIS G 3322の

屋根用コイル

下葺材料　　 ・ アスファルトルーフィング 940

・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

( ・ 一般タイプ　 ・ 複層材タイプ　　 ・ 粘着層付タイプ )

工法

2.　折板葺

山高、山ピッチに
耐力に 厚さ 軒先面 耐火

施工箇所 形式 よる区分 材料による区分
よる区分 (mm) 戸板 性能

山高 山ピッチ

・ 重ね形 ※ 鋼板製
・ 有り ・ 30分

・ はぜ締め形 (　 )種 ・ アルミニウム
・ 無し ・ 無し

・ かん合形 合金板製

・

間仕切軸組に用いる木材　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　 ・

床組に用いる木材　　　　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　 ・

土間スラブの類の場合　 ※ 保存処理木材　 ・ ひのき　 ・ 図示　 ・

吊元枠、水掛りの下枠及び敷居　 ※ ひのき　 ・ 図示　　 ・

縁甲板及び上がりがまちに用いる木材　 ※ ひのき　 ・ 図示　 ・

その他　　　　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　　 ・

壁及び天井下地　 ※ 杉　 ・ 松　 ・ 図示　　 ・

・ 図示 ・

・ 図示

・

屋根葺形式

・ 心木なし瓦棒葺

・ 立平葺 ・ 蟻掛葺

厚さ

(mm)
備考

・ 無し

断熱材 ・ 有り ・ 図示　 ・

・ [種別:　　　　　　　　　厚さ(mm):　　　　　防火性能:　　　時間]
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適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

・ 防虫処理

7.　接合具等

8.　防腐・防蟻・防虫

9.　木材

塗膜の耐久性の種類

めっき付着量及び記号

・ 図示

・

屋根葺き形式に応じた、葺板の寸法・厚さ、下地、留付け方法等　 ※ 図示　　　　 ・

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

横葺のけらばの適用　　・　つかみ納め　・　けらば包み納め

雪止め　 ・ 設置する(図示)　 ・ 設置しない

材料の種類　　 ※ 図示　 ・

(1及び2についての保証)

工法

屋根葺き形式に応じた、葺板の寸法・厚さ、下地、留付け方法等　 ※ 図示　　　　 ・

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

耐雪性能に対応した工法の適用　　※　製造所の指定による　・適用しない

けらば納め　※けらば包みとし標仕13.3.3（3）(エ)（a),(b)による　　・　図示

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

シーリング材の目地寸法　 ※ 標仕9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　　 ・

(10.6.2、3)

(10.2.2) (10.7.2)

(11.2.2、6)

(11.3.2～5)

・ 標仕9.6.4(2)(ｱ）～(ｳ)による　　・ 図示

屋
根
及
び
と
い
工
事

・ 標仕12.2.1による　　 ・ 信州木材認証製品又は同等品　　　 ・ 市販品

玄関・ポーチ 300角 ニューセラフォーラム(INAX)同等品

内装壁 100角

4 タモ・ナラ他

土台

※ 図示　・ キシラデコール

図示

・ 横葺　 ・ 図示

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

建築工事　特記仕様書（2） A-02

・ ・

・ 適用しない

※ 10%以下　・

※ 10%以下　・

※ 10%以下　・

寸法 間伐材
施工箇所 樹種 等級 形状 含水率

(mm) 等の適用

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・ ・

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・ ・

※ 2級　・ ※ A種　・ B種　・ ・

・ 「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

寸法 間伐材
施工箇所 樹種 等級 形状 含水率

(mm) 等の適用

・ 上小節
※ A種　・ B種　・ ・

・ 小節 ・

・ 上小節
※ A種　・ B種　・ ・

・ 小節 ・

・ 上小節
※ A種　・ B種　・ ・

・ 小節 ・

・ 「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

寸法 間伐材
施工箇所 樹種 等級 形状 含水率

(mm) 等の適用

※ 1級　・ ・

※ 1級　・ ・

※ 1級　・ ・

・ 「製材の日本農林規格」以外の製材

寸法 造作材の 間伐材
施工箇所 樹種 防虫処理 難燃処理 含水率

(mm) 材面の品質 等の適用

(　　　　　　 ) ※ A種
・ 適用する ・ 適用する

造作材の場合 ・ B種 ・
・ 適用しない ・ 適用しない

(※ A種　・ B種) ・

3.　造作用集成材 ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・ (12.2.1)

・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

寸法 間伐材等の
施工箇所 樹種 見付け材面の等級

(mm) 適用

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 間伐材等の
施工箇所 見付け材面の等級

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm) 適用

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

※ 1等　　・ 2等 ・

・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

寸法 間伐材等の
施工箇所 樹種 見付け材面の品質 含水率

(mm) 適用

・

・

・

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

化粧薄板の 芯材の 寸法 化粧薄板の 見付け 間伐材等の
施工箇所 含水率

樹種 樹種 (mm) 厚さ(mm) 材面の品質 適用

・
・

※ 15%以下

※ 15%以下　・

※ 15%以下　・

※ 15%以下　・

適用
接着性能品名

4.　造作用単板積層材 ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・ (12.2.1)

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

厚さ 間伐材等の
施工箇所 表面の化粧加工 防虫処理

(mm) 適用

・ 有り (加工 ・ 天然木加工 ・ 塗装加工)・ 適用する

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

厚さ 間伐材等の
施工箇所 表面の品質 防虫処理 含水率

(mm) 適用

・ 有り (加工 ・ 天然木加工
・ 適用する

・ 塗装加工　) ※ 14%以下 ・
・ 適用しない

・ 無し (　　　　　　　　　)

ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・ (12.2.1)5.　直交集成材

間伐材等の
施工箇所 強度等級 種別 樹種名 寸法

6.　合板等

状態）
（常時湿潤
※ 特類

・ 下地用合板

・ 適用しない針葉樹　※ C-D以上　・・ 2類・
・

・ 適用する広葉樹　※ 2等以上　・ 1等※ 1類※ 5.5

等の適用程度樹種名(mm)
防虫処理板面の品質施工箇所

間伐材接着の表板の厚さ

(12.2.1)ホルムアルデヒド放散量　 ※ 規制対象外　　・

しない・・ 1級
しない

・ 適用
・・ 適用

(　　　　)以上以上
・ 適用する※ 1類※ 12

・ 適用する※ C-D※ 2級

適用係数比
品質程度樹種名(mm)箇所

等の強度等級防虫処理断面等級
板面の接着の表板の厚さ施工

間伐材有効

・ 構造用合板

・ 「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

2.　製材

(表12.2.2)

木材の含水率

下地材　※　A種　・ B種 造作材　※　A種　・ B種

図示 杉他 図示 図示

図示 杉他 図示 図示

図示 図示

内装（腰）

外壁

床 ・ 24

・ 無し (等級:　　　　　　) ・ 適用しない
・

タモ他

クラブハウス 建設工事

2025.06改訂

上田古戦場公園多目的グラウンド

※ 長野県板金工業組合認定の施工図により施工したものは同組合及び工事受注者連名の保証書

(10年)、当該組合認定以外の施工図により施工したものはメーカー、屋根施工業者及び工事

受注者連名の保証書(10年)、及び工事受注者の保証書(15年、新営に限る)を提出すること。

(13.2.2)(13.3.2、3)(表 13.2.1)

(13.2.2、3)(表 13.2.1)

・ 薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

　 JIS K 1571付属書A（規定）に基づく表面処理用木材保存材による、処理の適用、薬剤の種類

及び適用部位

(12.2.1)(12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)

防水工事について、防水工事施工者及び工事受注者連名の保証書(10年)、工事受注者の保証書

(15年、新営に限る)を提出すること。ただしケイ酸質系塗布防水を除く。

(9.7.2、3，5)(表 9.7.1)

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合

のシーリングは17章による



7.　鋼製建具

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置

※ 標仕表16.8.1及び適用は建具表による　　 ・

・ D種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

6.　しっくい塗り 下地　※標仕15.10.1による　　・　図示

モルタル材料　　・ 現場調合材料　　・ 既調合材料

せっこうボードその他ボード下地

耐風圧性能及び耐震性能（建築基準法に基づき外力に対応した瓦の緊結方法等の工法）

9.　ステンレス製建具 性能等級 (16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)3.　粘土瓦葺 (13.4.2、3)

種類
役物瓦の

施工箇所 製法に 形状に 寸法に 大きさ 産地 雪止め瓦
種類

よる区分 よる区分 よる区分

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　　・

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　 ※ F☆☆☆☆　　　・

吹付け厚さ(mm)　　　・ 図示　　 ・ 25　　　 ・

16 1.　防火戸 ※ 建具表による　　　 ・ (16.1.3)

2.　見本の製作等 建具見本の製作　 　・ 行う(建具符号:　　　　)　　・ 行わない (16.1.4)

特殊な建具の仮組　 ・ 行う(建具符号:　　　　)　　・ 行わない

3.　防犯建物部品 ・ 適用する　　 ( ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　　 ) (16.1.6)

・ 適用しない

4.　アルミニウム製建具性能等級

耐風圧性、気密性及び水密性の等級

外部に面する建具 ・ A種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ B種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ C種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

建
具
工
事

屋
根
及
び
と
い
工
事（

続
き）

※ 建具表による　　 ・

・ 錠前類

シリンダーサイド　 ※ 外側シリンダー、内側サムターン　 ・ 建具表による　 ・

・ クローザー類

12. 鍵 キーシステムの種類、構成　 ・ 錠製作時に監督員より指示する (16.8.4)

マスターキー　　 ・ 製作する　　 ・ 製作しない

・

13. 自動ドア開閉機構 (16.9.2、3)

自動ドア 性能 防錆 凍結防止

・ SSLD-1
※ 標仕表

・ SSLD-2
16.9.1による

・ DSLD-1
・

・ DSLD-2
・ 適用する

※ 標仕表

16.9.2による 建具表による)
・ 適用しない

・ ・ タッチスイッチ

耐じん性能　　 ・ グレード1　 ・ グレード2

デッドボルトの出寸法　 ・ グレード3 (17mm)以上　　 ・

実用性能項目（JIS A 1541-1及びJIS A 1541-2による）

瓦桟木　材質　　 ※ 杉　　 ・ ひのき　　 ・ 図示　　 ・

寸法　　 ※ 幅21×高さ15(mm)　　 ・ 図示　　 ・

棟補強用心材　材質　 ※ 杉　　 ・ ひのき　　 ・ 図示　　 ・

寸法　 ※ 幅40×高さ30(mm)　　 ・ 図示　　 ・

JIS A 5208に基づく凍害試験等　　・ 行う　　・　行わない

工法

棟補強乙に仕様する金物等の材質、形状、寸法、留付け方法　　※　図示　　・　

瓦緊結用釘又はねじの種類、径、長さ　　※　図示　　・　

瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値　　※　図示　　　・　

瓦桟木の留付け工法　 ※ 図示　　 ・

棟の工法　 ・ 7寸丸伏せ棟　・ F型用冠瓦伏せ棟　・ のし一体棟　 ・ のし積み棟　 ・

面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部の仕上げ　　・　する　　　・　しない

4.　とい といの材種　 ・ 配管用鋼管及び排水管継手

・ 硬質ポリ塩化ビニル管及び同質継手

・ 表面処理鋼板（　　　　　　　　　　　　　　） ・ ステンレス鋼板

・ 図示　　 ・

とい受け金物及び足金物の材種、形状及び留付け間隔　※表13.5.2による　　・ 図示

14 1.　あと施工アンカー (14.1.3)

金
属
工
事

防露材のホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・

鋼管製といの防露巻き　　 ・ 適用する

・ 適用しない

ルーフドレン

多雪地域の軒どいの留付け間隔の適用　　・　あり　　　・　なし

(施工箇所及び工法: ※ 標仕表13.5.4による ・ 図示　 ・ 　　　　　　)

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定又は図示による)　　・適用しない

5.　軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 (14.4.2～4)(表14.4.1)

屋外の軒天井、ピロティ天井等

アルミニウム合金の 種別 皮膜又は複合皮膜の種類 施工箇所(成形板、笠木、建具以外)

表面処理

(14.2.1)(表 14.2.1)2.　アルミニウム及び

・ AB-1種

・ AB-2種

・ AC-1種

・ AC-2種

・

・ BA-1種

・ BA-2種

・ BB-1種

・ BB-2種

・ BC-1種

・ BC-2種

・ C種

※ AA15　

※ AA15　

※ AA6　

※ AA6　

※ A2　

※ A2　

※ B　

※ B　

※ C　　

※ C　　

陽極酸化皮膜の着色方法　 ※ 二次電解着色　　 ・ 三次電解着色

着色　（ ・ アンバー　　 ・ ブロンズ　　　 ・ ブラック系　 ・ ステンカラー）

4.　鉄鋼の亜鉛めっき

表面処理方法 種別 施工箇所(手すり、タラップ以外)

・ A種

溶融亜鉛めっき ・ B種

・ C種

・ D種

電気亜鉛めっき ・ E種

・ F種

※ 屋外 ( ※ 25 形　・ 19 形 )　　※ 屋内 ( ※ 19 形　・ 25 形 )

屋外での施工

補強方法　 ※ 図示　　 ・

・ 天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　 ※ 図示　　 ・

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所　 ・ 図示　　 ・

補強方法　 ※ 図示　　 ・

・ 屋外の軒天井及びピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

補強方法　 ※ 図示　　 ・

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔及び周辺部の端からの距離　 ※ 図示　　 ・

野縁の間隔　　　 ※ 図示　　 ・

・ ダクト等の開口によりつりボルトの間隔が900mmを超える場合

補強方法　 ※ 標仕14.4.4(8)(ア)～(イ)による　　・ 図示

スタッドの高さが5.0mを超える場合

6.　軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類

※ 標仕表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　　 ・ 図示

※ 図示　　 ・

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

7.　金属成形板張り (14.6.2、3)(表 14.2.1)

寸法 厚さ 表面処理
種別 製法 形状

(mm) (mm) 種別 皮膜等の種類

・ 押出し
スパンドレル形 ※ B　　・

・ ロール

・ プレス
・ アルミニウム パネル形

・

・

・

取付け用下地　　 ※ 標仕14章4節による　　・ 図示

着色　（ ・ アンバー　　 ・ ブロンズ　　　 ・ ブラック系　 ・ ステンカラー）

・ BB-1種

・ BB-2種

・ C種

※ AA15　・
・ AB-1種

・ AB-2種

伸縮調整継手　　 ・ 設ける　(　施工箇所　・ 図示　　 ・　　　　　　　 )　・ 設けない

8.　アルミニウム製笠木種類　　 ・ 250形　　・ 300形　　・ 350形　　・ 100形 (14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)

表面処理　種別(　　)種　皮膜等の種類(※ 標仕表14.2.1による　 ・　　　　　　　　　 )

着色 ( ・ アンバー ・ ブロンズ ・ ブラック系　 ・ ステンカラー )

笠木の固定金具の工法等

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

※ 適用する（製造所の指定による）　・適用しない

耐雪性能（建築基準法に基づき定まる積雪荷重に対応した工法）

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

15

左
官
工
事

1.　下地 ラス系下地

・ 直貼り工法（ ・ ラスモルタル下地　・ ラスシートモルタル下地　・ 図示　）

・ 通気工法( ・ 二層下地　・ 単層下地　・ 図示 )

・ 外断熱工法( ・ 図示 　・ )

材料

ラスシート　※標仕15.2.4(3)(ｲ)による　・

ラス及び補強用平ラス　※標仕15.2.4(3)(ｱ)による　・

ステープル　※標仕15.2.4(3)(ｳ)による　・

施工

換気口部の措置 ※公共建築木造工事標準仕様書11.4.3(2)(ｸ)による　　・

直張り工法の建築基準法に基づく耐力壁として利用する場合のラスシート施工方法　　※図示　　・

せっこうボードの種類及び厚さ　※ 図示　　　・

木質系セメント板の種類及び厚さ　※ 図示　　　・

こまい下地

建築基準法に基づく耐力壁の指定　　・あり（ ※ 図示　　・　）　　・

木ずり下地

木ずり用小幅板の樹種　　※杉（心去り材）　・

(15.3.2、5)

・ 設けない

既製目地材　 ・ 設ける　施工箇所(　　　　　 )　形状( ※ 図示 ・　　　　　 )

床目地　　　 ・ 設ける

工法　 　　※ 押し目地　　 ・

・ 設けない

・ 適用する　　 ・ 適用しない

※ 防水剤

設置間隔　 ※ 目地割り２㎡程度、最大目地間隔3ｍ程度　 ・ 図示

外壁タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験

直均し仕上げ 平坦さ 適用部位

※ 3m につき　3mm 以下 ※ 幅木廻り　　 ・

・ 合成樹脂塗床下地　　 ・ ビニル系床材張り下地
※ 3m につき　7mm 以下

・ フリーアクセスフロア下地 (置敷式)　・ コンクリート直均し仕上

・ フリーアクセスフロア下地 (溝工法)　・

・ カーペット張り下地　 ・ 防水下地

※ 3m につき 10mm 以下 ・ セルフレベリング材塗り下地

・ フリーアクセスフロア下地 (パネル式)　・

※ 1m につき 10mm 以下

※ 目視で支障のない範囲 ※ 上で指定のないもの

3.　均しコンクリートの (6.2.5)(表6.2.5)(15.4.1、2)

耐候性　　 ※ 耐侯形3種　・

4.　仕上塗材仕上材 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆　 ・

防火
種類 呼び名 仕上げの形状等

材料

・ 薄付け ・ 外装薄塗材Si ・ ・ 砂壁状　　 ・ さざ波状 ・ 平たん状

仕上塗材 ・ 可とう形外装薄塗材Si・ ・ ゆず肌状 ( ・ 吹付け　 ・ ローラー塗り )

・ 外装薄塗材E ・ ・ 凹凸状　 ( ・ 吹付け　 ・ こて塗り )

・ 可とう形外装薄塗材E ・ ・ 着色骨材砂壁状 ( ・ 吹付け　 ・ こて塗り )

・ 防水形外装薄塗材E ・

・ 外装薄塗材S ・

・ 内装薄塗材C ・ ・ 凹凸状　 ( ・ 吹付け　 ・ こて塗り )

・ 内装薄塗材L ・ ・ ゆず肌状 ( ・ 吹付け　 ・ ローラー塗り )

・ 内装薄塗材Si ・ ・ 平たん状　 ・ さざ波状

・ 内装薄塗材E ・ ・ 砂壁状じゅらく　 ・ 京壁状じゅらく

・ 内装薄塗材W ・ 吸放湿性　 ・ 適用する　 ・ 適用しない

・ 厚付け ・ 外装厚塗材C ・ ・ 吹放し　　 ・ 凸部処理　 ・ かき落とし

仕上塗材 ・ 外装厚塗材Si ・ ・ 平たん状 ( ・ こて塗り　 ・ ローラー塗り )

・ 外装厚塗材E ・ ・ 凹凸状　 ( ・ こて塗り　 ・ ローラー塗り )

・ ひき起こし ( ・ こて塗り　 ・ ローラー塗り )

上塗材　　 ・ 適用する　 ・ 適用しない

・ 内装厚塗材C ・ ・ 吹放し　　 ・ 凸部処理　 ・ かき落とし

・ 内装厚塗材L ・ ・ 平たん状 ( ・ こて塗り　 ・ ローラー塗り )

・ 内装厚塗材G ・ ・ 凹凸状　 ( ・ こて塗り　 ・ ローラー塗り )

・ 内装厚塗材Si ・ ・ ひき起こし ( ・ こて塗り　 ・ ローラー塗り )

・ 内装厚塗材E ・ 吸放湿性　 ・ 適用する　 ・ 適用しない

・ 複層 ・ 複層塗材CE ・ ・ ゆず肌状　 ・ 凸部処理　 ・ 凹凸状

仕上塗材 ・ 可とう形複層塗材CE ・

・ 複層塗材Si ・ 上塗材

・ 複層塗材E ・

・ 複層塗材RE ・ 樹　脂　 ※ アクリル系 ・

・ 防水形複層塗材CE ・ 外　観　 ※ つやあり　 ・ つやなし

・ 防水形複層塗材E ・ ・ メタリック

・ 防水形複層塗材RE ・

・ 防水形複層塗材RS ・

・ 軽量骨材 ・ 吹付用軽量塗材 ・

仕上塗材 ・ こて塗用軽量塗材 ・

(15.6.2)

溶　媒　 ※ 水系　　　 ・ 溶剤系　・ 弱溶剤系

5.　マスチック塗材塗り種別　　 ・ A種　・ B種 (15.7.2)

材料　・ 既調合しっくい （色しっくいの適用　・ あり　・ なし）

　 ・ 現場調合

　　　　　　　現場調合　　※標仕表15.10.3、4による ･ 図示

調合及び塗厚　既調合しっくい材料　※標仕15.10.3(1)（ｱ）～(ｳ)による ･ 図示

工法　既調合しっくいの上塗り仕上げ工法　･ なで切り仕上げ ･ パターン仕上げ

(15.10.1～4)

7.　こまい壁塗り (15.11.2～8)※ 標仕15.11.2～8によるものとし必要に応じて図示

8.　ロックウール吹付け

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

( 建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　 )

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

( 建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　 )

・ 適用しない

5.　網戸等 (16.2.3)

種類 材種 線径 網目

※ 合成樹脂製
※ 0.25mm以上 ※ 16～18メッシュ

・ 防虫網 ・ ガラス繊維入り合成樹脂製
・ ・

・ ステンレス(SUS316)製

6.　樹脂製建具 性能等級

外部に面する建具 ・ A種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ B種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ C種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ E種 (建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

枠の見込み寸法　　 ※ 建具表による　 ・ 70　　 ・ 100　　・　

防音ドアセット、防音サッシ ・ 適用する　　遮音性の等級　 ( ・ T-1　・ T-2 )

(建具符号:　※ 建具表による　 ・　　　　　　　 )

・ 適用しない

(建具符号:　※ 建具表による　 ・　　　　　　　 )

・ 適用しない

・ D種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ E種　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

ガラス　　　 ※ 複層ガラス　 ・ 単層ガラス　　 ・ 三層ガラス

外部に面する建具の日射熱取得製の等級　 （ ・ )(建具符号:　※ 建具表による　 ・　　　　 )

枠の見込み寸法　　　 ※ 建具表による　 ・

表面色　　　 ※ 標準色　　　 ・ 特注色

水切り板、ぜん板　 ※ 図示　 ・

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※ HL　　・

(16.2.5)(16.3.2～5)(表16.3.1～3)

鋼板類の厚さ　※標仕表16.4.2による　　・　

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合

鋼板厚み　　　 ※ 図示　　 ・

標準型鋼製建具の形式及び寸法

8.　鋼製軽量建具 性能等級

簡易気密型（ドアセット）　 ・ 適用する　(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　 )

・ 適用しない

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

耐震ドアセット　　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

召合せ、縦小口包み板の材質　　　 ※ 鋼板　　 ・

鋼板の厚さ　　　 ※ 標仕表16.5.1による　　 ・ 建具表による

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2,400mmを超える場合

鋼板　　 ※ 亜鉛めっき鋼板　 ・ ビニル被膜鋼板　 ・ カラー鋼板　 ・ ステンレス鋼板

鋼板厚み　　　 ※ 図示　　 ・

標準型鋼製建具の形式及び寸法

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※ HL　　・

ステンレス鋼板　※ SUS304,SUS430J1又はSUS443J1　

材料

(16.2.2) (16.5.2～4)（16.5.6）（表16.5.1）

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

耐震ドアセット　　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　　)

・ 適用しない

耐風圧性、気密性及び水密性の等級

耐風圧性の等級　　（　　　　　　）(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

気密性の等級　　　（　　　　　　）(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

水密性の等級　　　（　　　　　　）(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　 )

鋼板　 ※ SUS430JIL、SUS443J1、SUS304　・

表面仕上げ　 ※ HL仕上げ　　 ・ 鏡面仕上げ　 ・

ステンレス鋼板の曲げ加工　　 ※ 普通曲げ　　 ・ 角出し曲げ

※ 建具表による　　・

※ 建具表による　　・

ステンレス鋼板　※ SUS304,SUS430J1又はSUS443J1　

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※ HL　　・

性能等級

簡易気密型（ドアセット） ・ 適用する　(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　 )

・ 適用しない

防音ドアセット、防音サッシ　　 ・ 適用する　遮音性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　　 )

・ 適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ　　 ・ 適用する　断熱性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　 ・　　　　　　　　　 )

・ 適用しない

耐震ドアセット　　 ・ 適用する　面内変形追随性の等級 (　　)

(建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ 適用しない

外部に面する建具の耐風圧性　　 ・ S-4　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ S-5　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

・ S-6　 (建具符号: ※ 建具表による　　 ・　　　　　　　　 )

(16.2.2) (16.4.2～4) (16.4.6)(表16.4.2)

表面処理

皮膜等の種類 ( ※ 標仕表14.2.1による　 ・　　　　　 )

皮膜等の種類 ( ※ 標仕表14.2.1による　 ・　　　　　 )

水切り板、ぜん板　　 ※ 図示　　 ・

外部に面する建具　 ・ BB-1種　　・ BB-2種　　・

着色 ( ・ 標準色　・ 特注色　・　　　　)

屋内の建具　　　　 ・ BC-1種　　・ BC-2種　　・

着色 ( ・ 標準色　・ 特注色　・　　　　)

結露水の処理方法　　 ※ 排水式 　　 ・ 水貯め式　　・

木下地の場合の内付け建具　　 ・ 適用する　　 ・ 適用しない

ステンレス鋼板　※ SUS304,SUS430J1又はSUS443J1　

ステンレス製のくつずりの仕上げ　※ HL　　・

10. 木製建具 (16.7.2～4)

建物内部の木製建具に使用する材料、接着剤、塗料のホルムアルデヒド放散量

・ フラッシュ戸

建具材の加工、組立時の含水率　　※ A種　 ・ B種

※ F☆☆☆☆又は規制対象外　 ・

接着の程度　 水掛かり箇所( ※ 1類　）その他（※ 2類　)

・ 普通合板

表面材の合板の種類

板面の品質

広葉樹　※ 1等　・

表面板の

厚さ(mm)
備考規格等合板の種類

針葉樹　・

樹種名 (　　　　　　　　　　　)

※ 3.2以上
・ 天然木 化粧合板

・

化粧加工の方法

( ・ オーバーレイ ・ プリント ・ 塗装 )
・ 特殊加工 化粧合板 ※ 2.4以上

表面性能
・

( ・ F　・ FW ・ W　・ SW ) タイプ

表裏面の状態による区分　（　　　　）

曲げ強さによる区分　（　　　　　）

難燃性による区分　　（　　　　　）

接着剤による区分　　（　　　　　）
・ MDF

※ 2.5以上

・

見込み寸法　 ※ 36mm　 ・ 建具表による　・

・ ふすま　　　　張りの種別 ( ・ Ⅰ型　 ・ Ⅱ型 )

縁仕上　 ・ 塗り縁　 ・ 生地縁(素地)　　 ・ 生地縁(ウレタンクリヤー塗装)

見込み寸法　 ※ 19.5mm　 ・ 建具表による　　 ・

・ 戸ぶすま　　　見込み寸法　 ※ 30mm　　 ・ 建具表による　　 ・

・ 紙張り障子　　見込み寸法　 ※ 30mm　　 ・ 建具表による　　 ・

召し合わせかまちのいんろう付け　 ・ なし　　 ・ あり

枠、くつずりの材料　 　　※ 建具表による　　 ・

11. 建具用金物 金物の種類・見え掛り部の材質等

建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

※ 標仕表16.8.2～4による　　 ・建具表による

木製建具に使用する戸車とレール

※ 標仕表16.8.5による　　 ・建具表による

ディレードアクション(遅延閉)機能　 ※ 建具表による　 ・ あり　 ・ なし

・車椅子

使用者用

便房出入口

検出装置の性能と種類

・ 光線(反射)センサー

・ 熱線センサー

・ 音波センサー

・ 光電センサー

・ 電波センサー

性能　※表16.9.3による

・ 押しボタンスイッチ

・ 車椅子使用者用便房

　　スイッチ

・ 図示 ・

（・ 無線式　・ 光線式）

（・ 押しボタン ・ 非接触）

・ 行わない

(適用箇所は

・ 行う

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

14. 自閉式吊り引戸装置性能　　 ※ 標仕表 16.10.1 による　・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

引抜き耐力の確認試験　　 ※ 行う (試験方法: 標仕14.1.3(1)(ｴ)による)

(14.2.2)(表14.2.2)

(14.5.3､4)(表 14.5.1)

(15.2.4～7)

(15.12.2､3)

(16.2.2～5) （表14.2.1）(表16.2.1、2)

※ 標仕14.5.4(5)(ｱ）～(ｳ)による　　　 ・ 図示

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

仕上塗材の種類 　・　アクリル樹脂系多意匠装飾仕上材（ベルアート同等品）

樹種名 (　タモ　　　　　　　　　　)

・ かまち戸　　　かまち樹種 (　図示　)　鏡板樹種 (　図示　)

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A-03建築工事　特記仕様書（3）

・ タイル張り下地　　 ・ モルタル塗り下地　　 ・

2.　モルタル塗り

断熱ドアセット、断熱サッシ ・ 適用する　　断熱性の等級　 ( ・ H-4　・ H-5　・ H-6　・ H-7　・ H-8)

耐風圧性、気密性及び水密性の等級　・　A-4　・　W4

クラブハウス 建設工事

2025.06改訂

上田古戦場公園多目的グラウンド

(13.5.2、3)(表13.5.1～4)

・

鍵の引き渡し　　 ※ 錠1に対し対応する鍵3本を1組とし、室名札を付け、一括して鍵箱に収納

して引き渡す。鍵箱は、鍵の個数に相応した鋼製の既製品とする

(16.10.3)(表16.10.1)

上張り　 ・ 鳥の子　 ・ 新鳥の子又はビニル紙程度押入等の裏側は雲花紙程度

(16.8.2,3)（表16.8.1～5）

その他の性能項目はグレード3とする。また鍵による施錠が可能なものはマスターキー、グラ

ンドマスターキー、コンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。



寸法 厚さ(mm)

・ 3.0　・ 図示

・ 300×300

・ 450×450

・ 450×450

種類

ステンレス鋼板　※ SUS304,SUS430J1又はSUS443J1　・　

建
具
工
事（

続
き）

19. ガラスブロック (16.14.5)

厚さ 色調 目地幅(mm) 伸縮調整
表面形状 呼び寸法 防火性能

(mm) クリア 乳白 平積み 曲面積み 目地(mm)

・ 125×125 80 ・ ・

・　95 外側
・ 160×160 ・ ・ ※ 6m以下

・ 125 ※ 15以下
・ 正方形 ※ 8～15 ごとに ※ 無し

・　95 ・
・ 200×200 ・ ・ ・ 15～25 10～25

・ 125 内側
・ ・ 図示 ・ 有り

・ 320×320 95 ・ ・ ※ 6以上
・

・ 250×125 80 ・ ・ ・
・ 長方形

・ 320×160 95 ・ ・

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　　 ・ 設ける ( 形状　※ 図示　 ・　　　　　　 )

化粧目地モルタルの色　(　　　　　　　　　　)

シーリング材　　 ・ 標仕表9.7.1の被着体の組合せで適合するもの　・

金属製化粧カバー　材質　 ・ ステンレス製　　 ・ アルミニウム製

寸法、形状　　 ※ 図示　　 ・

工法

18. ガラス

16. 軽量シャッター 開閉形式　　 ※ 手動式　 ・ 上部電動式(手動併用) (16.12.2～4)

耐風圧強度　 (　　　　) N/m2

力骨　材質　 ※ ステンレス鋼(SUS304)　　 ・ 図示　　 ・

寸法　 ※ 径5.5mm　　　・ 図示　　 ・

形状　 ※ はしご形状複筋及び単筋　 ・ 図示　　 ・

3.　ビニル幅木 材質　　　　 ・ 軟質　　 ・ 硬質 (19.2.2)

高さ(mm)　　 ※ 60　　　 ・ 75

厚さ(mm)　　 ※ 1.5以上　・

4.　ゴム床タイル (19.2.2)

5.　カーペット敷き ・ 織じゅうたん

種別 パイル形状 織り方 色柄等 帯電性 備考

・ カット ・ ウィルトン
・ A種

パイル カーペット
・ 適用する

・ ルーフ ・ ダブルフェース
・ B種 ・ 柄物 (人体帯電圧 3kv以下)

パイル カーペット
(標準品) ・ 適用しない

・ カット、 ・ アキスミンスター
・ C種

ループ併用 カーペット

※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ 8mm　 ・

色柄　　　 ・ 図示　　 ・

厚さ(mm)　 ・ 3.0　・ 4.0　・ 5.0　・ 6.0　・ 9.0

寸法(mm)　 ・ 図示　　 ・

6.　合成樹脂塗床 塗床材のホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　・

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

※ 平滑仕上げ
・ 厚膜型塗床材

・ 防滑仕上げ
弾性ウレタン樹脂系塗床

・ つや消し仕上げ

・ 薄膜流し展べ工法
・ 厚膜型塗床材 ・ 平滑仕上げ

・ 厚膜流し展べ工法
エポキシ樹脂系塗床 ・ 防滑仕上げ

・ 樹脂モルタル工法

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

工程

塗布量(kg/㎡)

表面仕上げ
・ アクリル樹脂塗床

(JIS K 5970)
溶剤

仕上げ色

・ 図示

・

・
※ 平滑仕上げ

単層フローリング

厚さ
種類 工法 樹種 大きさ

(mm)

・ 釘留め工法
15

(根太張り)

※ なら

・

・ 図示

※ なら ・ 12以上

・ ・

・ 図示 ・ 図示
(直張り)

・ 釘留め工法

※ なら

・ ・

・ 図示

・ フローリング

ボード1等

※ なら

・ 接着工法

・ 図示

・ 図示

・
・

・ 図示

・

・ 図示

ブロック1等

・ フローリング

・

・ 図示

板長さ

※ 板幅75

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 塗装品

仕上塗装

・ 接着工法

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

15. 重量シャッター (16.11.2、3)

シャッターの種類 耐風圧強度

・ 管理用シャッター 耐風圧強度 (　　　　　 ) N/m2

・ 外壁用防火シャッター 耐風圧強度 (　　　　　 ) N/m2

・ 屋内用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

開閉機能による種類　 ※ 上部電動式(手動併用)　　 ・ 上部手動式

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置、障害物感知装置の設置場所　　※ 図示　　・ �

管理用シャッターのシャッターケース　 ・ 設ける　 ・ 設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置　　　※図示　・

鋼板の種類　　 ・ JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板) ・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)�

めっきの付着量　　 ※ Z12又はF12　 ・

ガイドレール、まぐさ、雨掛かりの座板、座板カバー、スイッチボックス類の蓋　

スラットの材質

・ JIS G 3312 (塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

電動式シャッターの障害物感知装置の設置場所　　※ 図示　　・ �

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

・ JIS G 3322 (塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板)めっき付着量 ( ※ AZ90　 ・　　　　 )

めっき付着量 ( ※ Z06又はF06　　 ・　　　　　)

17. オーバーヘッドドア (16.13.2,3)

開閉方式に 収納形式に
セクション材料による区分耐風圧区分 ガイドレールの材質

よる区分 よる区分

・ 125 ・ スタンダード形
※ スチールタイプ ※ バランス式

・ 100 ・ ローヘッド形
・ アルミニウムタイプ ・ チェーン式

・　75 ・ ハイリフト形
・ ファイバーグラスタイプ ・ 電動式 ・ ステンレス鋼板

・　50 ・ バーチカル形

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

スラットの形状　 ・ インターロッキング形　　 ・ オーバーラッピング形

※ 溶融亜鉛めっき鋼板

（めっき付着量※Z27）

障害物感知装置の設置場所　　※ 図示　　・ �

・ すり板ガラス　　　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・

・ 型板ガラス　　　　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・

・ フロート板ガラス　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・

・ 磨き板ガラス　　　　厚さ(ミリ)　 ※ 図示　 ・

模様　　　　 ・ 梨地　 ・ かすみ　 ・ その他（　　　　　　　　　　）

・ 合わせガラス

・ 網入板ガラス、線入板ガラス

種類 網種 厚さ(ミリ)

・ かく網
・ 網入板ガラス

・ 網入型板ガラス

・ 線入磨き板ガラス
・ 線入板ガラス

・ 線入型板ガラス

※ 図示　 ・

板の表面の状態

材料板ガラス種類及び厚さの組合せ特性による種類　・ Ⅰ類　・ Ⅱ-1類　・ Ⅱ-2類　・ Ⅲ類

材料板ガラス種類の組合せ

材料板ガラスの厚さの組合せ、合わせガラスの全体厚さ　 ※ 建具表に図示　　 ・

　※ 建具表に図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 強化ガラス

材料板ガラスによる種類

・ Ⅰ類　 ・ Ⅲ類・ 型板強化ガラス

・ 熱線反射強化ガラス

特性による種類

・ フロート強化ガラス（※ 平面　・ 曲面)

※ 4

※ 図示　 ・

※ 図示　 ・

厚さ(ミリ)

・ 熱線吸収板ガラス

・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収磨き板ガラス

・ 熱線吸収網入磨き板ガラス

・ 熱線吸収線入磨き板ガラス

・ 熱線吸収網入型板ガラス

板ガラスによる種類 厚さ(ミリ)

※ 図示　 ・

※ 6.8

性能による種類

・ 1種（5㎜日射取得率0.8以下）

・ 2種（5㎜日射取得率0.7以下）

・ 複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの全体厚さ　 ※ 建具表に図示　　 ・

断熱性による区分　（ ・ T1 ・ T2 ・ T3 ・ T4 ・ T5 ・ T6)

日射取得性及び日射遮蔽性による区分（ ・G（日射熱取得率0.5以上）　・ S（日射熱取得率0.49以下））

乾燥気体の種類　（ ・ 空気　・ アルゴン　・ クリプトン　・ ネオン）

板ガラスによる種類

・ 熱線反射ガラス

・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収磨き板ガラス

・ 平面強化ガラス

・ 倍強度ガラス

・ 磨き板ガラス

・ フロート板ガラス

厚さ(ミリ)

※ 図示　 ・

耐久性による区分日射遮へい性による区分

・ 2種（日射熱取得率0.55以下）

・ 3種（日射熱取得率0.40以下）

・ 1種（日射熱取得率0.70以下）

・A種

・B種

反射被膜面　 ・ 内面　　 ・ 外面

映像調整　　 ・ 行わない　　 ・ 行う

・ 倍強度ガラス

厚さ(ミリ) 備考名称 材料板ガラスによる種類

熱線反射倍強度ガラス

フロート倍強度ガラス

・ フロート板ガラス

・ 磨き板ガラス

・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収磨き倍板ガラス
・

※ 図示

・ 熱線反射ガラス

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・ シーリング材

・ ガスケット
・ 図示

・ グレイジングチャンネル形
・

・

・ シーリング材
鋼製及び鋼製軽量

・ ・ 図示　 ・

・ シーリング材
ステンレス製

・ 図示　 ・

※ 製造所の仕様による

※ 製造所の仕様による

※ 製造所の仕様による

・

アルミニウム製

樹脂製

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

(9.7) (16.14.2～4) (図16.14.1)

耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

※ 適用する　(1一般共通事項により製造所の指定による)　　・適用しない

目地部の力骨の補強方法

※ ガラスブロック製造所の仕様による　　 ・ 図示　　 ・

・ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水機能の設置及び

17 1.　取付方法、性能等 取付方法　　 ・ 層間方式　　 ・ 柱・梁方式 (17.1.3) (17.2.2) (17.3.2)

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

・ 方立方式　　 ・ スパンドレル方式　　 ・

性能

水密性 気密性 遮音性 断熱性

・ 30分

・ 1時間

・

・ 60

・ 80

耐火性能
耐温度差性

(℃)

・ 70

※ 適用する　(1一般共通事項による)　　・適用しない

耐震・耐風圧性能（建築基準法に基づき定まる外力に対応した工法）

主要部材の耐風圧性能(ガラスを除く)

支点間距離(h) 耐風圧性能 状態

・ たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること

4m以下 ・

部材の脱落、ガラスの破損

及び主要部材に有害な

歪みが起こらないこと。4mを超える ・

層間変位追従性

建築物の構造種別 層間変位量(h=支点間距離) 変位後の状態

・ ±(1/200)×h以上 部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に有害な
鉄骨造

・ 歪みが起こらないこと。

鉄筋コンクリート造 ・ ±(1/300)×h以上 シーリングは補修程度の損傷であること。

鉄骨鉄筋コンクリート造・

シーリング材

下表以外は標仕表 9.7.1 による

シーリング材の種別
被着体の組合せ

記　号 主成分による区分

ガラス
金属

石、タイル

ガラス ガラス

カーテンウォール板間目地

構造用ガスケット

・ 適用する　(施工箇所　・ 図示 ・　　　　　　 )

材質　　 ・ クロロプレン系　 ・ EPDM系　 ・ シリコーン系

形状　　 ・ H型　・ Y型　・ C型

寸法(mm)　ガラス板厚 (　　　)、支持枠の厚さ (　　　)、ウェブの寸法 (　　　)

・ 適用しない

断熱材

種類　　　(　　　　　　　　　　　)　　厚さ(mm)　(　　　)

施工箇所　 ・ 図示　・

施工部位 種別 規格帯

・ ファスナー部

・ 取付けブラケット

・ パネル目地部

・ 層間ふさぎ

性能の確認方法及び判定方法

※ 適切な資料を監督職員に提出し承諾を受ける

耐火材料

・ BC-1種　　・ BC-2種　　・

屋外に面する部分

屋内

・ BB-1種　　・ BB-2種　　・

着色 ( ・ 標準色　・ 特注色　)

皮膜等の種類 (標仕表14.2.1による)
・ 図示

・

・ 研磨仕上げ(HL) ・・ ステンレス材

・ 塗装仕上げ　　 ・・ 鋼材

・ 行わない

・ 行う※ 標仕16.2.3による・ アルミニウム材

映像調整表面処理規格等材料ウォール

カーテンウォールの材料2.　メタルカーテン

製品及び取付位置の寸法許容差　　 ※ 標仕表17.2.1～3による　・

製品の見え係り部分の仕上げ　※　図示 ・

ガラス溝の寸法、形状　　 ※ 製造所の仕様による　 ・

ガラスの取付方法　　 ※ 図示　 ・

カーテンウォールの材料3.　PCカーテンウォール

コンクリートの種類と品質

種類　※ 普通コンクリート　　・ 軽量コンクリート

設計基準強度　（※ 30N/mm2 ・　　　　　　）スランプ　※ 12cm　　　・　　　

気乾単位容積質量　　※ 標仕6.2.3（1）による　　・　　　　

単位水量の最大値　　※ 185kg/m3　　・

鉄筋　 ※ SD295 ( ・ D13　・ D10 )　・ 図示　 ・

補強鉄線の径(mm)　 ※ 3.2　・ 4.0　・ 5.0　・ 6.0　・ 図示　 ・

配筋　 ※ 図示　　 ・

先付け材料　　　 ※ 図示　　・ サッシ枠　　 ・ ゴンドラ用ガイドレール ・　　

表面仕上げ材　　 ※ 図示　　・ 磁器質タイル ・ 石材 ( ・ 花こう岩　 ・ 大理石　 ・　　　　　　)

ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

・ h = -1～+2、W1及びW2 = ±1

製品及び取付位置の寸法許容差　　 ※ 標仕表17.3.1、2による　・

ガラスの取付方法

　ガラスの封着処理の強化を行う

・ 設けない

・ A種　・ B種　※ C種

亜鉛めっき鋼面 ・ A種　・ B種

モルタル面及びプラスター面 ・ A種　※ B種

コンクリート面及びALCパネル面 ・ A種　※ B種

目地:継目処理工法 ※ A種　・ B種
せっこうボード面及びその他ボード面

目地:継目処理工法以外 ・ A種　※ B種

3.　錆止め塗装塗り (18.3.2、3)

下地面等 塗料の種別

18 1.　材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 (18.1.3)

塗
装
工
事

※ F☆☆☆☆　　・

・ 防火材料　　　 ※ 図示　 ・ 次の箇所を除き防火材料とする。(箇所 :　　　　　　　　)

2.　素地ごしらえ (18.2.2～7)

下地面等 種別

不透明塗料塗りの場合 ※ A種　・ B種
木部

透明塗料塗りの場合 ・ A種　※ B種

鉄鋼面
・ A種　※ B種　・ C種DP塗料塗りの場合

上記以外塗りの場合

コンクリート面（DP塗装）及び押出成形セメント板面 ・ A種　・ B種

※ 1回目C種、2，3回目D種

※ A種

DPの場合

・ A種　※ B種

工程の種別

※ A種　・ B種

・ A種　※ B種

見え掛り部分

見え隠れ部分

見え掛り部分

見え隠れ部分

SOPの場合

※ 標仕表18.3.4による

EP-Gの場合 ・ A種　※ B種

鉄鋼面

DPの場合

・ A種　※ B種

※ A種　・ B種

・ A種　※ B種
SOPの場合

EP-Gの場合

鋼製建具

鋼製建具以外

鋼製建具

鋼製建具以外

※ B種

※ C種
※ A種　・ B種

※ A種　・ B種

※ A種　・ B種

・ A種　※ B種

※ 標仕表18.3.6による亜鉛めっき鋼面

4.　塗装

塗装 種別

木部屋外 ※ A種　・ B種

・ 合成樹脂調合 木部屋内 ・ A種　※ B種

ペイント塗り (SOP) 鉄鋼面 ・ A種　※ B種

亜鉛めっき鋼面 標仕表18.4.3による

屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装とする。

-

-

-

-

着色剤（・溶剤系　・ 油性）

・ アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)・ A種　※ B種 -

鉄鋼面 標仕表18.7.1による 上塗り等級(　　)級

亜鉛めっき鋼面 標仕表18.7.2による 上塗り等級(　　)級

・ 耐候性塗料塗り(DP) コンクリート面

及び押出成形 ・ A種　・ B種　・ C種 -

セメント板面

コンクリート面等・ A種　※ B種 -

・ つや有合成樹脂 屋内の木部 標仕表18.8.2による -

エマルションペイント屋内の鉄鋼面 ・ A種　※ B種 -

塗り(EP-G) 屋内の
標仕表18.8.4による -

亜鉛めっき鋼面

・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)・ A種　※ B種 -

塗料の種類等

・ A種

※ B種
・ クリヤラッカー塗り(CL)

-

・ ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) ・ A種　※ B種

-

・ オイルステイン塗り(OS) -

・ 木材保護塗料塗り(WP) ・ A種　※ B種 -

着色剤（・溶剤系　・ 油性）

・ ピグメントステイン塗り 標仕表18.11.1による

※　図示

(18.4.1～18.12.2)

19 1.　接着剤 ホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　　　　・ (19.2)

2.　ビニル床シート ・　ビニル床シート (19.2.2、3)

及び床タイル張り 種類 JIS 記号 施工箇所 厚さ(mm)

工法　　 ※ 熱溶接工法　 ・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

・ ビニル床タイル

厚さ(mm)

・ 4.0　・ 4.5

・ 5.0　・ 5.5

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 図示

・ FT (複層ビニル床タイル)

・ TT (単層ビニル床タイル)

・ 3.0　・ 図示

・ TS（単層ビニル床シート）

※ FS（複層ビニル床シート）

ないもの

あるもの
・ KS（クッションフロア）

・ HS（発泡複層ビニル床シート） ・

・

・

・

・

発泡層の

発泡層の

※ 2.0

・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・

・

・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

色柄

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

・ マーブル柄

・ 無地 ・ 柄物

・ 図示

※ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 3.0　・ 図示

施工箇所 色柄 寸法

・

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

・ 無地

・ 柄物

・ 300×300

・ 450×450

・ 無地

・ 柄物

・ 300×300

・ 450×450

・ 無地

・ 柄物

・ 300×300

・ 450×450
※ KT (コンポジションビニル床タイル)

・ FOA (置敷きビニル床タイル)

・ FOB (薄型置敷きビニル床タイル)

・ 500×500

・ 450×450・ 無地

・ 柄物

・ 500×500

・ 450×450・ 無地

・ 柄物

JIS記号

・ 特殊機能床材

・ 帯電防止床シート

・ 帯電防止床タイル

・ 視覚障害者用床タイル

・ 耐動荷重性床シート

・ 防滑性床シート

・ 防滑性床タイル

施工箇所

・

・ 図示

・

・

・ 図示

・ 図示

・

・ 図示

・

・ 図示

・

・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 2.0　・ 2.5

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 3.0　・ 図示

・ 2.0　・ 2.5

・ 300×300

・ 450×450

配列は、JIS T 9251による

突起の形状、寸法及びその※ 300×300

・ 電気抵抗値

107 ～1010 Ω

・ 電気抵抗値

104 ～106 Ω

性能

工法　　特殊な床下地の工法　　　 ・ 図示　　 ・

※ 無地

・ タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ(mm) 工法 帯電性 備考

※ 全面
・ カットパイル ・ 5～7 ・ ・ 適用する

接着工法
・ 4～6 ・ (人体帯電圧 3kv以下)

・ グリッパー
・ カット、ループ併用・ ・ 適用しない

工法

下敷き材(グリッパー工法の場合)

※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 呼び厚さ 8mm　 ・

・ ループパイル

・ 図示 ・

・ タイルカーペット

パイル形状 種別 施工箇所 寸法

※ 第一種 ※ 500×500
※ ループパイル

・ 第二種 ・

・ 第一種 ※ 500×500
・ カットパイル

・ 第二種 ・

・ 第一種 ※ 500×500
・ カット・ループ併用

・ 第二種 ・

カーペットの敷き方　　平　　場　　 ※ 市松敷き　 ・ 模様流し　　 ・

階段部分　　 ※ 模様流し　 ・ 市松敷き　　 ・

・ 適用しない

※ 6.5

※ 6.5

※ 6.5

・ 図示 ・

・ 図示 ・

総厚さ(mm) 備　考

・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・

・

接合方法

　※ ヒートボンド工法　・ 手縫いでつづり縫い

グリッパー工法の下葺き材

・ 薄膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床

（防塵塗料塗り）
※ 水性色 ・ 溶剤系 ・ 無溶剤系

※ 標準色 ・

※ 平滑　 ・ 防滑

※ 0.25kg/m2以上

400以上

・ 8以上

天然木化粧複合フローリング

工法 樹種 種別
防湿

処理板幅 板長さ

大きさ(mm)

※ 15以上

(根太張り)

・ 釘留め工法

・

・ 90

・ 図示
・

・ 図示
・ 適用※ 12以上

・ 接着工法

※ なら

・

・ 図示 ・

フローリング、接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量

接着工法の場合の緩衝材　※ 合成樹脂発泡シート　・

現場塗装仕上げ　 ・ 行う(施工箇所　　　　　　　　　　　)

※ ウレタン樹脂ワニス塗り（B種）　 ・ オイルステイン塗りの上、ワックス塗り

間伐材等の適用　 ・ あり　 ・ なし

※ 303

・ 図示

・

・ 図示

※ 75以上

※ 1800以上

・ 図示

・

・ 図示

・

※ 900以上

※ C種

※ 12以上

※ 8以上

・ 図示

・ ・

・

・ 図示

・ 釘留め工法

(直張り) ・

※ なら

・ 図示 ・ B種

・ A種 ・ 図示

・ 図示

・

・

・

・ 75
※ 900以上

する

・ 適用

しない

塗装仕上げ厚さ(mm)

・ 無塗装品

・ 塗装品

※ 規制対象外又はF☆☆☆☆　　 ・

・ 行わない

・ 生地のままワックス塗り

(17.2.2～6)

(17.3.2～6)(表17.3.1,2)

内
装
工
事

(19.3.2,3)(表 19.3.1､2)

(19.4.2、3)(表19.4.4､5)

(19.5.2～5)(表 19.5.1～6)

見切り、押え金物　　 ・ 適用する (材質、形状等　 ※ 図示　　 ・　SUS製　　　　　　　　 )

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

建築工事　特記仕様書（4）

・ 網入磨き板ガラス

・ ひし網

7.　フローリング張り

クラブハウス 建設工事 A-04

2025.06改訂

上田古戦場公園多目的グラウンド



品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

種類

天井ボードの重ね張り　　※　図示　　・　　

※ 規制対象外またはF☆☆　　・

(19.8.2、3)ホルムアルデヒド放散量　　 ※ F☆☆☆☆　　　 ・10. 壁紙張り

壁紙の種類

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　　 ※ B種　　　・ A種

コンクリート・ALC面の素地ごしらえ　　※ B種　　　・ A種

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　 ※ B種　　　・ A種

11. 断熱材 ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を

使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆　　・

・ 断熱材打込み工法

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

・ ・ ・ ・ 不燃 ・ 準不燃

樹脂

ビニル

塩化

チック

プラス施工箇所
紙 繊維 無機質 その他

防火種別 備考

・

・

・

・

・ 押出法ポリスチレンフォーム

JIS

A

9
5
2
1

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

断熱材(スキンなし)

8.　畳敷き (19.6.2)(表 19.6.1)

・ D種 (畳床: ・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　 ・ KT-N)
内
装
工
事（

続
き）

・ 図示　　 ・

あと施工アンカーを使用する際の材質・寸法等

4.　トイレブース パネル材料のホルムアルデヒド放散量 (20.2.5)

※ JIS等で放散量が規定されているものについては、F☆☆☆☆　 ・

ドアエッジ
表面材の種類 脚部形状

材質形状

・ アルミニウム製
・ 標準

・ ステンレス製
・ R

※ 幅木タイプ

・

・ 図示

・ メラミン樹脂系化粧板

・ ポリエステル樹脂系化粧板

・ 図示

下地の種類　 ・ 標仕　表12.6.1による床組

・ ポリスチレンフォーム床下地 (ノンフロン)

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

材料を使用したものとする。

9. せっこうボード

その他のボード張り JIS
種　　類 厚さ(mm)・規格等

記号

・ 硬質木毛セメント板 HW

・ 中質木毛セメント板 MW

・ 普通木毛セメント板 NW

・ 硬質木片セメント板 HF

・ 普通木片セメント板 NF

タイプ 2(無石綿)
・ けい酸カルシウム板

0.8FK

1.0FK

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 図示 ・

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21　 ・ 図示 ・

・ 30　 ・ 図示 ・

・ 6　　・ 8　　・ 図示 ・

衝撃緩和型畳

　・ 適用する（床表　・ C1 ・ C2）　・ 適用しない

・ 研磨板　 ( ・ スタンダード　 ・ テンパード ) RS

タイプ 2(無石綿)

・ 6　　・ 8　　・ 図示 ・

仕上げの種類

・ UV塗装　　 ・ シート張り　 ・ 化粧単板

0.8FK

1.0FK
・ 化粧けい酸カルシウム板

・ 一般塗装　 ・

　　　　　化粧加工による区分（・　　　　）

・ 図示 　密度による区分　　（・　　　　）
・ 火山性ガラス質複合板 VSボード

IB

・ 未研磨板 ( ・ スタンダード　 ・ テンパード ) RN

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7　 ・ 図示 ・

・ 内装用化粧ハードボード

HB・ 素地ハードボード

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　　・ 7　　・ 図示　 ・

・ 内装用 DI　・ 外装用 DE

・ ミディアムデンシティ
MDF

ファイバーボード
・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　 ・ 図示　 ・

・ インシュレーションボード
A級 ( ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・　　　　　 )

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 図示　 ・

・ 無研磨板 VN　　　・ 研磨板 VS
・ 単板張りパーティクルボード

・ 単板オーバーレイ DV

・ 化粧パーティクルボード

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 図示　 ・

・ 10(難燃)　 ・ 12(難燃)　 ・ 図示　 ・

・ プラスチックオーバーレイ DO　・ 塗装 DC

・ 軟質フレキシブル板

・ 平板

・ フレキシブル板

S

NF

F

・ 6　・ 図示 ・

・ 4　・ 5　・ 6　・ 図示 ・
ボード

スレート
・ 4　・ 5　・ 6　・ 8　・ 図示 ・

・ 凹凸タイプ

・ ロックウール化粧吸音板 DR
・ フラットタイプ

・ ロックウール吸音ボード1号 RW-B

・ グラスウール吸音ボード号32K

( ・　9 (不燃)　・ 12　 ・ 図示 ・ 　　 )

( ・ 12 (不燃)　・ 15　 ・ 19　 ・ 図示 ・ 　　 )

・ 25　 ・ 図示 ・

・ 25 (ガラスクロス包)　・ 図示 ・

・ せっこうラスボード GB-L

・ 化粧せっこうボード
GB-D

(木目) 模様　( ・ 柾目　 ・ 板目 ) 専用下地材有り

・ 化粧せっこうボード
GB-D

表面の材種

生地、透明塗料塗り

不透明塗料塗り

・ 普通合板

接着の程度　( ・ 1類　　・ 2類 )

化粧加工の方法

( ・ オーバーレイ ・ プリント ・ 塗装 )

表面性能　　(　　　　　　　)タイプ

接着の程度　( ・ 1類　　・ 2類 )

厚さ(mm)　　(　　　　　)

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による ( ※ 1.2　・　　　　 )

・ ポリエステル樹脂化粧板

接着の程度　・ 1類　　・ 2類

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

・ 防虫処理　 ・ 難燃処理

9.5

12.5 (不燃)　　 幅 440mm 程度

( ※ しな程度　　 ・ 図示　 ・ 　　　　　　　)

板面の品質　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

厚さ(mm)　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

樹種名　　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　　　　　)

厚さ(mm)　　( ・ 図示　 ・ 　　　　　)

( ※ ラワン程度　 ・ 図示　 ・ 　　　　　　　)

・ 強化せっこうボード
・ 12.5 (不燃)　・ 15 (不燃)

・ 21 (不燃)　　・ 図示　　　 ・
GB-F

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード GB-S

・ 化粧有 (トラバーチン模様)

9.5 (不燃)　 ・ 化粧無 (下地張り用)

・ 9.5 (準不燃) ・ 12.5 (準不燃)　・ 図示 ・

・ せっこうボード
・ 9.5 (準不燃) ※ 12.5 (不燃)　・ 15 (不燃)

GB-R

GB-NC

GW-B

・ 図示　　　　 ・

せっこうボード等の下地は図示による。

合板類の張付け　 ※ B種　　　・ A種

せっこうボードの目地工法

目地工法の種類 せっこうボードのエッジの種類

・ 継目処理工法

・ 突付け工法 ・ べベルエッジ　 ・ スクエアエッジ

・ 目透し工法 ・ べベルエッジ　 ・ スクエアエッジ

合板類、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

遮音壁　　 ・ 適用する　　・ 適用しない

・ テーパーエッジ　・ べベルエッジ　

・

・

・

・・

施工箇所厚さ(mm)

・ 接地部分 ・

・

・

・

・

・

・

・

・ 断熱材現場発泡工法

断熱材の種類　 ※ A種1　　 ・ B種1

施工箇所　　　 ・ 図示　　 ・

厚さ(mm)　　　 ・ 25　 ・ 30　 ・ 図示　 ・

1.　フリーアクセス (20.2.2)

フロア 寸法 高さ 所定荷重
耐震性能

(mm) (mm) (N)

・ 500×500 ・ 1.0G ・ 3000

・ ・ 0.6G ・ 5000

・ 500×500 ・ 1.0G ・ 3000

・ ・ 0.6G ・ 5000

・ 500×500 ・ 1.0G ・ 3000

・ ・ 0.6G ・ 5000

備考

・ 置床式溝構法

・ 置床式パネル構法

・ 支柱調整式パネル構法

構法施工箇所

・ 置床式溝構法

・ 置床式パネル構法

・ 支柱調整式パネル構法

・ 置床式溝構法

・ 置床式パネル構法

・ 支柱調整式パネル構法

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

帯電防止性能　　・ 評価値（U）≧0.6以上　・ 評価値（U）≧1.2以上

漏えい抵抗　　・ 漏えい抵抗（R）≧1×100Ω以上　・　　

試験方法　　 ※ 標仕20.2.2(2)(ｲ)(a)～(d)による

寸法精度　　 ※ 標仕20.2.2(2)(ｵ)(a)～(b)による

構成材の材質　　 ・ アルミニウム製　 ・ 鋼製(表面仕上げ:　 　　　　)

・ プラスチック製　 ・

スロープ及びボーダー　　 ・ 製造所の仕様による　・ 図示

配線用取り出しパネル 　

表面仕上げ材　材質　　　　 ・ 帯電防止床タイル　　 ・ タイルカーペット

品質、性能　 ※ 標仕19章による　　 ・

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　 ・ なし　 ・ あり（形式、施工箇所：図示）

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　 ・ 20～30パーセント　 ・ 図示　 ・

配線取り出し開口　 ・ パネル1枚につき、40mm×80mm　程度の開口1箇所以上　 ・ 図示　 ・

圧接装置の
構造形式 操作方法

操作方法

・ 手動式 ・ プッシュ式
・ 平行方向 移動式

・ 電動式 ・ ハンドル式
・ 二方向 移動式

・ 部分電動式 ・

ハンガーレールの取付け下地の補強

(20.2.4)3.　移動間仕切

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする。

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能は標仕19章による。

2.　可動間仕切 パネル材料のホルムアルデヒド放散量 (20.2.3)

※ JIS等で放散量が規定されているものについては、F☆☆☆☆　 ・

表面仕上材 遮音性

構造形式 (db/ 防火性能

500Hz)

・ スタッド式

・ 0 ・ 不燃

・ スタッド式 ・ 12 ・ 難燃3

・ 20 ・ 難燃2

・ パネル式 ・ 28 ・ 難燃2A

・ スタッド ・ 36 ・ 難燃1

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標仕19章による

(内蔵)

(露出)

パネル式

・ ・

・ 図示・ 図示

・ 壁紙張り

樹脂焼付

アクリル

・ メラミン

又は

樹脂焼付

厚さ

(mm)

・ 0.6

・ 0.8

材質

・ 鋼板

・・

・ 図示

パネル表面

仕上げパネル
(mm)

総厚さ
構成基材の

種類

スタッド

・ 図示

・

表面仕上材

パネル表面
材質

仕上げ

・ 焼付塗装
・ 鋼板 ・ 36未満

・ 壁紙張り
・ 36以上

(mm) (db/500Hz)

遮音性総厚さ

パネル内に取付ける建具の寸法及び形状　 ・ あり ( ※ 図示　 ・　　　　 )　　・ なし

パネルをランナーにとりつける部品

ハンガーレール及びランナー

※ ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

※ 製造所の仕様

備考防水性能耐火性能方　向

・ 垂直方向

・ 水平方向

・ 耐火型

・ 非耐火型 ・ 無し

・ 有り
※ 完全(全貫通型)

タイプ

ボックス

及びカーテン

溝型×深さ(mm)　 ・ 90×150　・ 120×80　・ 120×150 ・ 150×80　・ 図示

・ アルミニウム製　押出し型材(市販品)

・

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 鋼製

材種

・

・ 600×600

・ 450×450

寸法

・ 一般形

・ 密閉形

・ 結露防止形

形式 備考

・ 鍵付き
・ 屋内外用

・ 屋内用

※ アルミニウム製

・

材種 寸法 形式 外枠 内枠

・ 450×450

・ 600×600

・

・ 一般形

・ 気密形

・ 屋内用

・ 屋内外用

・ 目地タイプ

・ 額縁タイプ

・ 目地タイプ

・ 額縁タイプ

目地

目地材

目地寸法(幅m×深さm)

・

・ シーリング材(見え掛かりのみ)

目地 内壁

・ シーリング材(内外とも)

・ シーリング材(見え掛かりのみ)

外壁

・ 20×10　 ・ ・ 20×10　　 ・

施工箇所　　 ・ 図示　　 ・

形　状　　　 ・ 差込式　 ・ 据置式　 ・ 壁張り式

材種 クリアランス 耐火性能 備考

外部は防水型とする。

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 50　・ 100

・ 150 ・ 無し

・ 有り(　　　　)
ジョイント金物

受け枠材種

・ 塩化ビニル又はゴム製 ・ ステンレス鋼(SUS304)

・ 硬質アルミニウム合金製 ・ 硬質アルミニウム合金

・ ステンレス鋼(SUS304)製 ・

・

・ 550 市販品
・ 800

・ 流し台 ・ 1500 ・ 600 トラップ付き
・ 850

・ 1800 ・ 650 天板ステンレス製

・ 550 市販品
・ 620

・ コンロ台 ・ 600 ・ 600 バックガード有り
・ 670

・ 650 天板ステンレス製

・ 1200 ・ 500
・ つり戸棚 ・ 450 市販品

・ 900 ・ 700

・ 1200 市販品
- -・ 水切り ・ 900 ステンレス製

・ 600 ・ 1段式　　・

品質・性能　JIS A 4420による

備考

備考

W D H

寸法(mm)
材種

形状　　 ※ 図示　　 ・

材種

・ アルミニウム合金製・ テーパー式

・ ・ 同一断面式

高さ(mm) 操作方法 固定方法

・ 埋込式
・ ハンドル式

・ ベース式
・ ロープ式

・ バンド式

形式 備考

材　種　 ・ ステンレス製 (SUS 304) ・

・ 鋼製(仕上げ: ・ 図示　 　・ 　　　　　　　　　　　)

材質　 　・ 集成材 ( 仕上げ: ・ 図示　 　・ 　　　　　　　　　　　)

目地材の材質は標仕表9.7.2による。

皮膜等の種類　　 ※ 標仕表14.2.1による ・

・ 集成材 ・ クリアラッカー ・ ・ 35 ・ 45 ・

・ ステンレスパイプ

・ 鋼製パイプ

・ ビニル製ハンドレール・

直径(mm)材種

・ EP-G　 ・ SOP　・

・ HL　　 ・ ・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

表面仕上げ 取付箇所

手すりの握り手部分の材質及び寸法等　※ 図示　　　・　

5. 手すり (20.2.6)

・ 図示

・ アクリル板
・ 室名札

・ アクリル板
・ ピクトグラフ

・ アクリル板
・ とびら番号

・ アクリル板
・ 館内案内板

・ アクリル板
・ 各階案内板

・ 図示 ・ 5 ・ 図示

・ ・

・ 図示 ・ 5 ・ 図示

・ ・

・ 図示 ・ 5 ・ 図示

・ ・

・ 図示 ・ 5 ・ 図示

・ ・

・ 図示 ・ 5 ・ 図示

・ ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

材種 幅(mm) 取付け工法 端部フラットエンド

・ ステンレス（タイヤ入り） ・ ビニル製
※ 接着工法 ・ あり

・ 黄銅（タイヤ入り） ・ ステンレス製

・ 黄銅（タイヤなし）
・ ・ なし -

・ アルミニウム（タイヤ入り）

種　類 寸法(mm) 色　彩 形　式

※ 焼付け ・ スクリーン付引分
・ 黒板 ※ 緑 ・ 黒 ・ 平面　 ・ 曲面

・ 研出し ・

・ ホワイト ・ スクリーン付引分
ほうろう 白 ・ 平面　 ・ 曲面

ボード ・

ホワイトボード

寸法(mm)　　 ・ 図示　　 ・

区分 寸法(mm) 厚さ(mm) 取付高さ(mm)

・ 30φ ・ 市販品

備考材質

( ・ 両面 ・ 片面 )

・ 衝突防止表示

・ 図示　 ・

・ ステンレス製

・

・ 図示 ・ 図示
・

取付箇所　　 ・ 図示　 　・

厚さ(mm)　　 ※ 5　　　　・ 図示　　 ・

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・ 図示

・

7.　黒板及び

8.　鏡

(20.2.9)

(20.2.11)

(20.2.10)

煙突用成形ライニング材

材質　　　　　 ・ ゾノトライト系けい酸カルシウムライニング材

・ 心材付き繊維積層ライニング材

安全使用温度　 ・ 400℃　　・ 650℃　　・

寸法
スクリーン材種 操作方式 遮光性 取付箇所 備考

(mm)

・ ガラス繊維製 ・ 電動式 ・ 1級
・ 図示

・ 合成樹脂製 ・ スプリング式 ・ 2級
・ ・

・ 木製 ・ 3級

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

・ 製造所の仕様による　・

操作 スラット ボックス・ 寸法・
形式 種　類 スラットの材種

方法 幅 (mm) レールの材種 取付箇所

※ ギヤ式 ※ アルミニウム
※　25 ※ 鋼製 ・ 図示

・ 手動 ・ コード式 合金製
・ 横型 ・ ・ ・

・ 操作棒式

・ 電動 -

※ 2本操作コード式 ・ アルミスラット
・ 手動 ・　80 アルミニウム・ 図示

・ 縦型 ・ 1本操作コード式 ・ クロススラット
・ 100 合金製 ・

・ 電動 - ・

きれ地の
取付

形式 開閉操作 ひだの種類 種別・品質・ 備考
箇所

特殊加工等

・ 手引き
・ シングル ・ 片引き ・ 図示

・ ひも引き
・ ダブル ・

・ 電動

・ シングル ・ 片引き ・ 図示
・ ひも引き

・ ダブル ・ 引分け ・
・ 電動

・ 鋼製

アルミスラットは焼付け塗装仕上げとする。

クロススラットは消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工とする。

カーテンのきれ地は防火性能の表示のあるものとする。

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　 ※ 300mm以上　　・

・ 図示

・

・

・ 図示

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

案内用図記号はJIS Z 8210による。

誘導標識、非常用進入口等の表示の材質、寸法等

・ 図示（消防法に適合する市販品）　　 ・

・ 鋼製　　　(表面処理　※ 溶融亜鉛めっきC種　　　 ・　　　　　　　　　　　　　 )

※ ステンレス製 (SUS304)　　(表面処理　※ 研磨なし ・　　　　　　　　　　　　　 )

(20.2.13)

(20.2.14)

9.　表示

10.　タラップ

11.　煙突ライニング

12. ブラインド

(20.2.15)

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

・ コード式

スクリーンの材種は防炎性能の表示のあるものとする。

14. カーテン (20.2.16)

・ つまみひだ

・ 箱ひだ、片ひだ

・ プレーンひだ

・ つまみひだ

・ 箱ひだ、片ひだ

・ プレーンひだ

材種 種類 質量区分 備考

・ 花こう岩
-

・ 間知石 ・ 凝灰岩 -

・

・ コンクリート
- ・ A　・ B

間知ブロック

積み方　　 ※ 谷積み　 ・ 布積み

目塗り　　 ・ 図示　　 ・ 伸縮目地

伸縮調整目地

厚さ　　　 ・ 図示　　 ・

コンクリート

間知ブロック積み

施工箇所 種類

・ 塩化ビニル製

・ 磁器質タイル ・

屋内 ・ せっ器質タイル

・ レジンコンクリート製 ・

・ コンクリート製

・ 磁器質タイル

・ せっ器質タイル
屋外

・ レジンコンクリート製
・

・ コンクリート製

厚さ(mm)

・ 7.0 ・

ブロックパターンは JIS T 9251 による。

寸法 (mm)

・ 300×300　 ・

・ 300×300　 ・

・ 300×300　 ・

・ 300×300　 ・

床タイル

材種　　　 ・ 図示　　 ・

(11.2.2)(19.2.2)

補強鉄線の径

コンクリート

※ 3.2mm以上　　・

コンクリートの設計基準強度及び調合

※ 水セメント比55%以下、単位セメント量の最小値300kg/m3を満足する調合強度

・ 図示

配筋 ※ 配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

・ 図示

取付け方法 ※ 図示

強さによる区分　 ※ 10-90　　・ 10-60

材　種　 ・ アルミニウム製及びアルミニウム合金製　　 ・ ステンレス製

仕上げ　 ※ アルマイト　 ・

形状　　 ※ 角形　　 ・ C形　・ D形　・ I形　・ H形

(20.2.16)15. カーテンレール

フック　※ 樹脂製　　・ 鋼製

16. プレキャスト

表面処理 ・ BC-1

・ BC-2　( ・ アンバー 　・ ブロンズ　 ・ ブラック系 ・ ステンカラー)

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

17. 間知石及び

18. 視覚障害者用

19. ブライドボックス

20. 天井点検口

21. 床点検口

22. 耐震スリット

23. 止水板

24. エキスパンション・

25. くつふきマット

26. 流し台ユニット

27. 旗竿

28. 旗竿受金物

(19.9.2～4)

(20.2.7)

(20.2.12)

(20.3.3､4)

(20.4.2､3)

(吸音)

・ 約15

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

建築工事　特記仕様書（5） A-05

種別　　 ・ 厚12ｍｍ縁無し建材タタミ（和紙樹脂コーティング）

・ 特殊加工化粧合板

・ 天然木化粧合板

・ 防虫処理　 ・ 不燃：NM:1596

・ 9.5 (準不燃) ・ 12.5 (不燃)　・ 図示 ・

・ 図示
・ 図示

6.　階段滑り止め

・ 埋込み工法

13. ロールスクリーン

・ 図示

・ 手引き

・ 引分け

・ 300×300　 ・ ・ 14

・ 900

クラブハウス 建設工事

2025.06改訂

上田古戦場公園多目的グラウンド

※ パネル重量の5倍の荷重を、パネル1枚に使用するランナー数で除した値に対して耐力及び

　　変形量が使用上支障のないもの

※ 取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

補強する。　・ 図示

(19.7.2、3)(表 19.7.1)



　　　　　　　　・ ストレートアスファルト

12. 屋上緑化 植栽基盤及び材料 (23.5.2、3)

・ 屋上緑化システム

土壌層の厚さ　　 ・ 図示　　 ・

排水層　　　 ・ 軽量骨材 (層の厚さ :　　　　　　　)　　　・ 板状成型品

植込み用土　　　 ※ 改良土　 ・ 人工軽量土

樹木の樹種並びに種類、寸法、株立数、寸法等　 ※ 図示　　 ・

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　 ※ 図示　　 ・

・ 屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　 ※ 図示　　 ・

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　 ※ 図示

工法 (23.5.4)

24 1.　工事現場の環境 工事現場のイメージアップ

改善について ・ 仮囲い周辺の美化　　 ・　

地域住民への情報提供

・ 完成予想図の設置　　 ・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成　　

地域住民とのコミュニケーション

・ 現場見学会の開催　　 ・　

住民に対する災害防止関係

・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　　　 ・　

そ
の
他

・ フィルター層
・ ・

3.　アスファルト舗装 (22.4.2～6)(表 22.4.1、4)

砂利地業の厚さ　 ※ 100(mm)　　　・ 図示

22 1.　路床 層の適用、材料、層厚

種別 材料 厚さ(mm)

・ 図示
・ 盛土

・

(22.2.2、3、5) (表22.2.1)

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※ 図示　・

材料

種類 形状、寸法

・ A　・ B　・ C　・ 図示

・ 縁石 ・ 両側歩車道境界ブロック ・ A　・ B　・ C　・ 図示

・ 地先境界ブロック ・ A　・ B　・ C　・ 図示

・ プレキャスト無筋 ・ 250A　 ・ 250B ・ 図示

・ L形側溝 1種 ・ 250A　 ・ 250B　 ・ 300　・350 ・ 図示
・ プレキャスト鉄筋

2種 ・ 500A　 ・ 500B　 ・ 500C　 ・ 図示

・ 150　・ 180　・ 240　・ 300A　 ・ 300B　 ・ 300C
1種

・ U形側溝 ・ 360A ・ 360B ・ 450　・ 600　　・ 図示

・ U形側溝ふた ・ 150　・ 180　・ 240　・ 300A　 ・ 300B　 ・ 300C
2種

・ 360A ・ 360B ・ 450　・ 600　　・ 図示

(21.3.1)(表21.3.1)

・ 自由勾配側溝 ※ 図示

・ A種　・ B種　・ C種　・ D種

・ 図示
・ 凍上抑制層

・

※ 100

※ 再生クラッシャラン　 ・ クラッシャラン　　 ・ 切込み砂利

・ 砂　（ ・ 川砂　 ・ 海砂　 ・ 山砂）

・ 砂　（ ・ 川砂　 ・ 海砂　 ・ 山砂）

路床安定処理

・ 添加材料による安定処理

種類　　 ・ 普通ポルトランドセメント　　 ・ 高炉セメントB種

・ フライアッシュセメントB種

・ 生石灰 ( ・ 特号 ・ 1号 )　　・ 消石灰 ( ・ 特号 ・ 1号 )

添加量　(　　　) kg ( 目標CBR　・ 5以上　・　　　　　 )

使用する砂は、粒度は標仕表21.2.2により、シルト・有機物等の混入しない締固めに適したものとする。

形式 材種 柱径・肉厚(mm)

・ 標準品 ・ ステンレス製
・ 上下式鎖内蔵式 ・ ・

・ スプリング式 ・

・

高さ(mm)

高さ　　 ・ 図示　　 ・

フェンスの種類　 ・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

・ 樹脂塗装メッシュフェンス

・ 鋼管フェンス

・ アルミフェンス

種　類

・ 鋼製書架

・ 鋼製物品棚

規格等

・ 1種　　・ 2種　　・ 3種
JIS S 1039 の規格による

・ 4種　　・ 5種　　・ 6種　　・

JIS による種類

枠の材質　　 ※ アルミニウム製

表面の材質　 ※ 塩ビ発泡シート張り　　　 ・

凍上抑制層に用いる材料

3.　鋳鉄製ふた (21.2.1)

埋め戻し土の土質　 ・ A種　　※ B種　　・ C種　　・ D種

・ 鋳鉄製

・ 化粧

種類 適用荷重 鍵

・ 水封形

・ 簡易密閉形

(パッキン式)
・ 有り 左記以外の品質等は

・ 密閉形
(公社)空気調和衛生工学会

(テーパ・ パッキン式)
SHASE-S209による

・ 中ふた付き密閉形

(テーパ・ パッキン式)

・ RS-VU

マンホールふた

マンホールふた

名称 備考

・ 砂（標仕表21.2.2による）　 ・ 再生クラッシャラン　 ・ 切込砂利又は切込砕石

メインバー 亜鉛めっき
材質 形式 用途 適用荷重 上面形状

ピッチ (付着量)

・ 溝ふた ・ 細目 ・ 凹凸形
・ 歩行用 ・ (　　　　)

(横断用) ・ ・

・ 溝ふた ・ T-2用

(側溝用) ・ T-6用 ・ 普通目 ・ 平形
・ (　　　　)

・ 桝ふた用 ・ T-14用 ・ 細目 ・

・ U字溝用 ・ T-20用

(21.2.1)4.　グレーチング

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事（

続
き）

舗
装
工
事

・ T-2用

・ T-6用

・ T-20用

・

・ 図示

・ 無し

・ 図示

・ 溝ふた ・ 凹凸形
・ 歩行用 - -

(横断用) ・

・ 溝ふた ・ T-2用

(側溝用) ・ T-6用 ・ 平形
- -

・ 桝ふた用 ・ T-14用 ・

・ U字溝用 ・ T-20用

・

ボルト固定

・ 受枠付き、

レス製

・ ステン

・ 鋼製 ボルト固定

・ 図示

・ 図示 ・ 図示

・ 図示

3.　産業廃棄物等の

取扱い

4.　環境対策関係

2.　不具合の確認

29. 車止め支柱

30. フェンス

31. 鋼製書架及び物品棚

32. 屋外掲示板

照明器具　　 ※ 有り　　 ・ 無し

施　　錠　　 ※ 有り　　 ・ 無し

製 造 所　　 ・

材　　　種　 ・ メラミン樹脂化粧板張り(心材:集成材)　・ 人工大理石

奥行き(mm)　 ・ 約 450　 ・ 約 600

※ 網入り磨板ガラス ※ 500

・ 線入り磨板ガラス ・

※ 6.8

・
アルミ製枠付き

厚さ(mm) 高さ(mm)材　　質 備考

・ 固定式

高さ(mm)種　　類

※ 不燃布 ※ 500
・ 垂直降下式

(不燃認定品) ・ 800
(巻取り型)

・

※ 500

鋼板製又はアルミ製 ・ 800

・

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置(埋込型)

・ 回転降下式

材　　質

ガイドレール

※ 固定式(壁埋込型)

・ 可動式(天井収納型)

表面仕上げ

※ 天井材張り

・

備考

・ 可動式

33. 洗面カウンター

34. 防煙垂れ壁

35. 収納家具

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質・形状・寸法 ※ 図示　・

※ 規制対象外 　 ・

1.　共通事項 (21.2.1)

基礎等に用いるコンクリートの調合

基床の厚さ　　　 ※ 100mm　　・ 図示

砂利地業　材料　 ※ 再生クラッシャラン　 ・ 切込砂利又は切込砕石

品質　　シルト、有機物等の混入しない締固めに適した砂とする

砂地業　　材料　 ※ 山砂　　 ・ 川砂　　 ・ 砂利

21

排
水
工
事

※ 設計基準強度を 18N/mm2 、スランプ15cm又は18㎝とする。

鉄筋　※SD295　・　

排水管

材種 管の種類 形状 呼び径 備考

・ B形管 ※ 図示
・ 遠心力鉄筋コンクリート管

・ ・

※ 図示　 ・

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 ・ VU ※ 図示　 ・

・ RS-VU ※ 図示　 ・

・ 硬質ポリ塩化ビニル管(継手)・ DV ※ 図示　 ・

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　 ※ 接着剤　 ・ ゴム輪

種類 呼び

・ 斜壁 ・ 600A　 ・ 600B　 ・ 600C　 ・ 600D　 ・ 900　　・ 1200

・ 直壁 ・ 900A　 ・ 900B　 ・ 1200A　・ 1200B　・ 1500A　・ 1500B

(21.2.1、2)(表 21.2.1)2.　屋外雨水排水

※ VP

・ 外圧管(1種)

側塊（JIS A 5372 推奨仕様 D1）

排水枡、ふたの種類等 形状及び寸法　 ※ 図示

砂の粒度試験の適用　　・ 適用する　　　・ 適用しない

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

品質・性能　 ※ 建築材料・設備機材等等品質性能評価による評価名簿記載の製品　 ・

試験の適用

砂の粒度試験　　　　　　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

現場CBR試験　　　　　　　　・ 行う　　 ・ 行わない

路床土の支持力比(CBR)試験　・ 行う　　 ・ 行わない

2.　路盤 路盤の厚さ　 ・ 図示　　 ・

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ　 ・ 粒度調整鉄鋼スラグ　 ・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

(22.3.2～3)(表 22.3.1)

・ 図示　　 ・

品質　　　　 ※ 標仕表22.3.1による　 ・ 図示　　 ・

路盤材料　　 ・ クラッシャラン　　　　 ・ 粒度調整砕石

※ 再生クラッシャラン　 　・ 再生粒度調整砕石

試験の適用

突固めによる土の締固め試験　　※ 行う

路盤の厚さ　　　　　　　　　　※ 500㎡毎1箇所

砂置換法による土の密度試験 ・ 行う　　 ・ 行わない

骨材　　　 ・ 道路用砕石　　　 ・ アスファルトコンクリート再生骨材

加熱アスファルト混合物等の種類

区分 地域 種類

・ 密粒度アスファルト混合物(13)
・ 一般地域

・ 細粒度アスファルト混合物(13)
表層

※ 密粒度アスファルト混合物(13F)※ 寒冷地域

シールコートの施工　 ・ 行う　　 ・ 行わない

試験

・

コンクリート舗装の厚さ

舗装の種類

コンクリート舗装

(22.5.2～4、6)(表22.5.4)4.　コンクリート舗装

部位

車道部

歩道部

・ 図示　 ・ 150　　・

※ 70　　 ・ 図示　 ・

厚さ(mm)

縁部立下り寸法等　　 ・ 図示

材料

コンクリート　　　 ※ 標仕表22.5.1による　　 ・

早強セメント　　　 ・ 使用する　　 ・ 使用しない

注入目地材料　　　 ※ 低弾性タイプ　　 ・ 高弾性タイプ

目地

試験

舗装の平たん性　　 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

(22.6.2～4)(表22.6.1)5.　カラ―舗装 ・ 加熱系

・ アスファルト混合物　　　 ・ 石油樹脂系混合物

種類・間隔・構造　 ※ 標仕表22.5.3及び図22.5.1による　　 ・ 図示

表層に用いる加熱系混合物の結合材

添加する顔料　　　 ・ 着色骨材(　　　　　)　　 ・ 自然石(　　　　　)

結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　　 ※ 図示　　 ・

構成及び厚さ(mm)　 ※ 図示　　　　 ・

アスファルト　 ・ 再生アスファルト　（標仕表22.4.1による種類　・ 60～80　・ 80～100）

アスファルト混合物等の抽出試験　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

舗装の平たん性　　 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度

切取り試験　　 ※ 行う（2000㎡以下3個、2000㎡を超える場合は2000㎡ごとに1か所追加する）

砂置換法による土の密度試験　　※ 行う（1000㎡以下3か所、1000㎡を超える場合1000㎡ごと1か所追加する）

構成

※ 図示　

※ 図示　

・

・ 常温系

・

舗装の平たん性　　 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度

アスファルト混合物等の抽出試験　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

切取り試験　　 ※ 行う（2000㎡以下3個、2000㎡を超える場合は2000㎡ごとに1か所追加する）

工法　　　　　　　 ・ ニート工法　 ・ 塗布工法

着色部の厚さ(mm)　 ※ ニート工法の場合3～5、塗布工法の場合1程度以下　　・

着色部の下部　　　 ・ アスファルト舗装　　　　 ・ コンクリート舗装

ニート工法及び塗布工法の配合等　　 ※ 図示　　 ・

舗装の平たん性　　 ※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度

試験

試験

6.　透水性 (22.7.2、3、6)

アスファルト舗装

舗装の構成　　 ・ 図示　　 ・

透水性アスファルト混合物等の抽出試験　 ・ 行う　　 ・ 行わない

舗装の平坦性　 ※ 著しい不陸がないもの　　 ・

切取り試験　　 ※ 行う（2000㎡以下3個、2000㎡を超える場合は2000㎡ごとに1か所追加する）

種類 寸法(mm) 厚さ(mm) クッション材 目地材 備考

※ 普通平板 (N) ※ 300角 表面加工
・ 30 ・ 砂

・ 透水平板 (P) ・ 400角 ※ 砂 ・ 研ぎ出し
・ 60 ・ 空練り

・ 保水性平板 (M) ・ 450角 ・ モルタル ・ 洗い出し
・ 80 モルタル

・ ・ 500角 ・ たたき出し

(22.8.2～4)・ コンクリート平板舗装7.　ブロック系舗装

曲げ強度
種類 厚さ(mm) 備考

(N/mm2)

※ 普通ブロック　(N) 色彩、表面加工
車道部　※ 80 ・ ※ 5.0　・

・ 透水性ブロック(P) ・ 標準品
歩道部　※ 60 ・ ※ 3.0　・

・ 保水性ブロック(M) ・

・ インターロッキングブロック舗装

・ 舗石舗装

・ 小舗石(花こう岩)

・

・ うろこ張り

・ ・ コンクリート版

・ アスファルト混合物

種　　類 寸法(mm) 厚さ(mm) 施工方法
基層

厚さ(mm)材質

50

70

・

コンクリート平板間の段差、インターロッキングブロック間の段差及び舗石間の段差は3mm以内

※ 歩行に支障となる段差がないもの

仕上り面の平たん性

8.　砂利敷き 種別 (22.10.2、3)

・ A種 (施工範囲: ※ 通路　　　 ・ 図示　　　 ・　　　　　　　 )

・ B種 (施工範囲: ※ 建物周囲　 ・ 図示　　　 ・　　　　　　　 )

JIS K 5665(路面標示用塗料)による

種類 施工

・ 1種 常温

・ 2種 加熱

・ 3種1号 溶融

・ 低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

9. 路面表示用塗料

色

・ 150 ・ 1.0

・ 100 ・

幅(mm)

・ 白

・

・ 橙
液状

粉体状

適用 塗布厚さ(mm)

1.　植栽地の確認等 土壌の水素イオン濃度(pH)試験　　 ・ 行う　　 ・ 行わない (23.1.3)

水溶性塩類による電気伝導度(EC)の試験　　 ・ 行う　　 ・ 行わない

(23.2.2)(表23.2.2)2.　植栽基盤の整備

クッション材　・ 砂　　・ 空練りモルタル

23

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

・ 客土　　　 ・ 現場発生土の良質土 (23.2.3)

4.　土壌改良材 (23.2.3)

・

品質

使用材料　　 ・ バーク堆肥　　 ・ 汚泥発酵肥料(下水汚泥コンポスト)

使用量　　　　植栽基盤面積1㎡あたり　( ・10L　 ・ 50L　　・　　　　　 )

施工箇所　 ※ 図示　　 ・ 植栽範囲

地力増進法に定める土壌改良材は、法令に基づき届出されたものを使用する。

各種堆肥及び下水汚泥コンポストは完熟したものを使用する。

下水汚泥コンポストは、肥料取締法に基づき普通肥料として登録されており、かつ、「金属等を含む

産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を使用したもので、植害

試験の調査の結果、害が認められないものとする。

5.　樹木 樹種、寸法、株立数等　　 ※ 図示　　 ・ (23.3.2)

支柱材　　　 ※ 丸太(間伐材)　　 ・ 真竹 (23.3.2、3)

防腐処理方法　　 ※ 加圧式防腐処理丸太材　　 ・

形式　　 ・ 添え柱形　 ・ 二脚鳥居形　 ・ 三脚鳥居形　 ・ 十字鳥居形

・ 二脚鳥居組合せ形　　 ・ 八ッ掛け形　　 ・

樹種 コンテナ径 単位面積当たりのコンテナ数 芽立数

・

・

(23.4.2)10. 地被類

9.　吹付けは種

種子の種類 発芽率 種子の量(g/㎡) 備考

※ 洋芝類(採取後2年以内)
※ 発芽率80%以上

・

(23.4.2)

11. 新植、移植樹木、 新植樹木(芝張り、吹付けは種及び地被類を含む)の枯補償の期間 (23.3.4)(23.3.6)(23.4.7)

芝等の枯保証 ※ 引渡しの日から1年　　・

移植樹木の枯損処置を行う期間

※ 引渡しの日から1年　　・

7.　幹巻き用材料 材料　　 ※ 幹巻き用テープ　　　 ・ わら及びこも (23.3.2)

8.　芝 種類　　 ※ コウライシバ　　 ・ ノシバ　　　 ・ (23.4.2)

芝張りの工法

法面　 ・ 目地張り　　 ※ べた張り

植栽基盤の整備　　・ 適用する　　　・ 適用しない

植栽 工法 整備範囲 土壌改良材有効土層の厚さ(cm)

樹高12m以上
※ A種 ・ 葉張り部分

( ※ 100　・ 120　・ 150 )

樹高7m以上～12m未満
・ B種 ・ 植栽部分 ・ 適用する

( ※ 80　 ・ 100 )
・ 樹木

樹高3m以上～7m未満
・ C種 ・ 図示 ・ 適用しない

( ※ 60　 ・ 80　)

樹高3m未満
・ D種 ・

( ※ 50　 ・ 60　)

・ 植栽部分
※ B種 ※ 20 ・ 適用する

※ 芝、地被類 ・ 図示
・ ・ ・ 適用しない

・

植栽基盤の排水設備　 ・ 設ける ( ※ 図示　　・　　　　　 )　 ・ 設けない

「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を確かめるための構

造計算の基準を定める件」 (平成12 年５月31 日 建設省告示第1458 号)応した工法

・ 適用する（1一般共通事項による）　　・ 適用しない

支柱　　　 ・ 設置する ( 形式　・ 図示　　 ・　　　　　　 )

かん水装置　　 ・ 設置する ( 種類　・　　　　　　 )

5.　安全対策関係

6.　工事検査

7. 被害届等

8. 施工図等の取扱い

9. 完成図等

10. 提出物

・ 直置き

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

建築工事　特記仕様書（6） A-06

・ 受枠付き、

5.　街きょ、縁石、側溝

・ 片側歩車道境界ブロック

3.　植込み用土

平地　 ※ 目地張り　　 ・ べた張り　・　その他

6.　支柱

クラブハウス 建設工事

2025.06改訂

上田古戦場公園多目的グラウンド

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。なお、運搬

但しコンクリートが軽易な場合、調合を容積比で セメント1 : 砂2 : 砂利4程度とすること

ができる。　・ 図示

工事しゅん工後10ヶ月、20ヶ月（新営に限る）に不具合の確認を行い、その結果を書面で上田市長あてに

報告する。

(施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず監督員の立会いを要する。)

(1) 廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理(分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の行為)する

ときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」(以下「廃棄物処理法」という)に基づき、適正に行う

こと。

(2) 廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を取得して

いる者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物処理業の許可

証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画書」を監督員に提出

すること。

(3) しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写真等

を添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に提出すること。

(1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。

ルートの選定に当たっては影響の少ない最短ルートを選定すること。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

(4) 熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

(1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回程度実施し、工事日誌へ記録する

教育、研修及び訓練を行うこと。

ほか、実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、工事

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備すると

ともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、関連

書類及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え、監督員及び

工事検査の際に提示できるようにすること。

上記による他、監督員の指示による。

完成図など維持管理に関する書類は、しゅん工後30日以内に提出し、必要に応じて取扱説明を行うこと。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

ことがあるので、検査に協力すること。

施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施する



0.40%

0.53%

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

ロッカー室棟

クラブハウス棟

A3:1/ 500
A1:1/1000

WM
水道メーター 50mm

（隔測メーター）

配 置 図　S=1:500

観音寺

国道77号　長野上田線

上田坂城バイパス

国
道
14
3号

線

国道18号

テニスコート
上田古戦場公園

若宮八幡宮

浦野川

至坂城

至上田
上田大橋

千曲川

Ｎ

県営上田野球場

至塩田

浦野
川

産
川

下之条北交差点

下之条交差点

テニスコート
上田古戦場公園

申請地

附近見取図

工事名称

工事場所

設計概要

附近見取図・配置図

歩道

歩道

古戦場公園線

古戦場公園線

下之条37号線

一
般
農
道
　
下
之
条
110号

線

歩道

歩道

倉庫棟

A-07クラブハウス 建設工事

2,
50
0

あずまや（既存建物）
　構造：木造
　階数：平屋建て

確認済証：H6.12.16　第6-1178号
検査済証：H8. 8.12　第9-61号

申請建物

既存建物

敷地面積

建築面積

延べ面積

申請部分 申請以外の部分 合　計

280.23㎡

道路境界線

道路境界線

隣地境界線

※敷地面積は、CAD計測による。

　接道 L=143.0ｍ

　建築面積：15.62㎡
　延べ面積：15.62㎡

15.62㎡

15.62㎡

295.85㎡

主要用途

工事種別 新築工事

用途地域 指定なし（建ぺい率：60％、容積率：200％）

防火地域 指定なし

集会場（運動施設）

上田市下之条字吹田 320-9の一部、320-20の一部

-21、-22、-23、-24、-25、-26、-27、-28、-29、-30

320-10、-11、-12、-13、-14、-15、-16、-17

CUB

上田市古戦場公園多目的グラウンド クラブハウス建設工事

隣地境界線

253.29㎡ 268.91㎡

（建基法42-1-1）

（建基法42-1-1）

17,370.00㎡

有効開口

テ
ラ

ス
棟

　棟高 H=4.80ｍ、軒先（東）H=4.30ｍ、（西）H=2.95ｍ

　棟高 H=4.64ｍ、軒先（東）H=4.00ｍ、（西）H=4.20ｍ

　軒先（東）H=2.90ｍ、（西）H=3.63ｍ

　軒先（東）H=2.485ｍ、（西）H=2.430ｍ

クラブハウス棟　建物高さ

ロッカー室棟　建物高さ

テラス棟　建物高さ

倉庫棟　建物高さ

※雨水は、敷地内処理とする。

敷地内通路：W=1,500
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/ 75

A3：1/150

123

4 5

6

7

8

9 10

11 12

1314

1516

1718

ａ

ｂ

クラブハウス棟　求積図

テラス室棟　求積図

ａ

1

建物求積表

ロッカー室棟　求積図

12 3 45

床面積の算定

1

室　名 面積(㎡)計 算 式

テラス

床 面 積

ａ

床面積

建築面積の算定

33.14 × 0.20 6.6280

建築面積

テラス棟

33.14 × 1.50 49.7100

49.71ｍ2

49.71

56.34ｍ2

1

2

3

4

5

室　名

床面積の算定

面積(㎡)計 算 式

用具室

ロッカー室　A-1

　　　　　　A-2

ロッカー室　B-1

　　　　　　B-2

床 面 積

床面積

建築面積の算定

ロッカー室棟

2.88 × 6.44 18.5472

2.97 × 6.44 19.1268

2.97 × 6.44 19.1268

2.88 × 6.44 18.5472

2.88 × 6.44 18.5472

93.90ｍ2

建築面積

建築面積 延べ面積

1

室　名 面積(㎡)計 算 式

倉庫棟

倉庫 3.58 × 2.63 9.4154

9.42ｍ2

床面積・建築面積の算定

床面積・建築面積

1

倉庫棟　求積図

クラブハウス棟

合　計

56.34ｍ2

9.42ｍ2

49.71ｍ2

9.42ｍ2

棟別面積表

ロッカー室棟

テラス棟

倉庫棟

ａ

建築面積

ａ 14.58 × 0.50 7.2900

ｃ

1

2

3

4

5

6 2.275× 2.12

2.73 × 3.64

4.55 × 3.64

7.28 × 3.64

3.64 × 3.64

3.64 × 3.64

事務室

談話室

会議室

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

ｼｬﾜｰ室　通路 7

8

9 1.02 × 1.06

10　　　　脱衣室 1.025× 1.06

ｼｬﾜｰ室　審判SU

1.02 × 1.06

　　　　脱衣室 1.025× 1.06

ｼｬﾜｰ室　1 SU 11

12

　　　　脱衣室

ｼｬﾜｰ室　2 SU 1.02 × 1.065

1.025× 1.065

1.02 × 1.06

　　　　脱衣室 1.025× 1.06

ｼｬﾜｰ室　3 SU

13

14

15

16

1.02 × 1.06

1.025× 1.06

ｼｬﾜｰ室　4 SU 17

18

室　名

　　　　脱衣室

ａ

ｂ

2.275× 1.52

5.005× 0.455

床面積

建築面積の算定

床 面 積

床面積の算定

2.045× 1.065 ＝ 2.1779

0.915× 3.185 ＝ 2.9142

面積(㎡)

9.9372

16.5620

13.2496

13.2496

4.8230

1.0812

1.0865

1.0812

1.0865

1.0863

1.0916

1.0812

1.0865

1.0812

1.0865

26.4992

100.26ｍ2

3.4580

2.2772

100.26

5.0921

計 算 式

クラブハウス棟

ｃ 14.56 × 0.50 7.2800

113.28ｍ2

93.90

101.19ｍ2

100.26ｍ2113.28ｍ2

101.19ｍ2

280.23ｍ2

A-08クラブハウス 建設工事

93.90ｍ2

253.29ｍ2
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　シャワールーム シャワーユニット 0808タイプ ＋ コイン式シャワーパネル取付け （参考：ﾈﾎﾟﾝ HP-55(H)DSD）

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

唐松羽目板t=15貼り WP塗（東面）

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名

設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

構造・規模 軽量鉄骨造　平屋建て

工事種別 新築工事 屋　　根

外　　壁

※ 株式会社 カクイチ　広スペースハウス（HHK-5035）同等

角波SGL塗装鋼板t=0.35張り（北・南・西面）

［ロッカー室棟］　外部仕上表

［ロッカー室棟］　内部仕上表

室　名

ロッカー室

用具室

階床 巾木 天　井 天井高 廻縁

塩ビ製

塩ビ製

木製 H=100

木製 H=100

2,700

2,700

LGS下地　ＰＢt=12.5下地 ビニールクロス貼り

LGS下地　構造用合板 t=9 張り

［ロッカー室 棟］　建 物 概 要

［クラブハウス棟］　建 物 概 要

構造・規模

工事種別 新築工事

木造在来軸組工法　平屋建て

屋　　根

外　　壁

軒　　裏

［クラブハウス棟］　外部仕上表

構造・規模

工事種別 新築工事

立平葺き　カラーGL鋼板 t=0.4屋　　根

［テラス棟］　建 物 概 要

［テラス棟］　外部仕上表

床

［クラブハウス棟］　内部仕上表

床 巾木 天　井 天井高 廻縁 備　考壁

事務室

談話室

会議室

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

シャワー室

　脱衣室

　通　路

　踏　込

室　名

塩ビ製 H=60

塩ビ製 H=60

木製 H=100

木製 H=100

塩ビ製 H=60

2,400

2,300

2,300

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製2,500

塩ビ製2,500

塩ビ製2,500

ＰＢt=12.5下地 ビニールクロス貼り

ＰＢt=12.5下地 ビニールクロス貼り

ＰＢt=12.5下地 ビニールクロス貼り

耐水ＰＢt=12.5下地 化粧ケイカル板 t=6 貼り

耐水ＰＢt=12.5下地 化粧ケイカル板 t=6 貼り

耐水ＰＢt=12.5下地 化粧ケイカル板 t=6 貼り

木組

下地

木組
上部：ＰＢt=12.5+9.5下地 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ＰＢt=12.5下地 ビニールクロス貼り

木組
上部：ＰＢt=12.5+9.5下地 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

木組

木組

木組

化粧石こうボード t=9.5 貼り

化粧石こうボード t=9.5 貼り

化粧石こうボード t=9.5 貼り

化粧石こうボード t=9.5 貼り

化粧石こうボード t=9.5 貼り

ＰＢt=9.5下地 ビニールクロス貼り

下地

木組

LGS

木組

LGS

木組

LGS

塩ビ製 H=60

木組

ロックウール化粧吸音板 t=9.0 直貼り木組

木組 ロックウール化粧吸音板 t=9.0 直貼り

木組

木組

木組

木組

木組

木組

仕上表

土間コンクリート刷毛引き

土間コンクリート金ゴテ押エ

断熱材　 外壁：高性能グラスウール t=100 16kg土間：押出法ポリスチレンフォーム t=50 天井裏：高性能グラスウール t=100+100 16kg

木造　平屋建て

天　　井

LGS下地　化粧石こうボードt=9.5貼り

LGS下地　化粧石こうボードt=9.5貼り

嵌合式 立平葺き　カラーGL鋼板 t=0.4

唐松羽目板t=15貼り WP塗（東面）

ケイカル板 t=6 目透し貼り AEP塗

塩ビ製 H=60

塩ビ製 H=60

塩ビ製 H=60

腰壁：合板t=9下地 唐松羽目板t=12 縦張り

腰壁：合板t=9下地 唐松羽目板t=12 縦張り

断熱材　 外壁：高性能グラスウール t=100 16kg土間：押出法ポリスチレンフォーム t=50 天井裏：高性能グラスウール t=100+100 16kg

雨　　樋 カラーGL鋼板 t=0.35　軒樋：120×90程度、竪樋：φ75

犬 走 り

スロープ

土間コンクリート刷毛引き

土間コンクリート刷毛引き

基　　礎 合板型枠コンクリート打放し

木組 合板t=12下地 長尺塩ビシート t=2.5 貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5 貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5 貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5 貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5 貼り

木組 合板t=12下地 タイルカーペットt=6 貼り

折板葺き（SGL塗装鋼板t=0.5）ﾙｰﾌ720ﾀｲﾌﾟ　断熱付

雨　　樋 塩ビ製　軒樋：150×90程度　竪樋：φ75（4ヶ所）

2,400

2,400

2,400

ｶｰﾃﾝ（ﾚｰﾙ共）、室名札

ｶｰﾃﾝ（ﾚｰﾙ共）、室名札

ﾗｲﾆﾝｸﾞ、ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ・ﾌﾛｱ、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ、ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

床見切：ｱﾙﾐ製

ｶｰﾃﾝ（ﾚｰﾙ共）、室名札
ロックウール化粧吸音板 t=9.0 直貼り

小屋組表し　木部：WP塗

土間コンクリート刷毛引き（階段：段鼻・蹴上部分 DP塗）

A-09クラブハウス 建設工事

※別途工事

框、室名札

構造用合板t=9 の上 透湿防水シート下地

窯業系サイディング t=16 横張り（北・南・西面）通気層 透湿防水シート下地

構造用合板t=9 の上 透湿防水シート下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　カラークリート仕上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　カラークリート仕上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　カラークリート仕上げ

上田古戦場公園多目的グラウンド



事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/ 75

A3：1/150

TB

いろはにほへとちりぬるをわかよたれ

へ’

TB
一

二

三

四

五

六

七

八

九
八’

±0

＋400＋400

全体 平面図

2

31

脱衣室

脱衣室

脱衣室

脱衣室

脱衣室
審判

会議室

（審判控室）

女子
トイレ

多目的
トイレ

SL
W

談話室

4

男子トイレ

事務室

通路

TA TA

T1 T3 T4 T6 T7 T8 T9 T10 T11

テラス

±0

＋400 テラス

広スペースハウス
HHK-5035（ｶｸｲﾁ）

ロッカー室棟　平面図 クラブハウス棟　平面図

テラス棟　平面図

ス
ロ

ー
プ

（
1
/
1
2
）

123456

用具室

ロッカー室 Ａ ロッカー室 Ｂ

ロッカー室

A-1

ロッカー室

A-2

ロッカー室

B-2

ロッカー室

B-1

A

B

C

D

E

T2 T5

床排水

面積表

クラブハウス棟（木　造）：

ロッカー室棟 （鉄骨造）：

100.26ｍ2

93.90ｍ2

テラス棟 49.71ｍ2（木　造）：

倉庫棟 （鉄骨造）： 9.42ｍ2

253.29ｍ2

＋30

＋400
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A-10クラブハウス 建設工事

真
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/ 75

A3：1/150

南面 立面図 東面 立面図

10
2.5

北面 立面図 西面 立面図

クラブハウス棟 外壁：窯業系サイディング

外壁：窯業系サイディング

テラス棟 屋根：立平葺き テラス棟 屋根：立平葺き

ロッカー室棟 屋根：折板葺き

クラブハウス棟 外壁：カラマツ羽目板張り ロッカー室棟 外壁：カラマツ羽目板張り

テラス

外壁：角波鉄板張り

ロッカー室棟 屋根：折板葺き

ロッカー室棟 外壁：角波鉄板張り

テラス

クラブハウス棟 屋根：立平葺き

ロッカー室

ロッカー室棟 断面図 クラブハウス棟　北面 立面図

外壁：窯業系サイディング

FL
GL

テラス

テラス

テラステラス

全体 立面図・断面図
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A-11クラブハウス 建設工事
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クラブハウス棟 断面図
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クラブハウス棟 屋根：立平葺き
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

会議室

天井：ロックウール化粧吸音板t=9貼り

床：長尺塩ビシートt=2.5貼り

巾木：木製H=100 WP塗

壁：ビニールクロス貼り

　　ＰＢt=12.5＋9.5下地

土間コンクリートt=150

男子トイレ

押出法ポリスチレンフォームt=50

ビニールシートt=0.15

砕石転圧t=100

アスファルトルーフィング940

インシュレーションボード t=9

野地板：耐水合板 t=12

10

2.5

腰壁：唐松羽目板t=12貼り

　　　合板t=9下地

屋根：嵌合式 立平葺き（ｶﾗｰGL鋼板t=0.4）

唐松羽目板t=15貼り WP塗

外壁（東面）

屋根：立平葺き（ｶﾗｰGL鋼板t=0.4）

アスファルトルーフィング940

野地板：耐水合板 t=12

小屋組：木部 WP塗

A1：1/20

A3：1/40

一二三四五六七八九

TB

基礎天端

GL

基礎天端

TA

10

2.5

鼻隠し：ｶﾗｰGL鋼板巻t=0.35

雪止めアングル

テラス

床：コンクリート刷毛引き

換気棟

雨樋：ｶﾗｰGL鋼板t=0.35

軒高

外壁（北・南・西面）

窯業系サイディングt=16貼り

胴縁（通気層）

外壁
高性能グラスウールt=100 16kg

天井裏
高性能グラスウールt=100＋100 16kg

クラブハウス棟　矩計図 1

高耐力柱脚金物

胴縁（通気層）

構造用合板t=9

木部 WP塗

□ 層間間隔の検討

　 ・高さH=3,630×1/120×2＝60.50mm

　 外壁～軒先までの距離　W＝170mm

　 層間間隔　170mm ≧ 60.50mm　∴O.K

　 層間変位δ

天井：化粧石膏ボードt=9.5貼り

壁：化粧ケイカル板t=6貼り

　　　耐水ＰＢt=12.5下地

巾木：塩ビ製 H=60

FL 水勾配

階段：段鼻・蹴上部分 DP塗

A-12クラブハウス 建設工事
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床：カラークリート仕上げ
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/20

A3：1/40

多目的トイレ

壁：化粧ケイカル板t=6貼り

　　　耐水ＰＢt=12.5下地

基礎天端

10

2.5

アスファルトルーフィング940

インシュレーションボード t=9

野地板：耐水合板 t=12

屋根：嵌合式 立平葺き（ｶﾗｰGL鋼板t=0.4）

軒天：ケイカル板t=6貼り AEP塗

六七八九 五

談話室 談話室

床：木組 合板t=12下地
　　　長尺塩ビｼｰﾄt=2.5貼

天井：PBt=9.5下地

脱衣室

（審判）

脱衣室1

壁：PBt=12.5下地

五六 いろはにほへと

鋼製グレーチング 溝幅150 高さ150
溝内 防水モルタル塗り

軒高

床：コンクリート刷毛引き

クラブハウス棟　矩計図 2

天井：化粧石こうボードt=9.5貼り

巾木：塩ビ製 H=60

VP-50 雨水桝へ接続

FL GL
水勾配

ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ
0808ﾀｲﾌﾟ
（ｺｲﾝ式）

脱衣室通路

壁：PBt=12.5下地

天井：PBt=9.5下地

床：木組 合板t=12下地
　　　長尺塩ビｼｰﾄt=2.5貼

天井：化粧石こうボードt=9.5貼り

壁：PBt=12.5下地

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.3貼り

上框：ﾀﾓ集成材 45×100 UC塗

床：木組 合板t=12下地
　　　タイルカーペットt=6貼

床見切：ｱﾙﾐ製

A-13クラブハウス 建設工事
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　　　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

　　　　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り
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国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/20

A3：1/40

ロッカー室

土間コンクリートt=150

押出法ポリスチレンフォームt=50

ビニールシートt=0.15

砕石転圧t=100

床：コンクリート金ゴテ押エ

外壁（北・南・西面）

角波SGL塗装鋼板t=0.35貼り

天井：化粧石膏ボードt=9.5貼り

屋根：折板葺き（SGL塗装鋼板t=0.5）

壁：ＰＢt=12.5下地　ビニールクロス貼り
　　（外壁面：LGS W=65、間仕切壁：LGS W=100下地）

FL

GL

ロッカー室

天井：化粧石膏ボードt=9.5貼り

巾木：木製H=100 WP塗

壁：ＰＢt=12.5下地　ビニールクロス貼り
　　（外壁面：LGS W=65、間仕切壁：LGS W=100下地）

屋根：折板葺き（SGL塗装鋼板t=0.5）

E D ABC

巾木：木製H=100 WP塗
床：コンクリート金ゴテ押エ

屋根：立平葺き（ｶﾗｰGL鋼板t=0.4）

アスファルトルーフィング940

野地板：耐水合板 t=12

小屋組：木部 WP塗
10

2.5

FL

GL

軒高

ロッカー室棟　矩計図

6

壁
芯

軒
先

壁
芯

床：コンクリート刷毛引き

雪止めアングル

テラス

TB TA

唐松羽目板t=15貼り WP塗
外壁（東面）

壁
芯

軒
先

木部 WP塗

高耐力柱脚金物

胴縁（通気層）

構造用合板t=9
軽量鉄骨壁下地 W=100

アルミ固定ルーバー　200×400 5ヶ所

□ 層間間隔の検討

　 ・高さH=3,630×1/120×2＝60.50mm

　 層間変位δ

　 外壁～軒先までの距離　W＝210mm

　 層間間隔　210mm ≧ 60.50mm　∴O.K

階段：段鼻・蹴上部分 DP塗

A-14クラブハウス 建設工事
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A1：1/30

A3：1/60
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脱衣室 1
多目的トイレ

男子トイレ

女子トイレ

会議室 談話室

脱衣室

（審判） 4

脱衣室

脱衣室

脱衣室

3

2

事務室

（審判 控室）

通路

展開方向 Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

テラス テラス

グレーチング 溝幅W=150

クラブハウス棟　平面詳細図

汚垂：ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU（薄型）
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A-15クラブハウス 建設工事
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 A1：1/ 50

A3：1/100

（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

事務室 －Ａ－ －Ｂ－ －Ｃ－ －Ｄ－ 談話室 －Ａ－ －Ｂ－ －Ｃ－ －Ｄ－

スライディングウォール

腰壁：唐松羽目板t=12貼り H=800

会議室 －Ａ－

男子トイレ －Ａ－ －Ｂ－ －Ｃ－ －Ｄ－ 女子トイレ －Ａ－ －Ｂ－ －Ｃ－ －Ｄ－

－Ｂ－

腰壁：唐松羽目板t=12貼り H=800

－Ｃ－ －Ｄ－

－Ａ－多目的トイレ －Ｂ－ －Ｃ－ －Ｄ－ ｼｬﾜｰ室 通路 －Ａ－ －Ｂ－ －Ｃ－ －Ｄ－

クラブハウス棟　展開図 A-16クラブハウス 建設工事
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一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 A1：1/ 50

A3：1/100

（株）エービーシー・一級建築士務所
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ロッカー室棟　展開図 A-18クラブハウス 建設工事
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録
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テラス棟　屋根伏図

　屋根：嵌合式 立平葺き（ｶﾗｰGL鋼板t=0.4）雪止めアングル
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A-21クラブハウス 建設工事

LHD

[AW/10]

[AD/10]

[AW/10]

[AD/10]

[AW/10]

[AD/10]

[AW/10]

[AD/10]

[AW/10]

[AD/10]

[AW/10]

[AD/10]

O.K

O.K

O.K

O.K

O.K

O.K

1.65×0.40×1/2 　 ＝0.33

1.65×1.30×1/2 　 ＝1.07

1.65×1.30 　 ＝2.14

排煙：1/50S＝ 0.38 1.65×0.40×1/2 　 ＝0.33

1.65×1.30×1/2 　 ＝1.07

1.65×1.30 　 ＝2.14

ﾛｯｶｰ室　A-1

　　　　B-1

ﾛｯｶｰ室　A-2

　　　　B-2

ロッカー室棟

有効開口面積

判定

必要開口面積 計　算　式室　名 床面積

[AD/ 3]

[AW/ 1]

[AD/ 3]

[AD/ 3]

[AD/ 3]

[AD/ 3]

[AD/ 3]

[AW/ 1]

[AW/ 1]

[AW/ 1]

[AD/ 2]

[AD/ 2]

[AD/ 2]

有効開口面積

判定

O.K

O.K

O.K

O.K

O.K

O.K

O.K

O.K

O.K

必要開口面積

排煙：1/50S＝ 0.20

換気：1/20S＝ 0.50

1.65×0.30×1/2 ＝0.24

1.65×1.10×1/2 ＝0.90

採光：1/20S＝ 0.50 1.65×1.10 ＝1.81

排煙：1/50S＝ 0.33

換気：1/20S＝ 0.82

採光：1/20S＝ 0.82

排煙：1/50S＝ 0.53 1.65×0.30×1/2 　 ＝0.24

換気：1/20S＝ 1.33 1.65×1.10×1/2 　 ＝0.90

採光：1/20S＝ 1.33 1.65×1.10 　 ＝1.81

計　算　式室　名

事務室

談話室

会議室

床面積

S＝16.56

S＝ 9.94

S＝26.50

クラブハウス棟

必要面積 1/30S＝3.35㎡

AD/2

AD/3

計

クラブハウス棟　床 面 積 S＝100.26㎡

　計算式

消防法　無窓階の検討

∴ 判定　O.K

∴ 判定　O.K

　計算式

S＝19.13 排煙：1/50S＝ 0.39

換気：1/20S＝ 0.96

採光：1/20S＝ 0.96

S＝18.55

換気：1/20S＝ 0.93

採光：1/20S＝ 0.93

ロッカー室棟　床 面 積 S＝93.90㎡

必要面積 1/30S＝3.13㎡

　AD/10

0.41

0.41 1.65×2.00×1/2×2ヶ所＝ 3.30

1.60×2.00×1/2×3ヶ所＝ 4.80

8.10

　有効面積 S＝8.10㎡　≧　3.35㎡

1.65×2.00×1/2×4ヶ所＝6.60

　有効面積 S＝6.60㎡　≧　3.13㎡

1.65×0.10×1/2 　 ＝0.08

1.65×2.00×1/2 　 ＝1.65 2.72

1.65×0.10×1/2 　 ＝0.08

1.65×2.00×1/2 　 ＝1.65 2.72

1.60×0.30×1/2 ＝0.24 0.48

1.60×2.00×1/2 ＝1.60 2.50

1.60×2.00 ＝3.20 5.01

1.60×0.30×1/2×2 ＝0.48 0.48

1.60×2.00×1/2×2 ＝3.20 3.20

1.60×2.00×2 ＝6.40 6.40

1.65×0.30×1/2×2 ＝0.49 0.73

1.65×2.00×1/2×2 ＝3.30 4.20

1.65×2.00×2 ＝6.60 8.41

1.65×0.90 　 ＝1.48 3.62

1.65×0.90 　 ＝1.48 3.64

[AW/ 2]

[AW/ 2]

※非常用照明装置の適用緩和

　（平12建告1411号）

※非常用照明装置の適用緩和

　（平12建告1411号）

シャワー室の継続的利用は無い。（非居室）

上田古戦場公園多目的グラウンド



事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士
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一級建築士事務所
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図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課

記号・数量

材料・見込

硝子・仕上

金　物

種　類

型　状

備　考

材料・見込

硝子・仕上

金　物

種　類

備　考

A1：1/ 50

A3：1/100

（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

記号・数量

記号・数量

材料・見込

硝子・仕上

金　物

種　類

備　考

型　状

型　状

クラブハウス棟

1
AD 男子・女子トイレ ２ヶ所

アルミ

その他附属金物一式

見込：100

複層ガラス：Low-E5＋A12＋5乳白色

片引きハンガードア

AD ２ヶ所
2

会議室

その他附属金物一式

見込：70

複層ガラス：Low-E5＋A12＋FL5

引戸錠

AD
3

談話室・事務室

その他附属金物一式

見込：70

複層ガラス：Low-E5＋A12＋FL5

引戸錠

３ヶ所 AD
4

１ヶ所シャワー室

アルミ

その他附属金物一式

見込：70

片開きドア

複層ガラス：Low-E5＋A12＋5乳白色

AW
1

１ヶ所LHD
1

多目的トイレ

スチール 枠：100、扉：40

附属金物一式

型板 t=4、枠：SOP、扉：化粧鋼板

軽量片引きハンガードア

引棒、小窓、表示錠

1
TB 男子トイレ

トイレブース

高圧メラミン化粧板　見込：40mm

アルミ笠木、ステンレス巾木

表示付スライドラッチ、帽子掛戸当り

１ヶ所１ヶ所 TB
2

女子トイレ

トイレブース

高圧メラミン化粧板　見込：40mm

アルミ笠木、ステンレス巾木

表示付スライドラッチ、帽子掛戸当り

TB 女子トイレ １ヶ所
3

トイレブース

高圧メラミン化粧板　見込：40mm

アルミ笠木、ステンレス巾木

スライドラッチ、帽子掛戸当り

TB 女子トイレ １ヶ所
4

トイレブース

高圧メラミン化粧板　見込：40mm

アルミ笠木、ステンレス巾木

1
SWD

附属金物一式

スライディングウォール

ポリ化粧合板 見込：30

ハンガーレール、ランナー、接床装置

材料・見込

硝子・仕上

金　物

種　類

備　考

型　状

記号・数量

ロッカー室棟

AD
10

ロッカー室 ４ヶ所

その他附属金物一式

見込：70

10
ロッカー室 ４ヶ所AW

FL

見込：70

その他附属金物一式

（住宅用）引違い窓

アルミ樹脂複合

網戸

複層ガラス：型板4＋A12＋Low-E3

10
SD 用具室

両開きドア

スチール 見込：70

SOP塗

丁番、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ﾌﾗﾝｽ落、DC、戸当り

1
WD 事務室 1ヶ所

見込：36

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｻﾑﾀｰﾝ、DC

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、その他附属金物一式

丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ、DC、戸当り

WD
2

4ヶ所シャワー脱衣室 WD シャワー脱衣室
3

1ヶ所

見込：36

丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｻﾑﾀｰﾝ、DC、戸当り

半透明樹脂板

見込：36

半透明樹脂板

片開きフラッシュドア 片開きフラッシュドア 片引きフラッシュ戸

レール、戸車、引手、ｻﾑﾀｰﾝ

引戸錠、引棒、自閉装置、額縁

CHCH

CH CH

１ヶ所

建具表

半透明樹脂板

メラミン化粧合板 メラミン化粧合板 メラミン化粧合板

AW シャワー室 １ヶ所

見込：70アルミ樹脂複合

附属金物一式

（住宅用）FIX窓

複層ガラス：型4＋A12＋Low-E3

FL

3
AW
2

FL

見込：70

その他附属金物一式

（住宅用）引違い窓

アルミ樹脂複合

網戸

複層ガラス：FL3＋A12＋Low-E3

CH

会議室 ２ヶ所

FL

見込：70

その他附属金物一式

アルミ樹脂複合

網戸

複層ガラス：FL3＋A12＋Low-E3

CH

事務室 １ヶ所

引違い窓　たて格子付（住宅用）

A-22

複層ガラス：型板4＋A12＋Low-E3

引戸錠、断熱腰パネル

引違い戸 引違い戸

引違い戸

クラブハウス 建設工事

（土間引戸）

アルミ樹脂複合 アルミ樹脂複合

（土間引戸）

アルミ樹脂複合

（土間引戸）

断熱腰パネル

共通事項

・Low-Eガラスは、日射取得型とする。
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/ 75

A3：1/150

P P

P

C-1 C-1 C-1 C-1 C-1C-2

C
-
2

C
-
2

ロッカー室棟　平面図 クラブハウス棟　平面図

テラス棟　平面図

カーテンリスト

C-1

C-2

符号

ｺﾝﾄﾗｸﾄｶｰﾃﾝ

ｺﾝﾄﾗｸﾄｶｰﾃﾝ

種類

1,600×2,000

1,600×1,100

寸法 W×H

5ヶ所

3ヶ所

個数型式

片引き

片引き

ｱﾙﾐﾚｰﾙ共

ｱﾙﾐﾚｰﾙ共

P 平付型ピクト

平付型室名札

150×150

60×250

ｱｸﾘﾙ板

ｱｸﾘﾙ板

3ヶ所

クラブハウス棟

5ヶ所

室名札リスト

備品 キープラン

ロッカー室棟

平付型室名札 60×250 ｱｸﾘﾙ板 5ヶ所

±0

＋400＋400

2

31

脱衣室

脱衣室

脱衣室

脱衣室

脱衣室
審判

会議室

（審判控室）

女子
トイレ

多目的
トイレ

談話室

4

男子トイレ

事務室

通路

テラス

±0

＋400 テラス

ス
ロ

ー
プ

（
1
/1

2
）

用具室

ロッカー室 Ａ ロッカー室 Ｂ

ロッカー室

A-1

ロッカー室

A-2

ロッカー室

B-2

ロッカー室

B-1

床排水

＋30

＋400

±0

＋30

UP

＋50

±0

＋30

＋50

＋50

UP

ス
ロ

ー
プ

（
1
/1

2
）

UP

ス
ロ

ー
プ

（
1
/
15

）

A-23クラブハウス 建設工事
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

±0

＋400＋400

テラス

±0

＋400 テラス

クラブハウス棟
ロッカー室棟

土間コンクリート t=150
（配筋：D10＠200 ﾀﾃ･ﾖｺ共）

スロープ 詳細図 A1：1/30

A3：1/60

スロープ 平面図　S=1/75
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クラブハウス 建設工事 A-24
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土間コンクリート t=150
（配筋：D10＠200 ﾀﾃ・ﾖｺ共）
砕石転圧 t=100

床：土間コンクリート刷毛引き

ロッカー室棟 スロープ詳細図　S=1/30

床：土間コンクリート刷毛引き

土間コンクリート t=150
（配筋：D10＠200 ﾀﾃ・ﾖｺ共）
砕石転圧 t=100

クラブハウス棟 スロープ詳細図　S=1/30

（配筋：D10＠200 ﾀﾃ・ﾖｺ共）
化粧型枠コンクリート打放し

化粧型枠コンクリート打放し化粧型枠コンクリート打放し

※50～400

水勾配

水勾配

Ａ部分 詳細図　S=1/30

Ｂ部分 詳細図　S=1/30
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

化粧棚　メラミン化粧板 t=20

耐水合板 t=12下地
　化粧ケイカル板t=6貼り

45×105＠455

化粧棚　メラミン化粧板 t=20

45×105＠455

洗面器（設備工事）

耐水合板 t=12下地
　化粧ケイカル板t=6貼り

化粧棚　メラミン化粧板 t=20

45×105＠455

耐水合板 t=12下地
　化粧ケイカル板t=6貼り

掃除用流し（設備工事）

45×10545×10545×105

トイレ　ライニング詳細図

小便器部分 洗面器部分 掃除流し部分

小便器（設備工事）

クラブハウス棟 部分詳細図 A1：1/20

A3：1/40

汚垂：ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU（薄型）同等品

クラブハウス　建設工事 A-25
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単粒度砕石

スチール製グレーチング
　300×300（T-2）受枠共

単粒度砕石

目詰り防止透水シート

縦筋：8-D13
帯筋：D10＠200

スチール製グレーチング
　450×450（T-2）受枠共

雨水浸透桝 Ａ 雨水浸透桝 Ｂ

縦筋：8-D13
帯筋：D10＠200
目詰り防止透水シート
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

外構図 A1:1/100
A3:1/200
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クラブハウス 建設工事 A-26
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

側面図

954

853 853 853 853

4
5
0

正面図

▽G. L

平面図基礎伏図

A1：1/20

A3：1/40
倉庫棟　詳細図

1000

37

床パネル：溶融亜鉛めっき鋼板

棚板：12枚

屋根：溶融亜鉛めっき鋼板外壁：溶融亜鉛めっき鋼板

参考：イナバ物置 フォルタ FS-3626H

床面積：3.58×2.63＝9.42ｍ2

クラブハウス 建設工事 A-27

最高高さ

最高軒高

(a=40,b=85,c=65)

※a,b,cは屋根の出幅です。

屋根の外寸

アンカーボルト

(8ヶ所)

8
0

M12×160以上

▽G.L

D10@300
1-D13

1-D10

D10＠300

基礎詳細図

金コテ押エ

1-D13 D10@300 ﾀﾃ･ﾖｺ共

土間コンクリート t=120

扉位置 (1790x80)

扉の位置に合わせた基礎形状として下さい。
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※ 建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた(株)日本鉄骨

杭頭のふさぎ処理　　 ※ 構造図(　　　　　　)による　　　 ・

スカラップの形状　※ 鉄骨構造標準図による

/ 18

・ 高炉セメントB種

・ フライアッシュセメントB種

※ 柱、梁、スラブ、壁

・ C種

Ⅰ 建物構造概要等

1.　建物概要

構造種別

X方向
架構形式

Y方向

耐震構造方式

耐震安全性の分類

地上　―――　造　　地下　―――　造

―――――――― 構造

―――――――― 構造

・ 耐震構造　　　　 ・ 免震構造　　　　 ・ 制震構造

・ Ⅰ類(I=1.50)　　 ・ Ⅱ類(I=1.25)　　 ・ Ⅲ類(I=1.00)

2.　構造計算条件

a.　耐震設計条件

地震荷重

計算ルート

建物一次固有周期 (　　　　　　) 秒

地盤種別 第(　　　　　)種地盤

地域係数 Z =

※ 許容応力度計算

(ルート　　　　　　　)
X方向

・ その他

※ 許容応力度計算

(ルート　　　　　　　)
Y方向

・ その他

設計層間変形角
一次設計

X方向
二次設計

一次設計
Y方向

二次設計

b.　耐風設計条件

基準風速(V0)

地表粗度区分 ・ Ⅰ　　 ・ Ⅱ　　 ・ Ⅲ　　 ・ Ⅳ

(　　30　　)m/秒

風圧力の割増 ・ 1.3倍　・ 1.15倍 ・ 1.0倍

c.　耐積雪設計条件

建設地の標高

多雪区域の指定

設計垂直積雪量

(　　　　　　)m

・ 有り　 ・ 無し

(　　　　　　)cm

Ⅱ 建築工事仕様

1. 共通仕様

(2) 標仕で、「特記がなければ、」以下に具体的な材料・ 工法・ 検査方法等を明示している場合において、それらが関係法令等

(条例を含む)と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

(1) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事

編)」（最新版）(以下「標仕」という。)による。

(4) 製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。

2.特記仕様

(1) 項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(3) 特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(5) 特記中で「各部配筋参考図」とあるのは標仕巻末に掲載されている「各部配筋　参考図」を指す。

(4.3.4、5)（4.4.4）(4.5.4～6)

章 項　　　目 特記事項

4 1.　支持力又は 支持地盤の位置及び種類

支持地盤の確認 ・ 杭基礎(基礎杭の先端の位置含む)地
業
工
事

・ 直接基礎(基礎底部の位置含む)

長期設計地耐力　　(　　　　)kN/㎡

試験堀り（根切り底の状態の確認等）

・ 行わない

試験

試験杭

・

杭の載荷試験

試験の報告書記載事項及び提出物　　 ※ 標仕4.2.5に定める事項　　※ 土質資料

試験の実施　 ・ 行う　　 ・ 行わない

試験内容　　 ・ 鉛直載荷試験　　 ・ 水平載荷試験

地盤の載荷試験(平板載荷試験)

試験の実施　 ・ 行う　　 ・ 行わない

2.　既製 材料

コンクリート杭地業

・ セメントミルク工法

杭の精度

施工方法

根固め液及び杭周固定液の管理試験　※ 標仕4.3.4（6)(ｺ)(a)～(g)による

・ 水平方向の位置ずれ：杭径の1/4かつ100mm以下　杭の傾斜：1/100以内　

・ 製造メーカーの仕様による

・ 特定埋込杭工法（H13国土交通省告示第1113号第6に基づく埋込杭工法）

支持層の位置及び土質　　※ 構造図による

杭の精度 ※ 工法に定められた条件による

継手

・ アーク溶接継手

・ 機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)

　　※ 工法、検査、施工は性能評価された工法に定められた条件による

杭頭の処理

※ 構造図による

(4.3.3～8)

※ 上記による他、別図の製造メーカーの仕様による

3.　鋼杭地業 (4.4.3～6)材料

溶接材料　・ 標仕4.2.5(1)(2)による

・ 特定埋込杭工法（H13国土交通省告示第1113号第6に基づく埋込杭工法）

支持層の位置及び土質　　※ 構造図による

杭の精度 ※ 工法に定められた条件による

継手

・ アーク溶接継手

・ 機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)

　　※ 工法、検査、施工は性能評価された工法に定められた条件による

杭頭の処理

※ 構造図による

※ 上記による他、別図の製造メーカーの仕様による

施工方法

コンクリート杭地業

4.　場所打ち 材料その他

鉄筋の材料、帯筋の加工及び組立、最小かぶり厚さ、鉄筋かごの補強、継手長さ　　

セメントの材料、コンクリートの設計基準強度、種別、スランプ、構造体補正強度

施工方法

・ アースドリル工法　　 ・ リバース工法　　 ・ オールケーシング法

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法　　　 ・ 拡底杭法

杭の精度　　※ 構造図による

(4.5.4～6)

5.　砂利地業

厚さ 適用箇所

・ 60 ・ 基礎スラブ下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

・ 図示 ・ 図示　 ・

砂利　　 ※ 再生クラッシャラン　 ・ 切込み砂利及び切込み砕石

砂　　　※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂　 ・ 砕砂

砂利地業の厚さ及び適用範囲

厚さ及び適用範囲

厚さ 適用箇所

・ 50 ・ 基礎スラブ下、基礎梁下、土に接するスラブ下

地業

6.　捨てコンクリート (4.6.4)(6.14.3)

・ 図示

7.　床下防湿層 施工範囲　　 ・ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く) (4.6.5)

8.　地盤改良 工法

(セメント系固化

よる改良)

材を用いた工法に

六価クロム溶出試験　　 ※ 行う　　 ・ 行わない

9.　置換コンクリート

コンクリート地業)

(ラップル

地業 支持地盤　　長期設計支持力　（　　　　）kN/mm2

型枠　　　　使用の有無　　　 ・ 無し　 ・ 有り

・ 図示　 ・

・ 図示　 ・

防湿工法　　 ・ ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　 ・ 図示　 ・

厚さ 適用箇所

・ 60

砂地業の厚さ及び適用範囲

・ 図示

(4.6.2，3)

・ 浅層混合処理工法　　改良範囲、仕様（計測、試験等含む）は構造図による

・ 深層混合処理工法　　改良範囲、仕様（計測、試験等含む）は構造図による

形状等　　 ※ 構造図による　　　 ・

5 1.　鉄筋の種類 (5.2.1)(表5.2.1)

規格の名称

鉄筋

コンクリート用

棒鋼

備考鉄
筋
工
事

(異形鉄筋)

大臣認定番号（　　　　　）

種類の記号 呼び径(mm)

※ D16以下

・ SD345 ※ D19以上

・

・ SD295

適用箇所

高強度せん断補強筋

種類 種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の径(mm) 適用箇所

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

(5.2.2)形状等2.　溶接金網

3.　圧接完了後の試験 外観試験　　 ※ 行う(全数)　 ・

抜取試験

※ 超音波探傷試験

(5.4.10)

・ 引張試験

試験方法等　　　 ※ 標仕5.4.10（ｲ）(a)による　　　・

試験方法等　　　 ※ 標仕5.4.10（ｲ）(b)による　　　・

適用箇所 継手方法と適用径の範囲

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 耐力壁

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

土圧壁など

継手方法4.　鉄筋の継手

・ 重ね継手　　　　　 ・

・ ガス圧接(　　　　) ・

・ 重ね継手(　　　　) ・

・ ガス圧接(D19以上)　・ 重ね継手(D16以下)　・

・ ガス圧接(D19以上)　・ 重ね継手(D16以下)　・

・

(5.3.4)(5.6.3)

(5.3.4)5.　鉄筋の継手及び定着

仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、標仕表5.3.4のフックありの定着長さを

確保できない場合

6.　鉄筋のかぶり厚さ 最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う) (5.3.5)

及び間隔

(溶接金網含む) 柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無・ 無し ・ 有り　 ( ※ 主筋の径の1.5倍以上の厚さ確保)

特殊な要求性能におけるコンクリートの部分(耐久性上不利な部分)

・ 有り　適用箇所 (　　　　　　　　)標仕表5.3.6に加える厚さ　(　　　　　) mm※ 無し

7.　機械式継手

8.　溶接継手

(5.5.3、5)

(5.6.3、5)

9.　各部配筋

10. 壁開口部の補強

・

・ 21

※ 24

気乾単位容積質量

(t/m3)

2.3程度

2.3程度

スランプ
適用箇所

(cm)

・ 18

・ 15

・ 18

・ 15

※ 基礎、基礎梁、土間スラブ

・

18

6 1.　コンクリートの ※ 普通コンクリート

使用骨材による
設計基準強度

種類及び強度
Fc(N/mm2)

セメントの種類 適用箇所

3.　セメントの種類 (6.3.1)(表6.3.1)

2.　レディーミクスト 種別 (6.2.1)(表6.2.1)

コンクリート ※ Ⅰ類　　 ・ Ⅱ類

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

※ 普通ポルトランドセメント 下記以外全て

・ 高炉セメント（ ・ A種　・ B種）

・ シリカセメント（ ・ A種　・ B種）

・ フライアッシュセメント（ ・ A種　・ B種）

7日 352 J/g 以下
水和熱

28日 402 J/g 以下

4.　骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応による区分 (6.3.1)(6.11.2)

・ B (コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3以下)

※ A

5.　混和材料 ・ 混和剤 (JIS A 6204に適合するAE剤、AE減水剤又は

高性能AE減水剤とし、化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。)

(6.3.1)

6.　構造体強度補正 (6.3.2)(表6.3.2)

・ 普通エコセメント

※ 標仕表6.3.2による

暑中コンクリート（日平均気温の平年値が25℃を超える期間にコンクリートを打ち込む場合）

構造体強度補正値　 ※ 6N/mm2　　 ・

設計基準強度 スランプ
セメントの種類 適用箇所

Fc(N/mm2) (cm)

※ 18 ※ 15又は18
又は混合セメントのA種

・ ・

コンクリートの種類 (6.14.1～6.14.3)

※ 普通コンクリート

7.　無筋コンクリート

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)8.　打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

打継ぎ目地

※ ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

仕上り

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種別 適用箇所

・ A種

・ B種

・ C種

9.　コンクリートの

7 1.　鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力 (7.1.3)

4.　建方精度 (7.10.2)

2.　施工管理技術者 ※ 適用する

5.　鋼材 (7.2.1)(表7.2.1)

鉄
骨
工
事

6.　高力ボルト

すべり係数試験 ※ 行わない　　 ・ 行う

7.　普通ボルト (7.2.3)※ 標仕表7.2.3による　 ・

ねじの呼び寸法　 ※　構造図による　　・

ボルト及びナットの材料等

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度　　※ 標仕表7.2.3による　　・

保持及び埋込み工法 ※ 標仕 表7.10.1( ・ A種　・ B種　） による

(7.2.4)(7.10.3)(表7.10.1)

間隔、ゲージ等

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ボルト径、ゲージ等

※ 構造図による　　　　 ・

(7.3.2)

※ ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

・ りん酸塩処理

溶融亜鉛メッキ高力ボルトの摩擦面の処理

ボルトの孔径　※ 標仕7.3.8(3)及び標仕表7.3.2による　・　 (7.3.8)

モルタルの種別11. 柱底均しモルタル

無収縮モルタルの材料及び調合・ 標仕7.2.9による　・ 認定工法の仕様による

・ 無収縮モルタル　 ・ 認定工法の仕様による

・ 標仕 表7.2.6による　・ 認定工法の仕様による品質及び試験方法

厚さ　※ 構造図による　

工法　 ・ A種　・ B種　・ 認定工法の仕様による

(7.2.6)

(7.2.9)(7.10.3)

種類、ねじの呼び等

12. ターンバックルの

(7.2.7)13. デッキプレート

鉄骨部材への溶接方法

14. スタッドボルト (7.2.8)

建築用ターンバックルボルト

ねじの呼び

建築用ターンバックル胴

板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験　　・ 適用する　・ 適用しない (7.2.10)

16. 溶接接合 (7.6.7)

切断面の仕上げ　※標仕7.6.7(1)(ｶ)(b)②による ･

溶接条件

※ 鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による

※ すべての溶接部について行う

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

平均出検品質限界(AOQL)(%)　　　※ 4.0　　　・ 2.0

検査水準　 ※ 第6水準　　・

※ 行う　　・ 行わない

※ 工場溶接の場合

・ 現場溶接の場合

外観検査　　 ※ 行う（検査率 ※ 全数　 ・ 　　　　）　 ・ 行わない

（H12建設省告示第1464号第2号、鉄骨精度検査基準（JASS6）による）

※製作工場の自主検査はすべての箇所とする。

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲及び塗装種別　　※ 構造図（　　　 ）による(7.8.2)(18.3.2)

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

種別等

亜鉛めっきの種別 材料 適用箇所

最小板厚 6.0mm以上の形鋼、鋼板

最小板厚 3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類 ・

最小板厚 1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

・ A種(HDZT77)

・ B種(HDZT63)

・ C種(HDZT49)

そ
の
他
共
通

1.　軽微な変更への対応

(予め検討)

・ 杭の芯ずれを考慮した検討

予め検討の範囲及び対応方法　　　※ 構造図による　　 ・

・ 杭の長さの変更を見込んだ検討

予め検討の範囲及び対応方法　　　※ 構造図による　　 ・

・ 梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

予め検討の範囲及び対応方法　　　※ 構造図による　　 ・

・

打増し厚さ

・ 打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・ 20mm　　　 ・

・ 10mm　　　 ・ 20mm

・ 外装タイル後張り面の打増し処理

・ 20mm　　　 ・

(6.8.1)

・ 打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

10. 打増し厚さ

せき板の材料

厚さ　　 ※ 12mm　　 ・

材質　　 ※ 複合合板　　 ・ 針葉樹合板　 ・ 広葉樹合板

(6.8.2)(表6.8.1)

※ 合板（ ・ 表面加工品　　 ・ 表面品質B-C　・　　　　　　　 ）

・ 断熱材兼用型枠の使用　　 ※ 建築工事特記仕様書による　　・

スリーブの材種

・ 標仕6.8.2(9)(ｲ)及び標仕 表6.8.1による　　　・

打ち込み量50m3以上となるコンクリート工事においては担当技術者を配置し、監督職員に報告すること。

供試体には、工事受注者がサインしたQC版(供試体型枠側面に張り付ける確認版)を入れる。

単位水量測定・ 行う

実施要領

11. 型枠

12. 生コンの品質管理

13. コンクリートの ※ 行わない

種別 適用箇所

コンクリートの仕上がりの平たんさ

・ a種

・ b種

(6.2.1～6.2.4)（6.14.1）

※ 普通ポルトランドセメント ※ 捨てコンクリート、

　 標仕6.14.1(4)に定める箇所

・ 適用しない (7.1.3)(7.1.4)

3.　製作精度 (7.3.3)※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6「鉄骨精度検査基準」による

(7.12.5)

(7.2.2)

耐火認定　　※ 構造図（　　　　）による　・　

種類等　　※ 構造図（　　　　）による

開先の形状　　※ 鉄骨構造標準図による　・　

エンドタブを切断する箇所、切断範囲　　※ 鉄骨構造標準図による

(7.6.12)

(7.9.2)

(7.12.4)(表14.2.2)

8.　アンカーボルト

9.　縁端距離、ボルト

10.　ボルト孔

15. 材料試験等

17. 入熱、パス間温度の

18. 溶接部の試験

19. 錆止め塗装

20. 耐火被覆

21. 溶融亜鉛めっき

22. 梁貫通孔の補強

※ 構造図（　　　　）による

※ 構造図（　　　　）による

支持層の位置及び土質　　※ 構造図（　　　　）による

杭の支持地盤への根入れ長さ　　※ 構造図（　　　　）による

超音波測定器による孔壁測定　※ 構造図（　　　　）による

・ 構造図（　　　　）による　　 ・

・ 構造図（　　　　）による　　 ・

・ 行う　位置等　構造図（　　　　）による

位置、本数、寸法　　 ※ 構造図（　　　　）による　 ・

試験杭の位置、本数、載荷荷重、試験方法等　　 ※ 構造図（　　　　）による　 ・

試験位置、載荷荷重、試験方法等　 ※ 構造図（　　　　）による　 ・

種類､性能、曲げ強度による区分等　　 ※ 構造図（　　　　）による　　　　 ・

杭先端部形状　　　　 ※ 構造図（　　　　）による

杭の寸法、継手の箇所数 ※構造図（　　　　）による

支持層の位置及び土質　　※ 構造図（　　　　）による

掘削深さ、杭の支持地盤への根入れ長さ　　※ 構造図（　　　　）による

掘削深さ、杭の支持地盤への根入れ長さ　　※ 構造図（　　　　）による

杭頭のふさぎ処理　　 ※ 構造図（　　　　）による　 ・

形状、寸法、仕様等　　 ※ 構造図（　　　　）による　　　 ・

掘削深さ、杭の支持地盤への根入れ長さ　　※ 構造図（　　　　）による

地盤位置　　　　 ※ 構造図（　　　　）による　　 ・

使用箇所等　　　 ※ 構造図（　　　　）による　　 ・

※ 図示（　　　　）

※ 図示（　　　　）

鉄筋の継手位置　※ 各部詳細図参考図による　　・ 構造図（　　　　）による

鉄筋の重ね継手　※ 各部詳細図参考図、標仕表5.3.2による　　・ 構造図（　　　　）による

耐力壁の重ね継手の長さ　※ 標仕5.3.4（3)(ｱ）による ・ 構造図（　　　　）による

鉄筋の定着長さ　※ 各部詳細図参考図、標仕表5.3.4による　　・ 構造図（　　　　）による

※ 標仕表5.3.6による　　・ 構造図（　　　　）による

適用箇所、性能、種類、鉄筋総合のあき等　※ 構造図（　　　　）による　　・

適用箇所、性能、工法、鉄筋相互のあき等　※ 構造図（　　　　）による　　・

※ 各部配筋参考図及び構造図（　　　　）による

壁開口部の補強　　※ 各部配筋参考図及び構造図（　　　　）による

梁開口部の補強　　※ 各部配筋参考図及び構造図（　　　　）による

打継ぎ位置　※ 標仕6.6.4(1)による　　・ 構造図（　　　　）による

目地寸法　　 ※ 幅20㎝以上、深さ10㎝以上　　 ・ 図示（　　　　）による

ひび割れ誘発目地の位置　　 ※ 図示（　　　　）による　　 ・

打増し範囲　　　 ※ 図示（　　　　）による　　 ・

・ MCR工法用シートの適用　　・ 図示（　　　　）による　　

鋼材の種類、形状、寸法　　※ 構造図（　　　　）による　・　

高力ボルトの種類、ねじ呼び寸法　　※ 構造図（　　　　）による

構造用アンカーボルトの種類　　※ 構造図（　　　　）による　・　

建方用アンカーボルトの種類　　※ 構造図（　　　　）による　　・　

・ 羽子板ボルト　　 ・ 構造図（　　　　）による

・ 割枠式　　　　　 ・ 構造図（　　　　）による

・ 構造図（　　　　）による

材質、形状及び寸法　　※ 構造図（　　　　）による

※ 構造図（　　　　）による　 ・

耐火被覆の種類、材料、工法及び耐火性能　　※ 図示（　　　　）による

※ 構造図（　　　　）による

補強形式　　※　構造図（　　　　）による

適用箇所　　※　構造図（　　　　）による

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号

株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

構造関係　特記仕様書 S-01クラブハウス 建設工事

上田市古戦場公園多目的グラウンド

2024.07改訂

※ 上記におる他、平12建告示第1454号、突合せ接手の食い違いの仕口のずれの検査・補強マニュアルによる

※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6「鉄骨精度検査基準」、付表5「工事現場」による

施工の関係上、止むを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、予め検討

を行っている範囲及び対応方法

尚、本検討は計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、品質管理上

の施工誤差を許容するものではない

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状並びに寸法 　※ 構造図（　　　　）による・　

評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に

定める「(　　　)グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場。

・ 監督職員の承諾する製作業者

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲　　※ 標仕7.8.2による　・ 構造図（　　　　）による

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合

するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

・ 混和材 (JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、JIS A 6206に適合する

高炉スラグ微粉末又はJIS A 6202に適合する膨張材)

(6.2.5)(6.6.6)(6.8.3)(表6.2.4、5)

(2) 単位水量の上限値は、標仕6.3.2(2)による。

(3) 単位水量の管理目標値は次のとおりとして施工する。

1)　測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という)±15kg/m3の

範囲にある場合はそのまま施工する。

2)　測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m3の範囲にある場合は、水量変動の原因

を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その

後、設計値±15kg/m3以内で安定するまで、運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定をする。

3)　設計値±20kg/m3を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を

調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車

の測定を行い、設計値±20kg/m3以内であることを確認する。更に、設計値±15kg/m3

以内で安定するまで運搬車の3台毎に1回、単位水量の測定を行う。

4)　3)の不合格生コンについては、確実に持ち帰ったことを確認する。

施工完了後の試験 　※ 外観試験（試験項目、試験方法、不合格となった場合の措置　 ※ 構造図による　)　

※ 超音波測定試験　（試験対象、不合格となった場合の措置　※ 構造図による　)　

　※ 超音波測定試験　（試験対象、不合格となった場合の措置　※ 構造図による　)　

施工完了後の試験 　※ 外観試験（試験項目、試験方法、不合格となった場合の措置　 ※ 構造図による　)　

※標仕図5.3.3、標仕5.3.4(5)(ｲ）(a)～(c)による ・ 構造図による

先組み工法等で、柱及び梁主筋のうち、隣合う継手を同一箇所に設ける場合　・ 構造図による

機械式定着工法の適用　　・ 適用しない・ 適用する（適用箇所及び種類　※ 構造図による

(4) 単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、

コンクリート温度等)と写真により提出する。

(5) 単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は

静電容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

(1) 単位水量の測定は、150m3に1回以上、及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

上田古戦場公園多目的グラウンドクラブハウス建築工事 構造関係仕様書
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一級建築士事務所
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図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
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A1：1/ 75

A3：1/150

軸組計算

必要壁量の計算

１階

階数 地震力に対する必要壁量(cm)

①床面積(㎡) ②見付面積(㎡) 第3表ﾖﾘ

ｘ面 見付面積

風圧力に対する必要壁量（cm）

見付面積(㎡) 第3表ﾖﾘ

ｙ面 見付面積

③

必要壁量（cm）

ｘ方向

①or② 数値大採用

ｙ方向

①or③ 数値大採用早見表ﾖﾘ

20.10 × 50 ＝ 1005.00 52.65 × 50 ＝ 2632.50 2632.50

設計壁量の計算

階数 耐力壁の種類
（第1表 S56建告1100）参照

ｘ方向

壁長(cm)×倍率＝有効壁長(cm)

ｙ方向

壁長(cm)×倍率＝有効壁長(cm)

有　効　壁　量 （cm）

倍率

１階
筋かい　45×90 2.0 （91× 8.0）× 2.0 ＝ 1456.00

ｙ方向ｘ方向

判　　定

1456.00cm

合　　計 ∴ ＯＫ ∴ ＯＫ1456.00 2912.00

2912.00cm

＞ 2632.50cm

100.26 × 14 ＝ 1403.64 1403.64

＞ 1403.64cm

ｘ　方　向

側端部分（Ａ）上 側端部分（Ｂ）下

(cm)

存在壁量
1F

合　　計 合　　計728.00 728.00

ｙ　方　向

側端部分（Ｃ）右 側端部分（Ｄ）左

(91×4.0)×2.0 ＝ 728.00 (91×4.0)×2.0 ＝ 728.00

1F 26.50 20.76

1F 26.50×14 ＝ 371.00 20.76×14 ＝ 290.64

床面積

(㎡)

必要壁量

(cm)

壁量充足率

存在壁量　　

　　／必要壁量

1F 728.00／371.00 ＝ 1.96 728.00／290.64 ＝ 2.50

両方の壁量充足率 ＞ 1　∴ ＯＫ

壁 率 比
1F 1.96／ 2.50 ＝ 0.78 ＞ 0.5　∴ ＯＫ

1F

合　　計 合　　計

1F 24.84 26.50

1F 24.84×14 ＝ 347.76 26.50×14 ＝ 371.00

1F

両方の壁量充足率 ＞ 1　∴ ＯＫ

1F

1092.001092.00

1092.00／347.76 ＝ 3.14 1092.00／371.00 ＝ 2.94

2.94／ 3.14 ＝ 0.93 ＞ 0.5　∴ ＯＫ

耐力壁の配置（四分割法）検討

1FL
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0.84
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1.
62

1.
37

1.016.47
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14.76
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0.80

2.0
0

0.80

2
.00
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■ 軸組計算用　見付面積の算定
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■ 四分割法　面積の算定
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クラブハウス棟 壁量判定 S-04クラブハウス 建設工事
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四
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六

七

八

九

柱頭柱脚金物 平面図

告示表三

（い）

（ろ）

（は）

（に）

（ほ）

（へ）

（と）

（ち）

（り）

（ぬ）

（－）

Ｎ値

0

～0.65

～1.0

～1.4

～1.6

～1.8

～2.8

～3.7

～4.7

～5.6

5.6超

短ほぞ差し及びカスガイ打ち

長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L

山形プレートVP又はかど金物CP-T

羽子板ボルト又は短冊金物（ｽｸﾘｭｰ釘なし）

羽子板ボルト又は短冊金物（ｽｸﾘｭｰ釘あり）

10kN 引き寄せ金物

15kN 引き寄せ金物

20kN 引き寄せ金物

25kN 引き寄せ金物

15kN 引き寄せ金物×2

金物名

S-05クラブハウス 建設工事
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録
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株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所
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ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（ﾌｯｸ付）M12 L=450
　丸座金・二重ﾅｯﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（ﾌｯｸ付）M12 L=450
　丸座金・二重ﾅｯﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（ﾌｯｸ付）M12 L=450
　丸座金・二重ﾅｯﾄ

基礎伏図
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ＦＧ１

基礎詳細図

鉄　筋：SD295A

コンクリート

Fc＝24N/mm2（躯体・土間）

Fc＝18N/mm2（捨てコン）

土間コンクリートt=150

　配筋：D10＠200（ﾀﾃ･ﾖｺ共）

A1：1/30

A3：1/60
ロッカー室棟　基礎伏図 S-06

長期地耐力：30KN/m2

クラブハウス 建設工事
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６通り 軸組図
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４通り 軸組図

符　号
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ロッカー室棟　小屋伏図・軸組図 S-07クラブハウス 建設工事
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コンクリート
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Ⅰ 工事概要

2. 建物概要

1. 工事場所

階 数 延面積 消防法施行令
構 造

(階) (㎡) 別表第一の区分

――――

建 物 名 称 備 考

項 目 特 記 事 項

化学物質を発散する

建築材料等 (1)から(5)を満たすものとする。

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、その

他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が

極めて少ないものとする。

(3) 接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用

する。

(2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少ないものと

し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ない

ものとする。

ものとする。

(4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ない

(5) 上記(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が

極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとする。

ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

ホルムアルデヒドの放散量 該　当　す　る　建　築　材　料

① JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のあるJAS規格品

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b. 接着剤等不使用

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

材料使用

d. ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

塗料使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

塗料等使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

① JIS及びJASの F☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

③ 旧JISのE○規格品

④ 旧JASのF○○規格品

規　制　対　象　外

第　三　種

工事現場の電気工作物(電路、自動扉、自動シャッター、電動機等も含む)の保安業務を行うものとする。

契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行う。

施工計画書

実施工程表及び

電気工事士

電気保安技術者

施工条件明示項目

使用材料名、製造業者名、発注先等を記載した調書を作成し提出する。

(1) 実施工程表、総合施工計画書は、工事着手に先立ち速やかに提出する。

(2) 工種別の施工計画書は、当該工事に先立ち速やかに提出し、品質計画に係る部分は監督職員の承諾を

受けること。

使用材料発注先調書

発生材の処理

(4) 再利用又は再資源化を図るもの

工事用仮設物

監督員事務所

すべて請負者の負担とする。

足場・さん橋類

　(　・ A種[施工箇所面に枠組足場を設ける]　　・ B種[施工箇所面に単管本足場を設ける]

負担とする。

・ C種[仮設ゴンドラを使用する]　　　　　・ D種[移動式足場を使用する]　　　　　　)

本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用は、請負者の

・

(1) 引渡しを要するもの　　　 ・ 無　　　 ・ 有　(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(2) 引渡しを要するもの以外　 ・ 構外搬出し、関係法令により適切に処理をする。

(3) 特別管理産業廃棄物　　　 ・ 無

・ 有 (PCB使用機器: 関連法令により適切に処理し建物管理者に引き渡す)

・無　・ 有 ( ・ 廃蛍光管　 　・ コンクリート　　 ・ 木材

・ アスファルト　 　・ 金属くず　 　・ ダンボール類　)

・ 備品 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

構内に作ることが　 ・ できる　　　 ・ できない

・ 別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

・ 本工事で設置する。

・ 外部足場

・ 内部仮設足場等 ( ・ 架台足場　 ・ 移動式足場　 ・ 移動式室内足場　 ・　　　　　　)

項 目 特 記 事 項

10

3. 工事種目

(○印のついたものを適用する。)

昇 降 機 設 備

構 内 通 信 線 路

構 内 配 電 線 路

中 央 監 視制 御 設 備

ガ ス 漏 れ警 報 設 備

非 常 警 報 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

自 動 火 災報 知 設 備

防犯・入退室管理設備

駐 車 場 管 制 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

テレビ共同受信設備

誘 導 支 援 設 備

拡 声 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

情 報 表 示 設 備

構 内 交 換 設 備

構内情報通信網設備

発 電 設 備

静 止 形 電 源 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

受 変 電 設 備

雷 保 護 設 備

電 熱 設 備

動 力 設 備

電 灯 設 備

工 事 種 目

非常放送装置

予備配管

インターホン・トイレ呼出し設備

時計設備

電話設備

LAN用配管

直流電源装置

幹線、分岐

幹線、分岐

番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4. 図面目録　　　　 ・ 別紙参照 ・ 下記の通り

番 号

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

図 面 名 称 図 面 名 称

Ⅱ 工事仕様

1. 共 通 仕 様

(1) 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)

特 記 事 項項 目

機材

(社)公共建築協会による「建築材料・機材等品質性能評価事業」における評価対象となる電気設備

下表に示す材料・機材等(○印のもの)の製造者等は次の1)から6)のすべての事項を満たすものとし、この

承諾を受ける。

証明となる資料または外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出し監督員の

機材の品質・性能証明

1)　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

3)　安定的な供給が可能であること。

4)　法冷等が定める場合は、その許可・認可・認定または免許を取得していること。

5)　製造または施工の実績があり、その信頼性があること。

・

・

・

LED照明器具

・

・

・

・

電気錠

その他、監督員の指示によるもの

材 料 ・ 機 材 名 材 料 ・ 機 材 名

6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等なものとする。

ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

機材等

建 物 別 及 び 屋 外

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

項 目

工事の着手に先立ち、撮影計画の作成を行い、監督職員へ提出すること。

(最新年度版)」(以下、「標準仕様書」という。)、「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新年度版)」(以下、

(2) 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

特記仕様は別紙「特記仕様書(共通事項)」によるほか次の各項目による。

2. 特記仕様

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

による。

「改修標準仕様書」という。)及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(最新年度版)」(以下、「標準図」という。)

下表による。ただし、これによりがたい場合は監督員との協議による。

・

・

・

・

A種接地

B種接地

C種接地

D種接地

リード端子付　堀削埋戻中心深さ 　 2m　 埋設標(黄銅製又はステンレス製)

リード端子付　堀削埋戻中心深さ 　 2m　 埋設標(黄銅製又はステンレス製)

リード端子付　堀削埋戻中心深さ　1.5m　 埋設標(黄銅製又はステンレス製)

接地棒(10φ×1、500) 　リード端子付　打ち込み式

埋設標(黄銅製又はステンレス製)

銅板 1.5t×900×900　 補助接地棒(連結式10φ×1,500)

銅板 1.5t×600×600　 補助接地棒(連結式10φ×1,500)

銅板 1.5t×300×300　 補助接地棒(連結式10φ×1,500)

5. 接地極

6. その他

1.　工事現場の環境 工事現場のイメージアップ

改善について ・ 仮囲い周辺の美化　　 ・　

地域住民への情報提供

・ 完成予想図の設置　　 ・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成　　

地域住民とのコミュニケーション

・ 現場見学会の開催　　 ・　

住民に対する災害防止関係

・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　　　 ・　

2.　不具合の確認

3.　産業廃棄物等の

取扱い

(1) 廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理(分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の

行為)するときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」(以下「廃棄物処理法」という)に

基づき、適正に行うこと。

(2) 廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を

取得している者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物

処理業の許可証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画

書」を監督員に提出すること。

4.　環境対策関係 (1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

(4) 熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

なお、運搬ルートの選定に当たっては影響の少ない最短ルートを選定すること。

※ 設けない　 ・ 設ける ( 規模:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

3. ハンドホール

下表による。(梯子は各ハンドホールに設置する。蓋取外し用ジャッキを1組納入する。)

・ コンクリート相互間などは、エポキシ系樹脂接着剤により接着する。

・ ブロックの仕様は国土交通省仕様に準ずるものとする。

・ ハンドホールにノックアウト部分を設けてはならない。

・ 配管貫通部は、原則として根巻きコンクリート(F=18N/mm以上)とし、差し筋D10タテヨコ@200で補強する。

・ 補強方法については、あらかじめ監督員にハンドホール製作図を提出して承諾を受けて施工する。

ブロックハンドホール　(寸法は内法を示す。底部とはハンドホール内側底部をいう)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

ハンドホール　No.-

1,500×1,500×1,500D　　　底部 GL-1,740以上

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　　 (アルミ梯子付)

1,200×1,200×1,500D　　　底部 GL-1,700以上

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　 (アルミ梯子付)

1,000×1,000×1,400D　　　底部 GL-1,600以上

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　　 (アルミ梯子付)

1,000×1,000×1,100D　　　底部 GL-1,300以上

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　　 (アルミ梯子付)

1,000×1,000× 900D　　　底部 GL-1,060以上

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　　 (アルミ梯子付)

900× 900×1,100D　　　底部 GL-1,260以上

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　　 (アルミ梯子付)

900× 900× 900D　　　底部 GL-1,060以上

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　　 　(既製足場付)

600× 600× 680D　　　

蓋 WPM-60A　　(Eマーク入) 　　　 　(既製足場付)

450× 450× 680D　　　　　　※ 植栽帯等車両の通行の恐れがない場所、

蓋 WPM-45B　　(Eマーク入)　　　　　収容ケーブルが少ない場所に限る

・ ハンドホール　No.-
× × D

蓋 　　(Eマーク入)

・ ハンドホール　No.-
× × D

蓋 　　(Eマーク入)

名　　　　称 測　点 取付高(mm)

壁 掛 形 親 時 計 床上～中心

アッテネーター

壁掛形スピーカー

1,500

(上端1,900以下)

(天井高)×0.9

(天井高)×0.9

1,300

〃

〃

〃

表 示 盤 床上～中心 (天井高)×0.9

1,300壁 付 発 信 器 〃

ベ ル 〃 (天井高)×0.9

ブ ザ ー 〃 (天井高)×0.9

押 ボ タ ン 〃 1,300

〃 (身障者用押釦) 〃 900

身障者用表示灯 2,000〃

復 帰 ボ タ ン 1,800

1,500

1,100

壁付インターホン

　〃　(身障者用) 〃

床上～中心

〃

壁付位置ボックス

〃 　(一般)

　(壁付インターホンを除く)

〃 　(和室)

〃

〃

300

150

時
計
・
拡
声

表

示

イ
ン
ター

ホ
ン

子 時 計

受 信 機

副 受 信 機

機 器 収 容 箱

発 信 器

ベ ル

消 火 栓 表 示 灯

床上～操作部

〃

床上～中心

〃

〃

〃

800～1,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500

(天井高)×0.9

(天井高)×0.8

テ
レ
ビ
共
同
受
信

機 器 収 容 箱

ア ウ ト レ ッ ト

〃 　(一般)

〃 　(和室)

床上～中心 (天井高)×0.9

〃

〃

300

150

火

災

報

知

図面に特記なきものは下表を標準とする。但し下表によりがたい場合には監督員との協議による。

名　　　　称 測　点 取付高(mm)

取 引 用 計 器

引 込 開 閉 器

警 報 盤

地上～上端

床上～上端

床上～中心

分 電 盤 床上～中心

2,000

1,800

1,500

1,500

(上端1,900以下)

〃

〃

〃

〃

〃

〃 (便所等)

〃 　(和室)

コンセント(一般)

〃 (身障者用)

タンブラスイッチ 1,300

1,100

300

150

500

150〃 　(台上)

ブラケット(一般)

台上～中心

床上～中心 2,100

　　〃　　(踊場)

　　〃　　(鏡上)

〃

鏡端～中心

2,500

150

避 難 口 誘 導 灯 床上～下端 　　1,500以上

　　1,000以下廊下通路誘導灯 床上～上端

床上～中心 1,500壁 掛 形 制 御 盤

手 元 開 閉 器 〃 (上端1,900以下)

押ボタン

操作スイッチ・ 〃 1,300

室 内 端 子 盤 床上～下端 300

(廊下・室内)

中 間 端 子 盤

(EPS・電気室)

集 合 保 安 器 箱

壁付アウトレット

　ボックス(一般)

　 〃　(和室) 150〃

〃 300

〃 (天井高)×0.9

床上～中心 1,500

共

通

電

灯

動

力

電

話

4. 機器取付高

防火区画等の貫通処理 電線等が防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合、その施工状況について貫通個所の両面から写真

撮影し、工事写真として提出する。

(2) 低圧地中配線にあっても地中線埋設標識シートを敷設する。

取り合い

(1) EM-EEFは紫外線による劣化を抑止する性能を持たせ、「タイシガイセン EM-EEF」と表記されたものを

(2) EM-UTP は JIS X 5150「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材料及びシースにJIS規格による

EMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたものを使用する

使用する

埋込分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合は(25)を1本、5個以上の場合は

(25)を2本、天井まで立上げる。

予備配管

電線・ケーブル

呼び線 長さ1m以上の入線しない電線管には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。金属製電線管の塗装

埋め戻し土

建設発生土の処理

プルボックス (1) 露出するプルボックスの本体及びふたの仕上げは、メラミン焼付塗装とする。

(2) 露出するプルボックスのふたの止めねじは化粧ビスとする。

フラッシュプレート

プレートの用途表示 プルボックス、ジョイントボックス及び機器を実装しないプレートには、用途を明示した略標をつける。

配線器具 タンブラスイッチは連用形とする。

すべてキャップ付とする。

壁付けコンセント(2P15A)は原則として連用形とする。ただし、2口の場合は複式を、また(2P15A)以外は

機器への接続

照度測定

盤類 (1) 分電盤等の図面ホルダーに、単線結線図・絶縁抵抗測定表・接地抵抗測定表を収納する。

(2) 端子盤には、線番表・結線表を備え付ける。

グリーン購入の推進

本工事の動力制御盤より別途電動機等への配線の接続は本工事とする。

他工事又は他工種との 工事区分表(平成　　年版)による。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議する。

長野県グリーン購入推進方針に基づく調達項目

・ 屋外　　 ・ 屋内 ( 機械室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ A種 [山砂の類: 水締め、機器による締固め]

・ C種 [他現場の建設発生土の中の良質土: 機器による締固め]

・ D種 [再生コンクリート砂: 水締め、機器による締固め]

・ 管の下部は50㎜以上砂を敷きならし、管の上部100㎜以上砂を用いて締め固める

(1) 地中線路上には、次の材料によるケーブル埋設票を設ける。 　・ 鉄製　　 ・ コンクリート製

図面に特記あるもの及び特殊なものを除き　 ・ 金属製　　　 ・ 樹脂製

・ 測定場所:　・ 各室(測定箇所数　　　箇所)　 ・ 廊下　　　　 ・ 階段

用　　途:　・ 非常用照明　 ・　一般照明

・ 学校施設における室内照度測定(測定教室:　　個所、　測定黒板面:　　個所)

※ 教室の照度は、1教室当たり机上面9か所、黒板垂直面9か所で測定する

<建設機器> ・ 排出ガス対策型建設機器　 ・ 低騒音型建設機器

<資材>　　 ・ 照明制御システム　　　　 ・ 変圧器　　　 ・ (　　　　　　　　　　　　　　)

ケーブル埋設標

(3) 配管埋設幅が750㎜を超える場合は、地中線埋設標識シートは2本以上敷設する。

※ 完成図 ( ※ 設計図書で示したもの全て　　 ・ 標仕表1.7.1による　　・ 監督員の指示による)

取外し再使用機器は、原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後取り付ける。

ただし、絶縁劣化等で使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

法人建築研究所監修)」による。なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと

する。

(1) 設計用水平地震力

機器の重量[kgf]に、設計用標準水平地震度を乗じたものとする。

なお、特記なき場合、設計用標準水平地震度は次による。

設計用標準水平地震度

一般機器 重要機器 一般機器重要機器

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.61.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.51.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.01.5

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

水槽類(※1)

防振支持の機器

機器

水槽類(※1)

防振支持の機器

機器

水槽類(※1)

防振支持の機器

機器

機器種別

地下・1階

中 間 階

上層階、屋上及び塔屋

設置場所

(2) 設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

(※1)水槽類にはオイルタンク等を含む。

◎ 重要機器の定義は次による。

◎ 上層階の定義は次による。

2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

13階以上の場合は上層4階とする。

・ 交換機　　　 ・ 自動火災報知受信機　 ・ 中央監視装置　　　　 ・　

・ 受変電設備　 ・ 発電設備　　 ・ 直流電源設備　　　　 ・ 交流無停電電源装置

・　特定の施設 ・　一般の施設

　

※ (社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格

・ 施工士の適用(第1種、第2種)　あと施工アンカー施工士※による

・ 性能確認試験(　　本)　　 ・ 施工後確認試験(　　本)を確認強度( 　kN)にて行う

確認試験　　 ・ 引張試験

耐震施工

あと施工アンカー

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政

※ B種 [根切り土の中の良質土: 機器による締固め]

※ 場外搬出処理　　　 ・ 構内の指定場所に敷き均し

(施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず監督員の立会いを要する。)

工事しゅん工後10ヶ月、20ヶ月（新営に限る）に不具合の確認を行い、その結果を書面で上田市長

あてに報告する。

※ 現場説明書による

工事写真

工事用電力・水・その他

再使用機器

1.

2.

15.

14.

13.

12.

11.

8.

7.

6.

5.

4.

3.

しゅん工時提出物

9.

10.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

完成図等

※ 監督員の指示による　　　 ・

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)8章2節8.2.4及び12節による。

(3) しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写真等

を添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に提出すること。

・ 見開きA1版 1部（ビニール製本）　 ・　　　　　　　　　　　　　

※ 保全に関する資料(1部)　　・

※ CADデータ ( ※ CD-R (1部)　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　)

作成方法　　 ※ 製本　　　　 ※ 見開きA3縮小版 2～3部（黒表紙金文字製本）

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、

関連書類及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に

安全教育、研修及び訓練を行うこと。

するほか、実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、

工事日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備

するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回程度実施し、工事日誌へ記録

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え

監督員及び工事検査の際に提示できるようにすること。

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施

することがあるので、検査に協力すること。

完成図など維持管理に関する書類は、しゅん工後30日以内に提出し、必要に応じて取扱説明を行うこと。

5.　安全対策関係

6.　工事検査

7. 被害届等

8. 施工図等の取扱い

9. 完成図等

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

電気設備工事　特記仕様書 E-01

上田市下之条

木造 地上1 地下0 100.26クラブハウス棟

地上1 地下0ロッカー室棟 鉄骨造

地上1 地下0テラス棟 木造 49.71

地上1 地下0倉庫棟 鉄骨造 9.42

15項

クラブハウス 建設工事

93.90

10. 提出物 上記による他、監督員の指示による。

2024.07改訂

上田古戦場公園多目的グラウンド

上田古戦場公園多目的グラウンド クラブハウス電気設備工事 特記仕様書
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123 A3:1/ 500
A1:1/1000 E-02クラブハウス 建設工事

配　置　図

既 存キ ュービ クル

上田古戦場公園多目的グラウンド
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散
水
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防球ネット

既存キュービクル

ポール　９ｍ

EM-CE-8.0-3c
EM-CET-38

電灯トランス １０KVA→３０KVAに変更

受電LBS　ｆG20A　→　ｆG30Aに変更

電灯トランス PC　f5A　→　ｆ10Ａに変更

電灯トランス CT　300：5A　→　200：5Aに変更

電灯トランス AM　300：5A　→　200：5Aに変更

進相コンデンサ20KVAに変更

電灯　100A　ブレーカー　増設

既存キュービクル改修

動力　 75A　ブレーカー　増設

EM-CET-38（FEP40）
EM-CE-8.0-3c（FEP30）

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1:1/100
A3:1/200

幹 線 図
クラブハウス 建設工事 E-03

上田古戦場公園多目的グラウンド
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別 図参照

PVK.BOX　　WP　

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/ 75

A3：1/150
幹線・電灯渡り配線図 E-04クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド



盤　名　称盤　名　称

１　３Ｗ

２１０／１０５Ｖ

φ

　Ｌ

主　開　閉　器
回路

番号

分岐開閉器

（ＡＦ／　ＡＴ）

負荷容量

（ＶＡ）

電圧

（Ｖ）
負　荷　名　称主　開　閉　器

回路

番号

分岐開閉器

（ＡＦ／　ＡＴ）

負荷容量

（ＶＡ）

電圧

（Ｖ）
負　荷　名　称 負　荷　名　称

回路

番号

分岐開閉器

（ＡＦ／　ＡＴ）

負荷容量

（ＶＡ）

電圧

（Ｖ）

回路

番号

分岐開閉器

（ＡＦ／　ＡＴ）

負荷容量

（ＶＡ）

電圧

（Ｖ）
盤　名　称 主　開　閉　器

（埋込型）

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

１

２

３

４

５

６

７

８

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

１０５

９

１１

１０

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

事務室・談話室・テラス照明

入口スロープ・脱衣室側・外壁照明

脱衣室・多目的トイレ照明

女子トイレ照明

男子トイレ照明

会議室照明

ロッカー室棟照明

事務室コンセント①

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

１０５

１０５

談話室コンセント①

事務室コンセント②

談話室コンセント②

会議室コンセント①

会議室コンセント②

通路コンセント

多目的トイレコンセント②

多目的トイレコンセント①

多目的トイレ便座コンセント

女子トイレコンセント②

女子トイレコンセント①

女子トイレ便座コンセント①

女子トイレ便座コンセント②

女子トイレ便座コンセント③

女子トイレ便座コンセント４

男子トイレコンセント①

男子トイレコンセント②

男子トイレ便座コンセント①

男子トイレ便座コンセント②

３５

３６

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

自動点滅器・タイマー制御

ロッカー室棟ｺﾝｾﾝﾄ

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

１０５ ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

１０５ ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

２番回路　外部自動点滅器制御用タイマー取付型

EM CET- 38

Ｐ

φ３　３Ｗ

２１０Ｖ

備　　　考備　　　考

１

２１０

２１０

２１０

２１０

２１０

２１０

２１０

２１０

２１０

２
EM CE- 8.0-3c

ＥＬＢ　３Ｐ　　３０／５０

ＥＬＢ　３Ｐ　　３０／５０

２１０

ＥＬＢ　３Ｐ　７５／１００

ＭＣＢ　３Ｐ　６０／６０

参考型番　PNP6-03SC

参考型番　ESA10-46-TMJC

１０５ ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０

１０５ ＭＣＢ　２Ｐ　　３０／２０ 予 備

会議室　空調動力　室外機

談話室　空調動力　室外機

１０５

１０５

１０５

１０５

脱衣室（審判・1）コンセント

脱衣室（2・3・4）コンセント

電動水抜栓操作盤

事務室空調室外機

シャワー室通路空調コンセント

談話室空調Ａ室内機

談話室空調Ｂ室内機

会議室空調Ａ室内機

会議室空調Ｂ室内機

４４

４５

４６

多目的トイレパネルヒーター

女子トイレパネルヒーター

男子トイレパネルヒーター

ロッカー室Ａ－１空調コンセント

ロッカー室Ａ－２空調コンセント

ロッカー室Ｂ－１空調コンセント

ロッカー室Ｂ－２空調コンセント

水飲み足洗場防水コンセント

縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録（株）エービーシー・一級建築士務所株式会社 エ－ビ－シ－ A1：1/30工事名 図　名〒386-0018　上田市常田２－２７－２５ 第１３７３６３号
一級建築士事務所 A3：1/60TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123 　中 澤 栄 二

事業年度

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 電 灯 盤 ・ 動 力 盤 結 線 図 E-05
上田古戦場公園多目的グラウンド

　クラブハウス 建設工事
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電灯盤　２番回路

タイマー設置型（２１時消灯）

J

JJJ

J

J J

J

盤へ

クラブハウス棟　電灯設備図 E-06
事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/30

A3：1/60クラブハウス 建設工事

EM-EEF 1.6-3c

EM-EEF 1.6-3c（アース）

EM-EEF 2.0-3c

上田古戦場公園多目的グラウンド
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クラブハウス棟　コンセント設備図 E-07
事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/30

A3：1/60クラブハウス 建設工事

EM-EEF 2.0-3c

上田古戦場公園多目的グラウンド
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クラブハウス棟　空調電源設備図 E-08

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/30

A3：1/60クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド
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クラブハウス棟 E-09

※非常用照明装置の適用緩和
　（平12建告1411号）

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123
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上田古戦場公園多目的グラウンド
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ロッカ－室棟　電灯設備図 E-10
事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123
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ワイド２１　ほたるスイッチ　樹脂プレート（ネーム付）

アウトレットボックス（塗代付）　　設備支給換気扇スイッチ用

トイレ換気扇は熱線センサースイッチに接続となります。

EM-EEF 1.6-3c

EM-EEF 1.6-3c（アース）

EM-EEF 2.0-3c

上田古戦場公園多目的グラウンド
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ロッカ－室棟　コンセント設備図 E-11

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123
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埋込コンセント

２ＥＴ

EM-EEF 2.0-3c

2P15A×2+EET

上田古戦場公園多目的グラウンド
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ロッカ－室棟　空調電源設備図 E-12

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５
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上田古戦場公園多目的グラウンド
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ロッカ－室棟　誘導標識・消火器設備図 E-13

※非常用照明装置の適用緩和
　（平12建告1411号）

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

A1：1/30

A3：1/60クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド



照明器具リスト
※　型番は、パナソニック製品を参考に示す。

Ｓ

ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

パナソニック　直付ＸＦＸ２００ＡＥＮＬＥ９

一般タイプ、８００ｌｍタイプ

消費電力５．９Ｗ、定格出力型、電 圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボ ネート（乳白）

光束維持時間４００００時間（光束 維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

パナソニック　直付ＸＦＸ４３０ＡＥＮＬＥ９

一般タイプ 、３２００ｌｍタイプ

消費電力２ ０．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板 （白色粉体塗装）

ライトバー （カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時 間４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５ ０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置は ライトバー側に内蔵

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ２３０

パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＤＥＮＬＥ９

一般タイプ、５２００ｌｍ タイプ

消費電力３１．９Ｗ、定格 出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装 ）

ライトバー（カバー）：ポ リカーボネート（乳白）

光束維持時間４００００時 間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒ ａ８３

電源装置はライトバー側に 内蔵

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ２３０

パナソニック　直付ＸＦＸ４６０ＤＥＮＬＥ９

一般タイプ、６９ ００ｌｍタイプ

消費電力４３．１ Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色 粉体塗装）

ライトバー（カバ ー）：ポリカーボネート（乳白）

光束維持時間４０ ０００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００ Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライト バー側に内蔵

ＬＥＤシーリングライト　３０形丸形蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＷ５１７０４ＷＣＦ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ ８３

器具光束９６５ｌｍ、消費電 力１０．７Ｗ、電圧１００Ｖ

防湿型・防雨型、拡散タイプ 、ネジ込み方式

プラスチック（ホワイト）

カバー：アクリル（乳白）

ＬＥＤシーリングライト　２０形丸形スリム蛍光灯１灯相当

パナソニック　ＬＧＢ５２６０４ＬＥ１

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、拡散タイプ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、光源寿命４ ００００時間（光束維持率７０％）

器具光束１７６０ｌｍ、消費電力１５Ｗ、電圧 １００Ｖ

ソフトターン方式、カチットＦ

カバー：アクリル（乳白つや消し）

ＬＥＤ高演色ミラーライト　Ｗ６２０

パナソニック　ＮＮＮ１３５１０ＬＥ１

標準タイプ、５０００Ｋ、高演 色Ｒａ９３、高演色タイプ　クラス２

器具光束１３５０ｌｍ、消費電 力１１．７Ｗ、電圧１００Ｖ

カバー：プラスチック（乳白）

サイドカバー：プラスチック（ ホワイトつや消し）

壁面（横向け）取付専用

幅６２０・高８７・出しろ１１ ０

ダウンライト　６０形ダイクール電球１灯器具相当

パナソニック　ダウンライトＸＡＤ１１２０ＮＫＣＥ１

ＬＥＤフラットラン プφ７０　クラス４００　１灯（口金ＧＸ５３－１）

昼白色（５０００Ｋ ）、Ｒａ８３

器具光束４４０ｌｍ 、消費電力５Ｗ、電圧１００Ｖ

集光タイプ、高気密 ＳＢ形

枠：鋼板（ホワイト つや消し）

光源寿命４００００ 時間（光束維持率７０％）

埋込穴φ１００

パナソニック　ダウンライトＸＡＤ３１２０ＮＫＣＥ１

ダウンライト　１００形ダイクール電球１灯器具相当

ＬＥＤ フラットランプφ７０　クラス７００　１灯（口金ＧＸ ５３－１）

昼白色 （５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光 束７００ｌｍ、消費電力７．３Ｗ、電圧１００Ｖ

集光タ イプ、高気密ＳＢ形

枠：鋼 板（ホワイトつや消し）

光源寿 命４００００時間（光束維持率７０％）

埋込穴 φ１００

パナソニック　シーリングライトＸＬＧＥ５００３ＣＥ１

シーリングライト　６０形電球１灯器具相当

Ｌ ＥＤフラットランプφ７０　クラス５００　１灯（口金 ＧＸ５３－１）

昼 白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器 具光束４４０ｌｍ、消費電力５Ｗ、電圧１００Ｖ

拡 散タイプ、天井直付型・壁直付型、防雨型、ネジ込み方 式

プ ラスチック（ホワイト）、カバー：アクリル（乳白）

光 源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

WTK24878W

定　格 8A　100～242V AC

1
4.
2

59
.2

8.
3

φ87

（明るさセンサ付・AC100～242V）（ホワイト）

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ（屋内軒下共用）（親器・８A

広角検知形）（検知後連続動作時間約10秒～30分可変形）

WTK29118W

定　格 5mA　12V DC

11
.2

5
9.

2
8.

2

φ87

（屋内専用）（子器）（ホワイト）

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ
Ｓ

WTK29328W

約10秒～30分可変形）（AC1 00V）（ホワイト）

天井取付　熱線センサ付自動スイッチ（屋内専用）（子器・広角検知形

換気扇接続端子付）（換気扇200W・検知後換気扇連続動作時間Ｓ

定　格 2A　100V AC

14
.2

5
9.

2
8.

3

φ87

WTK26048W

約10秒～30分可変形）（明るさセンサ付）（ホワイト）

トイレ天井取付　熱線センサ付自動スイッチ（屋内専用）

（換 気扇連 動用 ・1.2A）（換 気扇10 0W・検 知後連 続動作 時間

定格電圧　100V AC
定　格

定格電流　照明1.2A　換気扇1A

1
1.

2

5
9.

2
8.

3

φ87

Ｓ

ＷＴＡ５８２２ＷＫ

アドバンスシリーズ　埋込熱戦センサ付自動スイッチ用

操作ユニット(２回路用)(マットホワイト)

１５Ａ ２５０Ｖ定　格

8
5.

369

28.217.75

6
8.

7

23.224.9

1
10

（照明・換気扇連動用）（ホワイト）１５Ａ　２５０Ｖ　ＡＣ

コスモシリーズワイド２１　埋込熱線センサ付自動スイッチ用操作ユニット

熱線センサ用スイッチ：１５Ａ　２５０Ｖ　ＡＣ
定　格

文字表示用スイッチＣ：１５Ａ　３００Ｖ　ＡＣ

切

照 明

連 続 入

自 動

換 気 扇

1
1
0

24

23

25.2 24.9

ＷＴＣ５８２０７Ｗ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｉ 　Ｊ 　Ｋ

子親 換

１５ Ａ ２５ ０Ｖ定　格

アドバンスシリーズ　埋込熱線センサ付
自動スイッチ用操作ユニット（マットホワイト）

28.2

69

68
.7

1
10

23.224.9 18.9

85
.3

Ｃ

ＷＴＡ５８２０ＷＫ

プレート（１連用）（簡易鍵付）（グレージュ）

アドバンスシリーズ　防雨厚型スイッチガード

ＷＴＡ７９７１ＨＣ

69
.7

43 36

1
3
2

75

スイッチガードプレート共スイッチガードプレート共スイッチガードプレート共

コスモシリーズワイド２１

ガードプﾚｰﾄ（スイッチ1連用）（取付枠付）

ＷＴＣ７９７１

ＷＴＡ５８２２ＷＫ用
ＷＴＡ５８２０ＷＫ用

ＷＴＣ５８２０７Ｗ用

75

1
3
0
.
4

1
3
2

36

ＬＥＤウォールライト　２０形

ＬＥＤ内蔵、 電源ユニット内蔵

防湿型・防雨 型

本体：ステン レス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

天井直付型・ 壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

器具光束９９ ０ｌｍ、消費電力１０Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

５０００Ｋ、 Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８ ５％）

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８００ＫＬＥ９
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上田古戦場公園多目的グラウンド



Ⅰ 工事概要

1. 工事場所

2. 建物概要

階 数 延面積 消防法施行令
構 造

(階) (㎡) 別表第一の区分
耐震分類

―――― ――――

建 物 名 称 備 考

方 法 及 び 種 別

空 調 方 式

冷 暖 房 方 式

暖 房 方 式

換 気 方 式

給 水 方 式

設 備 概 要

・ ガス焚吸収式　 　　・ 空冷ヒートポンプ　 ・

・ 温風暖房　　 ・ 温水暖房　　 ・ FF暖房　　　 ・ 電気暖房

・ 水道直結式　 ・ 加圧式　　　 ・ 高置タンク式 ( ・ 上水　 ・ 井水 )

・ 局所換気　　 ・ セントラル方式　　　　　　　 ・

・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・

・ 建物内汚水、雑排水 ( ・ 分流 ・ 合流 )　 ・ 建物外汚水、雑排水 ( ・ 分流 ・ 合流 )

浄化槽　　 ( ・合併　・ 単独　) 放流先　　（ ・公共下水　・　　　　　）
排 水 方 式

3. 設備概要　(○印を付けたものを適用する)

倉庫・書庫

機械室

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

(　　　　　　　)

区 分 保 温 外 装

倉庫・書庫

機械室

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

(　　　　　　　)

区 分 保 温 外 装

屋内露出

屋外露出 ・ ステンレス鋼板 　　　　　・ 保温化粧ケース

・ 保温化粧ケース

・ ステンレス鋼板 　　　　　・　カラー亜鉛鉄板

・ カラー亜鉛鉄板 　　　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

・ ステンレス鋼板 　　　　　・　

・ カラー亜鉛鉄板 　　　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

・ アルミガラスクロス 　　　・　

( ・ 排水トラップ ・ 鉛管　 　・ 鋼管類　 ・ ビニール管　 ・ ドレーン管　 ・　　　　　　 )

( ・ 屋内消火管　 ・ 水抜きできない管　　 ・ スプリンクラー配管　 ・　　　　　　　　　　　 　)

・ 排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。なお仕様はd(ハ)とする。

・ 消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

・ 圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・ 大便器は保温する。

・ 共同溝の保温種別 ( ・ ピット内に準ずる　　 ・　　　　　　　　　　)

・ ダクトの保温外装は下表による。

・ 配管の保温外装は下表による。(冷媒管は除く)

・ 冷媒管の保温の外装は下表による。なお保温化粧ケースの材質は図示による。

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

・ 屋外露出部(給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、弁類)は

防凍保温を行い、厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径32mm以上のものは40mmとする。

・ 屋外露出部(給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、弁類)は

・ 各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。(　　　　　　　　　　　　　　)

(1) 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

(2) 新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

1. 設計温湿度

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

一 般 系 統

屋 内
外 気

夏 季

冬 季

%

%

℃

℃

%

%℃

℃

%

%℃

℃

%

%

℃

℃

2. 居室騒音限界 下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

A特性　(dB) NC値室 名

2　
　
空
気
調
和
設
備

3　
　
冷
暖
房
設
備

3. 煤煙濃度計

4. ばいじん量測定口

4　
　
暖
房
設
備

5. 煙道

6. ダクト

伸縮継手、掃除口及びばい煙量測定口の位置は図示による。　

7. 風量測定口 取付部は図示による。

8. チャンバー (1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

したチャンバーには点検口を設ける。尚、点検口の大きさは図示による。

(3) 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施工する。

(2) 空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で、消音内貼り

9. 防煙ダンパー

定格入力は、DC24V、0.7A以下とする。

復帰方式 ( ・ 遠隔　 ・　　　　　　　　)

10. ピストンダンパー

11. 弁類

12. 温度計

13. 圧力計

14. 瞬間流量計

15. 油面制御装置

復帰方式 ( ・ 遠隔　 ・　　　　　)

取付部は図示による。

取付部は図示による。

標準仕様とする。

JIS又はJV( ・ 5K　　 ・ 10K(図示部分) )

コック付とし、形式及び取付部は図示による。

・ 設ける　　 ・　

・ 設ける(測定口は80φとする)　 　・　

・ 低圧ダクト　 　・ 高圧1ダクト　　　・ 高圧2ダクト

・ アングルフランジ工法　 ・ スパイラルダクト

・ コーナーボルト工法 ( ・ 共板フランジ工法　　 ・ スライドオンフランジ工法 )

制御盤には ( ・ 給油ポンプ制御　 ・ 満油警報 ・ 遠隔警報 ・ 電磁弁制御　 ・ 返油ポンプ制御

・ 減油警報　 ・　　　　　　)の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の

・ 設ける(ピット内は除く)　　 ・ 設けない

・ 取付箇所 　　( ・ 大便器 　・ 小便器 　・　　　　　　)　　材質 　　( ・ 陶器製 　・　　　　　 )

・ 止水栓付

・ 陶器製 ( ・ 露出　　 ・ 埋込 )

・ 陶器製 ( ・ 露出形　 ・　　　　)

・ 節水コマ ・ 固定コマ　　 ( ・ 寒冷地対応形　 ・　　　　　　　　 )

・ 露出　　 ・ 隠ぺい　 ・ 水抜き装置付

・ 個別感知フラッシュ方式　 ( ・ 埋込　　 ・ 露出 )

・ 不凍結装置付　 ・ 感知小便器一体型フラッシュ方式

温風乾燥機能 ( ・ 有 ・ 無 )　脱臭 ( ・ 有　 ・ 無 )

加熱方式 ( ・ 貯湯式　 ・ 瞬間式)　 給水方式 ( ・ 給水管直結給水方式　 ・ ポンプ加圧給水方式 )

・ バキュームブレーカー　 ・ 不凍結装置付　 　・ 低圧フラッシュバルブ (　　　　　　　　　　)

・ 水抜き装置付

・ 有　　 ・ 無

5. 小便器洗浄管

7. 化粧棚

6. 水栓

8. 石けん受

9. 洗面器

10. 標記板

11. 大便器耐火カバー

4. 小便器洗浄弁

2. 大便器ロータンク

3. 温水洗浄式便座

1. 大便器洗浄弁　
　
衛
生
器
具
設
備

8

使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編 表1.5.1・表4.1.11の使用電線類の規格による。

(機器、盤類は除く)

屋外・屋内露出の電線は図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠蔽の配線は図面に特記のない限りケーブル配線とする。

　
　
自
動
制
御
設
備

7

図示による

1. 中央監視制御装置

2. 中央監視制御装置の

構成・機能

3. 電気計装工事の配線

準ずる。

「建築設備定期検査業務基準書平成20年度版」((財)日本建築設備昇降機センター)の排煙風量の検査方法に4. 排煙風量測定

・ 亜鉛鉄板　　 ・　

図示による

・ 厨房・浴室系統の排気用ダクトの水抜き　　 ( ・ 要　 ・ 不要 )

・ アングルフランジ工法　　　 ・ スパイラルダクト

・ 低圧ダクト　　 ・ 高圧1ダクト　・ 高圧2ダクト

・ 浴室(シャワー室、脱衣室を含む)系統　 　・　

・ 厨房系統の長方形排気用ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

・ コーナーボルト工法 ( ・ 共板フランジ工法　　 ・ スライドオンフランジ工法 )

6

3. 排煙口手動開放装置

2. 排煙口の形式

1. ダクト

6. 耐火措置

5. チャンバー

4. 排気ダクトのシール

3. ダンパー

2. 風量測定口

自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

空気調和設備の該当項目による。

空気調和設備の該当項目による。

取付位置は図示による。

1. ダクト　
　
換
気
設
備

5

開放及び復帰方式　　 ・ ワイヤー式 　・ 電気式　 ( 遠隔操作　・ 不要　 ・ 要 )　

　
　
排
煙
設
備

屋内　　 ・ 65A以下は1/50、75A以上は1/100以上　　・

屋外　　 ・ 1/100以上　　・　

JIS又はJV　・水道直結部分　( ・ 10K　　　・　　　　) ・ その他の部分 ( ・ 5K　　　 ・　　　　　 )

・ 標準図　施工4、5 ( ・(a)　 ・ (b)　・ (c) )による。

・ 不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

・ 要　　 ( ・ 本工事　 ・ 別途工事 ) 　　・ 不要

・ 水道事業者指定品　 ( ・ 貸与品　 ・ 買取り ) ・ 標準図MC形

・ 親メーター　 ( ・ 貸与品　 ・　　　　　 )　　・ 子メーター 　( ・ 買取り 　・　　　　　 )

ため桝

図示の箇所に取付ける。

桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。

3. 満水試験継手

4. インバート桝、

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

2. 排水勾配

1. 洗面器等の排水管　
　
排
水
設
備

10

　
　
給
水
設
備

9

6. 建物導入部配管

5. 給水勾配

4. 引込納付金等

3. 弁類

2. 量水器桝

1. 量水器

11

設
備

給
湯

12

設
備

消
火

1. 弁類

1. 屋内消火栓箱

JIS又はJV　( ・ 5K　 ・ 10K　(図示部分) )

13

器
設
備

厨
房
機

1. 機器の寸法

2. 燃焼機器

概略寸法とする

14　
　
ガ
ス
設
備

1. 充てん容器

2. 集合装置

3. 転倒防止等

4. メーター

5. ガス漏れ警報器

6. 引込負担金

7. 電気防食

8. 建物導入部配管

・ 別途　 ( ・ 50kg　　 ・　　　　　 )

・ 親メーター　 ( ・ 貸与品　 ・　　　　　 )　・ 子メーター ( ・ 買取り　 ・　　　　　 )　

・ 要　　 ・ 不要

・ 要 ( ・ 別途工事 ・ 本工事 )　 ・ 不要

・ 本工事(図示による)　 　・ 別途工事

・ 標準図　施工4,5 ( ・ (a)　・ (b)　・ (c) )による。

・ HB-1A　　 ・ HB-1B　　・　

・ 標準図　施工4,5 ( ・ (a)　・ (b)　・ (c) )による。3. 建物導入部配管

2. 消火器具 ・ 消火器（スタンド共）（消防法施行令第10条に拠る）　 ・

使用ガス ・ 都市ガス ( 発熱量　　　 KJ/Nm3、供給事業者名:　　　　　　　　)

・ 液化石油ガス ( 発熱量 100,000 KJ/Nm3)

15　
　
そ
の
他

1.　工事現場の環境

改善について

地域住民とのコミュニケーション　 ・ 現場見学会の開催　　 ・　

地域住民への情報提供　　　 ・ 完成予想図の設置　　 ・ 情報掲示板の設置　　 ・ パンフレットの作成

工事現場のイメージアップ　 ・ 仮囲い周辺の美化　　 ・　

住民に対する災害防止関係　 ・ 現場出入口周辺への誘導員の配備　　 ・　

2.　不具合の確認

3.　産業廃棄物等の

取扱い

(1) 廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理(分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の行為)する

行うこと。

ときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」(以下「廃棄物処理法」という)に基づき、適正に

(2) 廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を取得して

いる者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物処理業の許可

すること。

証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をまとめた「廃棄物処理計画書」を監督員に提出

4.　環境対策関係 (1) 現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。

(3) 汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等、環境の回復に努めること。

(4) 熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

(2) 夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

なお、運搬ルートの選定に当たっては影響の少ない最短ルートを選定すること。

(続き)

保温及び消音内貼り

工事しゅん工後10ヶ月、20ヶ月（新営に限る）に不具合の確認を行い、その結果を書面で上田市長あてに

報告する。(施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず監督員の立会いを要する。)

35. 防凍保温

36. 試験

37. 他工事との取合い

・ 換気ダクトの保温要(保温厚25mm)　　　 ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・ 建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・ 空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・ 還りダクトの保温要(保温厚25mm)　　　 ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 排気ダクトの保温要(保温厚25mm)　　　 ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 外気取入れダクトの保温要(保温厚25mm) ・ 範囲は図示による　 　・　

・ 全熱交換器用ダクトの保温要(保温厚25mm)　 ・ 範囲は図示による　 　・　

保温種別は下記による

ダクト　　　　　　　　　　　　 ・ イ ( ・ 1号　・ 2号 )　 ・ ロ

冷温水、冷水、温水、蒸気管　　 ・ イ　　　　　　　　　　　 ・ ロ

機器　　　　　　　　　　　　　 ・ イ　　　　　　　　　　　 ・ ロ

給水管　　　　　　　　　　　　 ・ ハ　　　　　　　　　　　 ・ ロ (凍結防止帯巻部分)　

排水管　　　　　　　　　　　　 ・ ロ　　　　　　　　　　　 ・　

給湯管　　　　　　　　　　　　 ・ イ　 　　　　　　　　　　・ ロ

(2) 設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・ 給水装置 ・ 排水装置 ・ 換気機器 ・ 空調機器 ・ 防災設備 ・ 監視制御設備

・ 危険物貯蔵装置 ・ 火を使用する設備　　 ・ 避難経路上に設置する機器　 ・

機械改修工事標準仕様書第2編5章による。

土中埋設管(排水含む)は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。

吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする

勾配とする。

給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向かって下り

コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね1回巻きとする。また、

給水管、消火管の埋設深さは(　　　　　)mmとする。又、ガス管の埋設深さは(　　　　　)mmとする。

図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分は埋設標示

ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

確認試験　 　・ 引き抜き試験

・ 性能確認試験(　　本) ・ 施工後確認試験(　　本)を確認強度( 　　)kNにて行う

下記の金属電線管は塗装を行う。

下記の保温を行わない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は塗装を行わない。

振動絶縁効率
遠心送風機

空調用ポンプ及び

揚水用ポンプ及び

ボイラー給水用ポンプ

小形給水ポンプユニット

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

検査対象　　 ・ 配管　　 ・ 煙道　　 ・　　　　　・　

抜取率　　　 ・ 標準仕様書による　　 ・　

検査の種類　 ・ RT　　　 ・ PT又はMT

・ 屋外露出　 ・ (　　　　　)の屋内露出

・ 倉庫　　　 ・　

振 動 絶 縁 効 率基 礎機 器

・ 標準基礎　 ・ 防振基礎

・ 標準基礎　 ・ 防振基礎

・ 標準基礎　 ・ 防振基礎

・ (　　)% 以上　　 ・　

・ 　 80 % 以上　　 ・　

・ 　 80 % 以上　　 ・　

・ 別図による

標準共通仕様書第2編によるほか下記による。

フランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ(グランド部を含む)、フランジ、可とう継手及び空調ダクトの

23. あと施工アンカー

24. 吊金物

25. 配管勾配

26. 管の保護

27. 管の埋設

28. 管の埋設表示

30. 塗装

31. 機器の基礎 及び

32. 電線類

33. はつり

34. 保温及び消音内貼り

番 号

4. 図面目録　　　　 ・ 別紙参照 ・ 下記の通り

図 面 名 称 番 号 図 面 名 称

29. 溶接部の非破壊検査

＊ (社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格

・ 施工士の適用(第1種、第2種) あと施工アンカー施工士＊による

4.　「重要機器」とは下記に示すものとする。

8. 監督員事務所

9. 工事用電力・用水等 この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

※ 完成図 ( ※ 設計図書で示したもの全て　　 ・ 標仕表1.7.1による　　・ 監督員の指示による)

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

工事に先立ち手引き第2編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には廃棄物等処理報告

書を作成し提出する。

(4) 再利用又は再生資源化を図るもの

(コンクリート塊、アスファルト塊、木くず、金属くず、塩ビ管、　　　　　　　　　　　)

標準仕様書第1編1.7.4によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレス線等で取付ける。

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板(アクリル樹脂製、文字彫込み程度)を

設ける。大きさは、約(　　　　)㎡とする。

(1) 機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

(2) 電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

・ 改修機械設備標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

・ 別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　　　 ・ 本工事で負担する。

・ 内部仮設足場等 ( ・　　　種　・　　　種)　 ・ 外部仮設足場等 ( ・　　種　・　　　種)

・ 監督員が指示する構内の場所に敷ならし　 ・ 構内指定場所にたい積　　 ・ 構外搬出適切処理

・ 根切中の良質土(ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂)　　　 ・ 山砂の類

根切中の山留め　 ・ 有(　　　　　　　)　 ・ 無

(1) 引渡しを要するもの　 ・ 無　 ・ 有 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(2) 引渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令により適切に処理すること。

(3) 特別管理産業廃棄物　 ・ 無　 ・ 有 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ 飲料水の水質の測定　 ( ・ 水質基準検査10項目(一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、

塩化物イオン、有機物等(TOC)、pH、味、臭気、色度、濁度) ・ トルエン)

飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

・ 風量調整　 ・ 水量調整 ・ 室内外空気の温湿度測定　 ・ 室内気流及びじんあい測定　 ・ 騒音測定

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)による。

地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

(1) 設計用水平地震力は、機器の重量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)に、次に示す

設 置 場 所

上層階、屋上及び塔屋

中 間 階

地下階、一階

(注) 1. (　　)内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

2. 〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0

(2.0)

〈2.0〉

1.5

(1.5)

〈1.5〉

1.0

(1.0)

〈1.5〉

1.5

(2.0)

〈1.5〉

1.0

(1.5)

〈1.0〉

0.6

(1.0)

〈1.0〉

1.5

(2.0)

〈1.5〉

1.0

(1.5)

〈1.0〉

0.6

(1.0)

〈1.0〉 〈0.6〉

(0.6)

0.4

〈0.6〉

(1.0)

0.6

〈1.0〉

(1.5)

1.0

耐 震 安 全 性 の 分 類

・ 特定の施設 ( ・ 甲類 ・ 乙類) ・ 一般の施設 (乙類)

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

11. しゅん工時提出物

10. 完成図等

12. 足場・さん橋類

13. 資材の保管

14. 建設発生土

15. 埋め戻し土・盛土

16. 山留養生

17. 発生材処理

18. 文字入名札等

19. 取扱説明板

20. 総合調整

21. 容量等の表示

22. 耐震措置

7. 技能士の適用 ・ 配管(1.2)　・ 冷凍空気調和機器(1.2)　　・ 熱絶縁(1.2) ・ 建築板金(1.2)　・ 監督員の指示による

※ 監督員の指示による　　　 ・

3.　「上層階」は、2～6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階とする。

6. 電気保安技術者 電気保安技術者を設置する。

※ 設けない　 ・ 設ける

承諾を受ける。

使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を作成し、監督職員の2. 使用材料発注先調書

3. 施工条件明示項目

・ ・ その他監督職員の指示によるもの

建築材料等 1)から5)を満たすものとする。

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の

1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF,パーティクルボード、その他の

少ないものとする。

木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて

する。

2) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものと

する。

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものと

ものとする。

4) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ない

5) 上記1)、3)、4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルム

なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは、発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの

発散量が極めて少ないものとは、発散量が第3種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用する

ものとするが、該当する材料等が無い場合は第3種のものを使用するものとする。

アルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

① JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のあるJAS規格品

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b. 接着剤等不使用

ホルムアルデヒドの

発散量
該 当 す る 建 築 材 料

規 制 対 象 外

d. ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

① JIS及びJASの F☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

③ 旧JISのEo規格品

④ 旧JASのFco規格品

第 三 種

4. 化学物質を発散する

5. ペーストシール剤 飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている下記の

物質を材料及び製造工程に使用されていないこと。

ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド・トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン・

パラジクロロベンゼン・テトラデカン・クロルピリオス・フェノブカルブ・ダイアジノン・

フタル酸ジ-n-ブチル・フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

※ 現場説明書による

・

・ (社)公共建築協会による「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」における評価対象となる

機械設備機材等

・

●　品質及び性能を有することの証明となる資料を提出する機材等

仕様は適用しない。

(2) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記の工事

2. 特記仕様

(1) 章及び項目は番号に　　印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項のうち選択する事項は ・ 印の付いたものを適用し、 ・ 印のままのものは適用しない。

章 項 目 特 記 事 項

1. 機材等 (1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用する。但し、

受ける。

1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

4) 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

3) 安定的な供給が可能であること。

5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっては、

1　
　
一
般
共
通
事
項

システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出し監督職員の承諾を

製造業者等が記載されている場合は同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

(2) 下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の1)から6)すべての事項を満たすものとし、この証明となる

1. 共通仕様

Ⅱ 工事仕様

「改修標準仕様書」という)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(最新年度版)」(以下、「標準図」という)による。

(最新年度版)」(以下、「標準仕様書」という)、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(最新年度版)」(以下、

(1) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、保温厚は34.項に準じる。

作成方法　　 ※ 製本　　　　 ※ 見開きA3縮小版 2～3部（黒表紙金文字製本）

・ 見開きA1版 1部（ビニール製本）　 ・　　　　　　　　　　　　　

※ CADデータ ( ※ CD-R (1部)　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　)

※ 保全に関する資料(1部)　　・

(3) しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写真等

の写しを添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に提出すること。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1、表4.1.11による。

・ 標準図　施工72による　　本組

・ 標準図　施工73 ( ・ (a)　・ (b) )による

研修及び訓練を行うこと。

(1) 工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全教育、

実施結果、実施状況の写真、安全教育に使用した資料等も整理すること。

(3) 原則として代理人（主任）以外の第三者により、月1回以上店社による安全パトロールを行い、工事

日誌へ記載するほか、点検内容等を別書面に記録し、実施状況の写真を撮影すること。

随時、実施状況の写真を撮影すること。

(4) 下請業者にKY（危険予知）、TBM（作業内容の打合せ）活動等を実施させ、その記録を整備するとともに、

及び使用した資料等を整理するとともに、随時、実施状況の写真を撮影すること。

(5) 下請業者を含め、作業員に対し現場内容に即した新規入場者教育、安全教育・訓練等を実施し、関連書類

(2) 安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回程度実施し、工事日誌へ記録するほか、

(6) 上記の(2)～(5)の活動については、記録・書類及び写真を整備したものを現場に備え、

監督員及び工事検査の際に提示できるようにすること。

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

あるので、検査に協力すること。

施工途中において工事検査担当職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施することが

完成図など維持管理に関する書類は、しゅん工後30日以内に提出し、必要に応じて取扱説明を行うこと。

上記による他、監督員の指示による。10. 提出物

5.　安全対策関係

6.　工事検査

7. 被害届等

8. 施工図等の取扱い

9. 完成図等

2024.07改訂

上田市下之条

クラブハウス棟

ロッカー室棟

テラス棟

倉庫棟

木造

鉄骨造

木造

鉄骨造

地上1 地下0 100.26

地上1 地下0

地上1 地下0 49.71

地上1 地下0 9.42

15項

3) 接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、

34.0

-10.0

28.0

22.0

成行

成行

600

外壁より1ｍ

OA,SA,RA,EA　全て

93.90

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

機械設備工事　特記仕様書 M-01クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド

上田古戦場公園多目的グラウンド クラブハウス機械設備工事 特記仕様書



※ 各工事の区分表

備　　　 　　　　 考衛生電気建築
自動

制御

ＪＩＳ ､ ＪＷＷ Ａ､ ＷＳＰ 規格品

ＪＩ Ｓ 規 格品

ＪＩ Ｓ 規 格品

継 手 類

衛生器 具類

ガス給 湯器

メ － カ － 名 機 器 名 称

Ｅ ＨＰエ アコン

電気 パネル ヒ－タ－

換気扇 ･ 送風機

排水 金物

塩ビ製小 口径桝

メ － カ － 名

イン タ－セントラル ･ 日本シ－ズ線

長谷川鋳工 ･ 伊藤鉄工

ア ロン化成 ･ 前 澤化成

ダイキ ン ・ 日立プラ イアン ス ･ 三菱電機

東 陶機器 ･ リクシル

機 器 名 称

弁 類

管 材

冷暖房

換気

ノ －リツ ･ リンナイ

給気ｸﾞﾘﾙ ･ ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

三菱電機 ･ パナソ ニック

三菱電機 ･ メルコエアテック

仮 設 仮設電力･上水使用 料金

上･下水引込負担 金 ･分担 金

構 造 基礎･床貫 通スリ－ ブ

同上補強

同上穴埋 め補修

機械基 礎 屋外空調 屋外機、 ガスボ ンベ基礎

壁 ･ 天井 ･ 床等 点検口

天井開口 及び補強 、壁補 強

ガラリ 類 ドアカラ リ

器具 ･ 流し 腰掛便器､小 便器 ､オス トメイト ､掃除 用流し

洗面器 (水栓･排水金物一式 ）

洗面器カウンタ ー

化粧鏡

工 事 項 目 細 目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

工事

給 水

排 水

電動式水 抜栓コン トロ－ ラ配管配線 ○

○

給 湯 器 ガス給湯器 リモコン 配管 配線

エアコ ン 一次側電 源配管配 線

室内外機 間の渡り 配線

リモコン 用配線

換気扇･送風機 天井扇 ･壁付 換気扇･空 調換気扇 ･パイ プファン

スイッチ 配 管配線

○

○

○ ※ スイッチ類電 気ヘ支給

消火器 別途工 事

クラブハウス棟の北西側下水管路工事

○

○

別途

○

外構

工事

○

※ コントロ－ ラへの電源供給は電 気

・・ ・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・ ・ ・

・・ ・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・

・・・ ・

・・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・・ ・・・ ・ ・

・鋼管

塩ビライニング鋼管

耐熱性ライニング鋼管

ステンレス鋼管

ＪＷＷＫ－Ｋ１１６

ＪＷＷＫ－Ｋ１４０

ＪＩＳ－Ｇ３４５９

銅管 ＪＩＳ－Ｈ３３００

ビニル管 ＪＩＳ－Ｋ６７４２

ＪＩＳ－Ｋ６７４２

ＪＩＳ－Ｋ６７４１

ＪＩＳ－Ｋ６７４１

ＪＩＳ－Ｋ６７７６

ガス用ポリエチレン管

外面被覆鋼管

排水用塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

耐火二層管

ポリエチレン被覆鋼管

密着一層ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

塩化ビニル被覆鋼管

ポリエチレン二層管 ＪＩＳ－Ｋ６７６２

被覆付ポリブデン管 ＪＩＳ－Ｋ６７９２

ＪＩＳ－Ｋ６７７４

ＷＳＰ－０４１

ＷＳＰ－０４２

ＪＩＳ－Ｋ６７４１

ＪＩＳ－Ｇ３４６９

ＪＩＳ－Ｇ３４６９

冷媒用被覆銅管

ＪＷＷＫ－Ｋ１１６

白

ＳＧＰ－ＶＢ

黒

ＳＧＰ－ＶＤ

ＳＧＰ－ＨＶＡ

Ｍ型

ＶＰ 水道用

耐衝撃性

ＶＰ 一般管

ＶＵ 薄肉管

ＨＴＶＰ 耐熱用

水道用

水道用

ＰＥＰ

消火用

ＶＰ 繊維ﾓﾙﾀﾙ

ＰＬＰ

ＰＬＳ

ＰＬＶ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ保温材

保温厚(8mm～10mm)

ＪＩＳ－Ｇ３４５２

ＪＩＳ－Ｇ３４５２

給 水 管

屋

内

屋
内
埋
設

屋
外
埋
設

屋

内

屋
内
埋
設

屋
外
埋
設

※ 配 管 材 料

呼　　称 規格番号 管　　種

・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・

G

ガ ス 管

屋

内

埋

設

屋
外
露
出

排 水 管 通 気 管 給 湯 管

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

雨 水 管 冷 媒 管 ドレン管

R D

屋

内

屋

内

屋
外
埋
設

屋
外
露
出

屋

内

屋

内

屋
外
露
出

備　　　　　考

給水 給 湯

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

※ 保温仕様 区　　分

用　　　　　　　途

施 工 箇 所

屋 内露出（一 般居室 ・廊下）

屋 内露出（機 械室・ 書庫・倉 庫）

屋 内隠蔽（天 井内・ ＰＳ内）

屋 内隠蔽（床 下暗渠 ピット内 ）

屋 外露出

多 湿箇所（浴 室・厨 房等）

保 温材料

コ ンクリート 埋設

※　 保温材施 工種別 （ ※ 以下国 土交通省 公共工事標準 仕様書に 準じる)

Ａ： 保温材＋ 鉄線（ 粘着テー プ）＋ 合成樹脂カ バー

Ｂ： 保温材＋ 鉄線（粘 着テープ ）＋原紙 （なし） +アルミ ガラスクロ ス

Ｃ： アルミガ ラスク ロス保温 材＋ア ルミガラス クロス 粘着テー プ

Ｄ： 保温材＋ 鉄線＋ ポリエチ レンフ ィルム＋（ ・カラ ー鉄板　 ・ステ ンレ ス板）

・

・

・

・・

・

・

・

・ ・

・

・

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○

VD管の屋外埋設は、水抜栓の二次側とする

Ｅ： 保温材＋ 鉄線＋ ポリエチ レンフ ィルム＋着 色アル ミガラス クロス

Ｆ： 鋲＋アル ミガラ スクロス 化粧保 温板＋アル ミガラ スクロス 粘着テ ープ

Ｇ ：アル ミガラス クロス化粧保温帯 ＋アルミ ガラス クロス 粘着テー プ

Ｈ ：防食 テープ（ １／２重ね）２回 巻

Ｉ ：ペト ロラタム テープ（１／２重 ね）＋保 護用防 食テー プ巻

Ｊ ：配管 化粧ダク ト

※ 　ＰＦ ：ポリス チレンフォーム　 　ＧＷ： グラス ウール 　　ＲＷ ：ロッ クウ －ル

排水 消火 温水 冷 媒 ド レン
ﾀﾞｸﾄ ﾀﾞｸﾄ

Ｃ

矩 形 ｽﾊﾟｲﾗﾙ

Ｇ

通気

Ｃ

地中 埋設 (屋内外）

Ｊ

〔特 記〕

2､ 外気取入 れダクトは､外壁面から全て保温する(GW25t)

1、 屋外露出部 （給水 管、給湯管 、弁類） は自己制 御型電 気ヒータ ー等の防 凍対策を 行う

○

・

3､ 排気ダクトは､外壁面より1000mmは GW25t巻とする

ＪＩＳ－Ｋ６７４１ ＶＰ ｶﾗ-ﾊﾟｲﾌﾟ ・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・・ ・ ○

シャワ－ ユニット （コイ ンシャワー） ○

Ｅ

GW20 GW20 GW25 GW20 GW25

※ 木野縁補強は 建築工事

ミニキッチ ン

※　機材メ－カ－リスト(参考）

屋外雨水 排水工事

○

○

○

手すり（ L型手 すり、跳ね 上げ式 手すり） ○

ベビーチ ェアー、 ベビー シート、フィッテ イング ボード ○

○圧縮・ﾌﾟﾚｽ

事業年度 縮尺 No.

上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課 図　名工事名
設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

―（株）エービーシー・一級建築士務所
〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

M-02配管材料、保温仕様、工事区分
クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド



衛生設備　器具表　

衛生器具名 品　番

洋風大便器

掃除流し 横水栓T23AEQ20C ｱﾝｸﾞﾙ形水栓TN114 床排水 ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ ﾘﾑｶﾊﾞ-付

WＶφ
数量

電　源
仕　様　/　規　格　/　付　属　品機　器　名　称記号

衛生設備　機器表　

参考型番設置場所

化粧カガミ 800*350

屋外排水桝リスト 配管勾配 1/50

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾝﾊﾟｸﾄ便器 ﾀﾝｸ式(掃除口付) 蓋固定ﾀｲﾌﾟ 防露ﾀﾝｸSH596BAYR, ｳｫｼｭﾚｯﾄTCF6544(貯湯式) 、二連紙巻器 YH650

SK-22A

防錆化粧鏡YM3580AC

CS597BCS

計

男
子
ト
イ
レ GHW-1 ガス給湯器 1 100 188 1屋外壁掛形 ｴｺｼﾞｮ-ｽﾞ95% 高効率 給湯能力 50～2.2 号 (出湯温度可変式) 屋外 RUXC-SE5001W-S

桝No 種類 仕様 管ｻｲｽﾞ 管底GL± 備考

ｍｍ ｍｍ

1 小口径塩ﾋﾞ桝

UT 100*75-200φ

100 -600 男子トイレ汚水

2 小口径塩ﾋﾞ桝 100 -660

3 小口径塩ﾋﾞ桝 90Y 100-100 -200φ 鋳鉄蓋　T-2 100 -700

4

中間ｲﾝﾊﾞｰﾄ

小口径塩ﾋﾞ桝 100 -740

5 合流ｲﾝﾊﾞｰﾄ 小口径塩ﾋﾞ桝 90Y 100-100 -200φ 100

6 小口径塩ﾋﾞ桝 100 -830

8 公設桝 小口径塩ﾋﾞ桝 100 -920 既存排水本管より取り出し

7 中間ｲﾝﾊﾞｰﾄ 小口径塩ﾋﾞ桝

90L 100-200φ

100 -880

-760

洋風大便器 高座面対応 防露ﾀﾝｸSS30BFKL, 便器洗浄ﾕﾆｯﾄTCA578, ｳｫｼｭﾚｯﾄTCF5841PR, 二連紙巻器YH650CS20AB

小便器 低ﾘｯﾌﾟ(塩ﾋﾞ排水管用）小便器自動ﾌﾗｯｼｭ弁TEA62ADFS(乾電池ﾀｲﾌﾟ）ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰUFH500

洗面カウンター MK50C1600(2連)

止水栓,排水金物(床給水･床排水)×2 ,ﾊﾟｲﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰⅹ2, ﾌﾞﾗｹｯﾄ×3

オストメイトパック 壁掛壁排水汚物流し ﾘﾓｺﾝ便器洗浄ﾕﾆｯﾄ(AC100V）紙巻器・電気温水器・側板共　 水石鹸入なしUAS81LDC2NW

壁掛け洗面器 自動水栓一体形電気温水器付 REAH03B11RS25SK 壁給水･壁排水 取付金具L270D

手摺り 樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ 前出120mm 700×700 固定金具,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ共T112CL10

手摺り 樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ 跳ね上げ 700L 固定金具,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ共T112HK8R

ベビーチェアー 平壁設置ﾀｲﾌﾟ 300×250×950H 取付金具共YKA15S

トイレ擬音装置 手かざしタイプ（乾電池式）YES400DR

ｶﾞｽ消費量LPG 91.9kw

足
洗
場
水
飲
み
場

女
子
ト
イ
レ

多
目
的
ト
イ
レ

事
　
務
　
室

1

1

1

6

5

1

1

1

6

1

4

2

2 4

4

1

1

1

1

2 2 1

1

1

1

2 4

1

ﾎﾞｳﾙ一体ﾀｲﾌﾟ(ﾎﾞｳﾙ×2 ﾌﾟﾚ-ﾝﾀｲﾌﾟ）一方ｴﾌﾟﾛﾝ 1600L 自動単水栓 TLE26SS1A×2 1

仕　様　・　付　属　品

設置場所

ﾄﾗｯﾌﾟ桝

ﾄﾗｯﾌﾟ桝

ﾄﾗｯﾌﾟ桝

合流ｲﾝﾊﾞｰﾄ

UT 100*75-200φ

UT 100*75-200φ

90L 100-200φ

鋳鉄蓋　T-2

鋳鉄蓋　T-2

鋳鉄蓋　T-2

鋳鉄蓋　T-2

鋳鉄蓋　T-2

鋳鉄蓋　T-2

男女トイレ雑排水

女子トイレ汚水

多目的トイレ雑排水

多目的トイレ汚水

シャワー室雑排水

22.5L 150*100-200φ 鋳鉄蓋　T-2

塩ビ製小口径桝

ａ

掘
削

深
さ

ｈ

管
埋

設
深

さ
H

ａ D

10
0

10
0

D

埋戻土

埋設表示ﾃ-ﾌﾟ

余盛（舗装のない場合）突き固め

玉石は除く

100φ以上の

15
0

根伐幅

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ(砂)

▽ＧＬ

管埋設深さ 1000mm未満

Ｈ

200mm

400mm

余幅 ａ

管埋設深さ 1000mm以上1500mm未満

１．給水管と排水管が平行する場合、水平実間隔を500以上とする

３．排水管については、埋設表示テープは不要とする

２．給水管と排水管が交差する場合も同様とする

H≦1200mm

1200mm＜

Ｈ Ａφ

150φ

200φ

Ｂφ

75φ

75φ

防護蓋

T-8､T-14､T-25

T-8､T-14､T-25

蓋周囲のｺﾝｸﾘ-ﾄ巻

特記による

特記による

４．Ｄ : 管の呼び径

土中埋設管の布設

土間配管の防食及び保護

※　蓋仕様は桝リスト参照

砕　石

600 × 600

▽ＧＬ

Ｈ

1
0
0

1
0
0

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ(砂)

小口径桝本体

VP50

▽ＧＬ

透水シ－ト

Ｈ

（
高

さ
は

現
場

合
せ

)

塩ビ蓋ICO-H150φ

5
0
0

600 × 600

砕石充填

（吊りボルトの場合）

支持材
ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ

（６ｍ／ｍ鉄筋の場合）500以内

鋼管（外面被覆鋼管は除く）は全て防食処置、ﾋﾞﾆﾙ管は必要に応じ防護を行う

保　　護：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃ-ﾌﾟ1/2重ね1回巻

１．吊り間隔は＠1000mm内外とする

ただし、 部分については、外面被覆鋼管及びﾋﾞﾆﾙ管とも、保護を行う

６ｍ／ｍ鉄筋
１０φ全ネジボルト

ダブルナット

管
埋

設
深

さ
H

1
0
0

2
5
0

指示による

▽ＧＬ

面取り
鋳鉄蓋 BI-2 200φ

硬質塩ビ管（VP200）

400 × 400

名
札

5
0
0

内蓋
（ﾐｶｹﾞ）

塩ビ製密閉蓋ICO-H型

Ａφ
鋳鉄製防護ﾊｯﾄ

Ａφ

Ｂφ
塩ビ製密閉蓋ICO-HV型

(通気口)

密閉式内蓋ITO-R型

VU管
VU管

VU管 VU管

電動式水抜栓駆動部

電 動 式 水 抜 栓 ボ ッ ク ス

ドレン浸透桝（塩ビ製 AMKT100-150）

VP150φ

給排水設備　施工標準図

給湯ﾘﾓｺﾝ、配管ｶﾊﾞｰ　その他付属品一式

ベビーシート 横向きﾀｲﾌﾟ 780×135(使用時560)×1145(使用時950) 取付金具共YKA25N 1 1

＜建築工事＞

散水栓 T28UNH13 ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付散水栓、SUS製ﾎﾞｯｸｽ共 2 2

屋
　
　
　
外

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

衛生設備　機器器具表 M- 03クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド



換気設備　機器表　

設置場所 参考型番記号 機　器　名　称 仕　様　/　規　格　/　付　属　品
電　源

数量
φ Ｖ W

＜クラブハウス棟＞

＜ロッカー室棟＞

VL-100ZS31 100 44 1 事務室ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁHEX-1 給排気 24H換気

VD-20ZB14150φ*260CMH*80Pa 1 100 49 2 男女トイレｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁFV-1 排気天井扇

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(給気用:防虫網、排気用:ｶﾞﾗﾘ)

全熱交換機 天井ｶｾｯﾄ型

VL-100ZS31 100 44 2 談話室ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁHEX-2 給排気 24H換気

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(給気用:防虫網、排気用:ｶﾞﾗﾘ)

全熱交換機 天井ｶｾｯﾄ型

VL-250ZSD31 100 60 1 会議室AｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁHEX-3 給排気 24H換気

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(給気用:防虫網、排気用:ｶﾞﾗﾘ)

全熱交換機 天井ｶｾｯﾄ型

VL-200ZSD31 100 59 1 会議室BｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁHEX-4 給排気 24H換気

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(給気用:防虫網、排気用:ｶﾞﾗﾘ)

全熱交換機 天井ｶｾｯﾄ型

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150Φ(排気用:ｶﾞﾗﾘ)

VD-15ZP14100φ*100CMH*60Pa 1 100 23 1 多目的トイレｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁFV-2 排気天井扇 ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(排気用:ｶﾞﾗﾘ)

1 100 4.7 5 シャワー室PF-1 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ V-08PP8排気 100φ*40CMH*30Pa ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(排気用:ｶﾞﾗﾘ)

VD-18ZLXP14-CS1 100 40 4 ロッカー室ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁFV-3 排気天井扇 ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150Φ(排気用:防虫網)24H換気

VD-10Z141 100 9.3 1 用具室FV-4 排気天井扇 100φ*50CMH*50Pa ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(排気用:ｶﾞﾗﾘ)

P-18GLF624H換気給気ｶﾞﾗﾘOAG-1 5150Φ、150CMH(20Pa),24H:300CMH(5Pa)、風量調節,ﾌｨﾙﾀｰ付き、 ロッカー室給気

P-13GLF6給気ｶﾞﾗﾘOAG-2 1100Φ、50CMH(10Pa)、　　　　　風量調節,ﾌｨﾙﾀｰ付き、 用具室給気

部屋名 床面積
天井
高

容積 換気
種別

風量計算

換気
風量

24H
換気
風量

給
排
気

換気扇
記号

送風機
機種
型番

風量・機外静圧

送風機
風量・静圧・台数

送風機
風量・静圧・台数

24時間時

電源

人員による
Ｖ＝20・Ａｆ／Ｎ

(無窓室の
必要換気量)

換気回数
による

24Ｈ換気
(ｼｯｸﾊｳｽ）

相 電圧
消費
電力

１人当りの
占有面積

設計
風量

換気
回数

設計
風量

換気
回数

24H換気
風量

階 室名 Ａｆ
(㎡)

Ｈ
(ｍ)

Ｑ
(ｍ3) 第・種 Ｎ

(㎡/人) ｍ3/H　 回/Ｈ　 ｍ3/H　 回/Ｈ　 ｍ3/H　 ｍ3/H　 ｍ3/H　 機種 型番 ﾀﾞｸﾄ径 風量
(CMH)

機外
静圧
(Pa)

台数 24H風量
(CMH)

機外
静圧
(Pa)

台数 φ V W

クラブハウス棟

1 事務室 9.94 2.50 24.8 1 2 50 24H給 HEX-1 全熱交換器天井ｶｾｯﾄ型 VL-100ZS3 100 1 1 100 44

1 談話室A 8.28 2.50 20.7 1 3 2 41 60 24H給 HEX-2 全熱交換器天井ｶｾｯﾄ型 VL-100ZS3 100 60 90 1 1 100 44

1 談話室B 8.28 2.50 20.7 1 3 2 41 60 24H給 HEX-2 全熱交換器天井ｶｾｯﾄ型 VL-100ZS3 100 60 90 1 1 100 44

1 会議室A 16.56 2.50 41.4 1 2 3 124 170 24H給 HEX-3 全熱交換器天井ｶｾｯﾄ型 VL-250ZSD3 100 170 100 1 1 100 60

1 会議室B 9.94 2.50 24.8 1 2 3 75 100 24H給 HEX-4 全熱交換器天井ｶｾｯﾄ型 VL-200ZSD3 100 100 150 1 1 100 59.5

1 男子ﾄｲﾚ 13.25 2.40 31.8 3 8 254 260 FV-1 天井扇 VD-20ZB14 150 260 110 1 100 49

1 女子ﾄｲﾚ 13.25 2.40 31.8 3 8 254 260 FV-1 天井扇 VD-20ZB14 150 260 110 1 100 49

1 多目的ﾄｲﾚ 4.82 2.40 11.6 3 8 93 100 FV-2 天井扇 VD-15ZP14 100 100 110 1 100 23

1 シャワー 1.12 2.00 2.2 3 15 34 40 PF-1 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ V-08PP8 100 40 40 4 1 100 4.7

ロッカー室棟

1 ﾛｯｶｰ室A-1 2.70 1 2 3 149 24H給 FV-3 天井扇 VD-18ZLXP14CS 1 1 100 40

1 ﾛｯｶｰ室A-2 2.70 1 2 3 149 24H給 FV-3 天井扇 VD-18ZLXP14CS 350 1 1 100 40

1 ﾛｯｶｰ室B-1 2.70 1 2 3 149 24H給 FV-3 天井扇 VD-18ZLXP14CS 350 1 1 100 40

1 ﾛｯｶｰ室B-2 2.70 1 2 3 149 24H給 FV-3 天井扇 VD-18ZLXP14CS 350 1 1 100 40

1 用具室 2.70 3 1 50 50 FV-4 天井扇 VD-10Z14 100 50 50 1 1 100 9.3

換 気 計 算 書

決定風量

判定 判定

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3.92kw暖房時

室外機置き場 RDTP112F13.72kw2003ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾏﾙﾁｴｱｺﾝ屋外機AC-3

ﾄﾞﾚｰﾝｱｯﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ,吊り金具,振れ止め金物,その他付付属品

ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ,ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ天井ｶｾｯﾄ2方向型ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾏﾙﾁｴｱｺﾝ屋内機 63 12001冷房能力:7.1kw、暖房能力:8.0kw、 会議室A

＜ロッカー室棟＞

＜クラブハウス棟＞

高置架台（溶融亜鉛ﾒｯｷ300H）,防振ﾊﾟｯﾄﾞ,防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出口),ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ,ﾘﾓｺﾝﾎﾙﾀﾞｰ,その他付属品

冷房能力:2.2(0.7~2.8)kw、暖房能力:2.8(0.6~6.4)kw壁掛けﾙｰﾑｴｱｺﾝ、寒冷地仕様、 S226ATKS-W

暖房低温時

1540w2001ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝAC-4 ｼｬﾜｰ室通路

AC-3-1

男子・女子ﾄｲﾚEPH-1 21.5Kw2001壁掛型電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ 縦型ﾀｲﾌﾟ、最大発熱量:1.5kw、ｻｰﾓｽﾀｯﾄ内蔵型,いたずら防止ｶﾊﾞｰ

WＶφ
数量

電　源
仕　様　/　規　格　/　付　属　品機　器　名　称記号

空気調和設備　機器表　

参考型番設置場所

寒冷地仕様、

高置架台（溶融亜鉛ﾒｯｷ300H）,防振ﾊﾟｯﾄﾞ、 防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出口)、その他付属品店舗ｵﾌｨｽ用(machiﾏﾙﾁ)

高置架台（300H）,防振ﾊﾟｯﾄﾞ,防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出口),ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ,ﾘﾓｺﾝﾎﾙﾀﾞｰ,その他付属品

冷房能力:4.0(0.6~4.5)kw、暖房能力:5.6(0.5~9.0)kw天井ｶｾｯﾄ1方向型、寒冷地仕様、 S404ACDV

3190w暖房低温時

11550w2001空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝAC-1 事務室

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾏﾙﾁｴｱｺﾝ屋外機AC-2

ﾄﾞﾚｰﾝｱｯﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ,吊り金具,振れ止め金物,その他付付属品

ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ,ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ(各1個計2個)ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾏﾙﾁｴｱｺﾝ屋内機 22001冷房能力:3.6kw、暖房能力:4.0kw、 談話室A,B FXYKP36EBAC-2-1 天井ｶｾｯﾄ1方向型、

天井ｶｾｯﾄ2方向型ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾏﾙﾁｴｱｺﾝ屋内機 41 12001冷房能力:4.5kw、暖房能力:5.0kw、 会議室B FXYCP45EBAC-3-2

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝAC-5 ロッカー室

多目的ﾄｲﾚEPH-2 11.0Kw2001天吊り型遠赤外線ﾋｰﾀｰ 天吊り型、最大発熱量:1.0kw、ｻｰﾓｽﾀｯﾄ型,取付金具,防護ｶﾞｰﾄﾞ,ｾﾝｻｰﾎﾞｯｸｽ,ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｰﾓｽﾀｯﾄ

壁掛けブラケット,防振ﾊﾟｯﾄﾞ,防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出口),ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ,ﾘﾓｺﾝﾎﾙﾀﾞｰ,その他付属品

冷房能力:6.3(0.5~6.5)kw、暖房能力:7.1(0.4~12.4)kw壁掛けﾙｰﾑｴｱｺﾝ、寒冷地仕様、 S636ATDP-W

3790w暖房低温時

41750w2001

店舗ｵﾌｨｽ用(machiﾏﾙﾁ) 2.44kw暖房時

室外機置き場 RDTP80F12.15kw2003寒冷地仕様、

高置架台（溶融亜鉛ﾒｯｷ300H）、防振ﾊﾟｯﾄﾞ、 防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出口)、その他付属品

冷房能力:8.0kw、暖房能力:9.0(最大13.2)kw、

ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾌｨﾙﾀｰ,ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ(各1個計2個)

ﾄﾞﾚｰﾝｱｯﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ,吊り金具,振れ止め金物,その他付付属品

56

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150Φ(給気用:防虫網)

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100Φ(給用:防虫網)

ESW-1002T

TPN-1502A

冷房能力:11.2kw、暖房能力:12.5(最大14.9)kw、

1780w

FXYCP71EB

19.13 51.7

18.55 50.1

19.13 51.7

18.55 50.1

191.3

185.5

191.3

185.5

0.3

0.3

0.3

0.3

18.55 50.1

3 0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

55.2

55.2

66.3

165.6

99.4

70 7010 70 10 807.5

6.2

6.2

12.4

7.5

10

10

20

10

10 80

10 80

20 80

10 80

100φ*70CMH*70Pa,24H:10CMH*80Pa,

100φ*60CMH*90Pa,24H:10CMH*80Pa,

100φ*170CMH*100Pa,24H:20CMH*80Pa,

15.5

15.0

15.5

15.0

100φ*100CMH*150Pa,24H:10CMH*80Pa,

350 100

100

100

100

150φ*220CMH*100Pa,24H:30CMH*60Pa,

220

220

220

220

30

30

30

30

220

220

220

220

30

30

30

30

60

60

60

60

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123

空調換気設備　機器表 M- 04クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド



ロッカー室棟

クラブハウス棟
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既存給水メーター(50㎜)2次側より分岐
止水栓50㎜設置(弁ﾎﾞｯｸｽ共)

下水道本管(HP450)より分岐
公設桝新設

S

S

給水管HIVP50:駐車場横断
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根切り埋め戻し,ｱｽﾌｧﾙﾄ復旧共
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123 A3:1/ 200
A1:1/ 100 M-05屋外給排水設備　配管図

クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド
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電動水抜き栓32A*600H
弁ﾎﾞｯｸｽ200A鋳鉄蓋共
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弁ﾎﾞｯｸｽ200A鋳鉄蓋共

電動水抜き栓25A*600H
弁ﾎﾞｯｸｽ200A鋳鉄蓋共

電動水抜き栓25A*600H,湯・水抜併用型
弁ﾎﾞｯｸｽ150A鋳鉄蓋共

電動水抜き栓32A*600H
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上田市既存水道ﾒｰﾀｰ以降分岐
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テラス棟　平面図
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123
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給排水設備 平面図 M- 06クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所
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空調設備 平面図 M- 07クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二
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弁ﾎﾞｯｸｽ150A鋳鉄蓋共

電動水抜き栓32A*600H
弁ﾎﾞｯｸｽ200A鋳鉄蓋共

電動水抜き栓20A*600H
弁ﾎﾞｯｸｽ200A鋳鉄蓋共

クラブハウス棟　平面図

テラス棟　平面図

給湯器、水抜き栓計装図
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25VD

Hi25HiHi VDVDVD 3232 32 32 25 25

給湯 管 ﾄﾞﾚﾝ

事務所系統多目的ﾄｲﾚ系統 シャワー室系統 シャワー室･給湯器系統女子トイレ系統男子トイレ系統

＜水 抜 栓300mm＞ 湯 ･水抜 栓 ＜ 水 抜栓 300mm＞＜水 抜 栓300mm＞ ＜ 水抜 栓 300mm＞＜水 抜 栓300mm＞ ＜ 水抜 栓300mm＞

（ＮＲＺ－Ｃ６）

AC100V（電気工事）

事 務 所

駆動 部 (手動 ﾊﾝﾄﾞﾙ付 ） 駆動 部 (手動 ﾊﾝﾄﾞﾙ付 ） 駆 動部 (手動 ﾊﾝﾄﾞﾙ付 ）

【電動式水抜栓操作盤】

VCTF0.75㎜-2C

VCTF0.75㎜-2C VCTF0.75㎜-2C

VCTF0.75㎜-2C

VCTF0.75㎜-2C VCTF0.75㎜-2C

事 務 所

給湯器用ﾘﾓｺﾝ

VCTF0.75-2C

【ガス給湯器】
シャワー室用

ガス給湯器リモコン配線図

＜制御項目＞

電動式水抜栓操作盤配線図
＜制御項目＞

１．電動式水抜栓集中コントローラ配線

電動水抜栓集中コントローラにより、電動水抜栓の水抜／通水切替を行なう。

※ 制御配線に関しては､埋設及び壁内配線箇所はＰＦ管にて保護をし

天井内はケ－ブルころがしとする

ガス給湯器リモコンにより、運転 入／切 温度設定を行う｡　

１．ガス給湯器リモコン配線

事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所
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ロッカー室棟　平面図

クラブハウス棟　平面図

テラス棟　平面図
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記　　　号

室内外操作連絡配線 VVF1.6㎜-3C

EM-CEE1.25□-2C

冷媒配管共巻

備 考配線名称 配線サイズ

リモコン配線

☆ 配線サイズ

PF16

＜制御項目＞

※ 室外機～室内機渡り配線は冷媒管共巻配線とし、冷暖房設備工事の施工範囲とする｡

※ エアコン室外機電源供給は電気設備工事範囲とする。

１．エアコン運転操作

リモコンスイッチ（Ｒ）により、運転操作・温度設定等を行なう。
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【遠赤外線ﾋｰﾀｰ】

遠赤外線ヒーター配線図

＜制御項目＞

デジタルサーモスタットによる運転　ON／OFF、
サーモスタットによる温度制御を行う。
設置、配線はメーカー仕様書参照
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事業年度 縮尺 No.設計事務所 設計者 １級建築士

国土交通大臣登録

第１３７３６３号
株式会社 エ－ビ－シ－

一級建築士事務所
　中 澤 栄 二

図　名工事名上 田 市 都 市 建 設 部 建 築 課
（株）エービーシー・一級建築士務所

〒386-0018　上田市常田２－２７－２５

TEL 0268-24-4122・FAX 0268-24-4123
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空調設備　計装図 M- 10クラブハウス 建設工事

上田古戦場公園多目的グラウンド


